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序 章 

 

一、研究目的と範囲 

 

（一）研究目的 

稿者は修士論文「米芾の書論―『海岳名言』を中心として」（国立台湾芸術大学美術學院

書画芸術学系碩士論文「以『海岳名言』為中心試析米芾書論」2013年）において、米芾を通

して宋代の古文を研究した。その書論『海岳名言』を考察すると、宋代の書作品とは馴染み

の薄い「篆籀の気」という言葉が登場する。米芾は「郭知運に与えて坐位を争うの帖（『争

坐位帖』）には篆籀の気があり、顔の傑作である（与郭知運『争坐位帖』有篆籀気、顏傑思

也）」と述べ、行草の「傑作」として顔真卿書『争坐位帖』を評価する上で、「篆籀の気」が

あると論じている。 

しかし宋人や米芾の篆書の輪郭が不明のため、米芾の『紹興米帖』篆隸卷九の篆書部分と、

『御制文宣王贊碑』を考察した。文字構造の分析からはじめ、当時流布した字書に見える鐘

鼎文のテキストを考察した結果、士人たちが書画の収集のみならず、器物の収集と銘文を研

究することが盛んであったことが判明した。欧陽脩、劉敞、楊南仲、章友直らは、新出土の

器物を用いて、史学、文字学（小学）、経学（礼制）を考察し、各分野に貢献している。 

伝抄古文の字書『古文四声韻』も、銘文を考釈するため編集されている。この時期は、所

謂金石学の時代であり、この時代の影響下で、米芾は書体の変遷、簡牘に対する理解、鐘鼎

文の合文の理解、訓詁に対する理解、篆書に対する審美などの篆書に関する独自の見方があ

ることが判明した。古文に精通した書家は、宋代では必ずしも珍しくはないが、理論と同時

に作品を残す者は稀である。 

一方、宋代の古文に関する先行研究は、たいてい北宋の金石古器の伝来や、古文字の訓詁

を考証することを巡って論じている、しかし、個人の作品の古文を対象とする研究は、殆ど

着手されていないのが現状である。 

よって本研究は、上記の米芾の考察に基づいて、宋代士人たちの古文の運用、礼器銘文製

作の理解、金石学の勃興と古文創作との関係について詳細に考究することを目的とする。 

 

（二）研究範囲 

１、宋代の篆書教育 

宋代における古文の発展の背景を明らかにするため、篆書教育に関する識字、小学、訓詁

学、書学などの事情を考察する。 

 

２、宋代の古文に関する書物の出版 
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拓本技術1や出版技術の進展は学術に対する大きな貢献である。書物の出版は、皇帝の秘

書省、国子監、地方の官学、民間の書店や士人によって刊行されることが多く、官学が出版

した書物は教科書として使用されるのみならず、民間に販売することもあったため2、皇帝

のために編集した『宣和博古図』や収蔵した書物は民間に広がる可能性があったと考えられ

る。 

地方の官僚も金石著作の出版活動を後援した。例えば薛尚功の著作は林師説の後援によ

って江西で刊行されている。四川の魏了翁はその幼少期に、薛の『鐘鼎款識』と『篆韻』を

古文の教科書として入手している3。また、金石図録の先導者である李公麟の「考古図」（佚）

も「天下に伝来する（天下伝之）」と言われる4。流布した書物は、士人たちにとって直接の

参考書として利用され、古文で創作する際に、文字構造や書風の影響を及ぼしたと考えられ

る。そのため、宋代の字書や金石書物の成書の経緯を考察する。 

 

３、金石学の「金学」と「石学」 

王国維は、宋代では金石学が独立した学問として確立したと認めている5。先導者の欧陽

脩の『集古録』には新出土と伝来した「金」（三代の青銅器）と「石」（主に秦漢－唐の石刻）

を共に収録している。しかし、「金」の割合は多くない。後の趙明誠『金石録』にも主に漢

代から唐代までの石刻二千本を収録し、兼ねて散見した三代器物を挟んでいる。この二つの

著作には「金」の量はわずかで、百分の一か二にすぎない6。また、南宋の洪适の『隷釈』二

十巻と『隷続』二十一巻は、漢から西晋までの石刻を収録し、隷書を中心として考察しなが

ら、偶に篆書の碑額、石刻などを記録している。「金石学」の「石学」が研究対象とする時

代は秦漢から唐代までで、篆書に関する資料は「金学」よりも少ない7。 

本研究は古文を中心として論じるため、宋代の文献を分析する際には、「金学」の書物（『考

古図』、『重修宣和博古図』、『鐘鼎彝器款識法帖』など）を中心として考察し、兼ねて「石学」

の文献を参照することにする。 

 
1 拓本の技術を器物銘文に生かし始めるのは宋代からである。王国維「拓墨之法、始於南北朝

之拓石經、浸假而用以拓秦刻石。至拓彝器文字、趙宋以前未之前聞。」と述べている。王国維

「説文所謂古文説」『観堂林集』（芸文印書館、1956年）、81 頁。 
2 顧宏義「宋代国子監刻書考論」、『古籍整理研究学刊』（華東師範大学、2003 年）42－45 頁。 
3 陳芳妹「金学、石刻与法帖伝統的交会－『歴代鐘鼎彜款識法帖』宋拓石本残葉的文化史意

義」、『美術史研究集刊』第二十三期、（台湾大学、2005 年）111－112 頁。 
4 翟耆年『籀史』、17 葉。 
5 王国維「齋魯封泥集存序」、『観堂集林』巻十八（中華書局、1959 年）、920 頁。葉国良『宋代

金石学研究』（台湾書房、2011 年）、5 頁。 
6 呉其昌「王観堂先生学述」、『王観堂先生全集』第十六冊、7274 頁。葉国良『宋代金石学研

究』（台湾書房、2011 年）、229 頁。 
7 欧陽脩『集古録』には、主な篆書の石刻は秦代の泰山刻石、嶧山刻石と、唐代の李陽氷の

「城隍神記」篆碑、額など計 11 点と、伝鈔古文の瞿令問の元結三銘、碧落碑があり、また、唐

代から続出した石鼓文と詛楚文がある。全て跋文の形式で残したため、考証資料として参照で

きる。欧陽脩『集古録』巻十七、15―23、26 葉。同全巻五、18 葉。同前巻一、21－23 葉。 
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４、北宋における古文の応用―米芾の篆書を中心として 

米芾の作品を、北宋の例として挙げた理由は以下の通りである。 

▪字例が多く、全文は八六四字に達する。 

▪古文に関する論述がある。簡牘に対する理解、鐘鼎文の合文の理解、訓詁に対する理

解、篆書に対する審美などである。 

▪新出土の鐘鼎文を作品に応用している。 

▪小篆の作品は同時代の篆書のように玉箸篆で書かれ、古文の場合は字形の大小が均一

ではなく、行書の用筆で書いている。それは彼の理論と一致する。 

 

５、南宋における古文の応用―常杓の「盤谷序」を中心として 

常杓の「盤谷序」を南宋の例として挙げた理由は以下の通りである。 

▪字例が多く、全作は二〇三字に達する。 

▪貴重な墨蹟である。 

▪先行研究は非常に少ない。 

▪鐘鼎文の作品と自称した。 

 

６、徽宗朝の礼器における古文の応用 

古文を応用する例として挙げた理由は以下のように述べる。 

▪礼制を復興するため、国力を注いで礼器と銘文を作り、最善のテキストと見なせる。 

▪この時代の文字学、器物の研究などがすでに一定の程度に達している。 

▪伝来した器銘の拓本が少なくなく、図版が二十点近く残っている。 

 

二、研究方法 

 

（一）伝来文献、文物と出土文物を総合的に実証する方法（「二重証拠法」） 

伝来する文献と文物を用いて実証することは、一般的な研究方法であり、本論文もこの方

法を採用する。例えば、第四章の第一節（二）-1「現存銘文考」では、文献によって礼制の

変遷と祭事の背景を考察し、伝来する宋器銘文（一部は清代の拓本）を実証する。宋代の開

国以来、礼楽の制度を修訂しながら、一定の規模の制度に達した。仁宗朝には、天や祖先の

祭事を行うために、制度を検討させ、礼器の鼎を鋳造して皇帝が自ら刻銘した記録がある8。

徽宗朝に至ると、議礼局の設置をはじめ、天下の三代器物を収集し始めた。そして、祭事に

関する礼制の修訂に沿って、三代器物を大量に複製した。この時期の器銘は三十件余り（文

 
8 王応麟『玉海』卷八十八、25、26葉。 
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献と図版）が伝来する9。これらの資料には、清代の著作に収録されて伝来する器物や拓本

があり、これを史料と照合して考察することは、一つの研究方法である。もう一つ、新たに

出土した資料を活用する方法がある。この方法は所謂、陳寅恪がいう「地下の実物を取って、

地面にある文献を互いに解釈して考証する。」であり、すなわち王国維の提起した「二重証

拠法」である10。この理論は近代になって提起されて定着した。しかし、古人はずっとこの

方法を用いて研究していたのである。例えば、宋代における金石学の風潮で、劉敞は出土し

た 11件の青銅器を整理して『先秦古器記』を出版した。出版した目的について、「礼家は制

度を明らかにし、小学は文字を校正し、史学は世代の順次を考証し、これらを尽くすことが

できる。（禮家明其制度、小學正其文字、譜牒次其世諡、迺為能盡之）」11と述べている。彼

は新出土資料を用いて各々の分野で活かしたのである。本論文の第二章第二節「米芾の篆籀

に対する理解と創作」において、米芾の篆書作品を宋代の字書で考察する際、新出土の文物

によって文字構造を実証した12。これは「二重証拠法」による研究方法の実例である。 

 

（二）古文の分類方法 

１、伝抄古文と鐘鼎文とを分類する理由 

伝抄古文と鐘鼎文の資料の根源を辿ると、伝抄古文には、先秦（戦国時代）の古文簡牘が

時代の流れに沿って続々発掘されたものと、漢代から唐代にかけて様々な字書を編纂し、古

文を用いて刻石を製造したものとがある。郭忠恕（？―977）は、先秦から唐代までの古文

資料七十一種を集めて『汗簡』を編纂した。しかし、当時は印刷術がまだ発達していない時

代で、写本を作る際に誤写する場合もあり、収録したものには「隷定」以後の文字を篆書の

形に戻すのもあり、偽造の『尚書』や誤字を収録した場合もある。一方、鐘鼎文は全て新出

土の三代器銘であり、多くの字は初見で、銘文の文脈によって誤釈した文字もあり、宋人に

とっては新たな文字の世界である。鐘鼎文の図録や字書には多く宋人のみが釈出した字例

がある。両者とも先秦（鐘鼎文の一部は戦国時代）の文字があるが、編集された背景にかな

り格差があるため、独自に存在している文字があると考える。また、宋人の立場によると、

ある金石、古文字の学者の両者が同源であるとしても、文字構造と芸術風格によって、区別

することがある。例えば、戴侗が『六書故』を編纂する際、伝抄古文と鐘鼎文の二つのジャ

 
9 陳芳妹氏の考察によって 28 件があり、加えて中央研究院蔵「政和八年器銘」残篇、「山罍」、

「政和尊」と『西清古鑑』に収録した「嘉礼犠尊」がある。陳芳妹「宋代金学的興起与宋倣古

銅器」、『青銅器与宋代文化史』（台湾大学出版中心、2019 年）、59-62 頁。 
10 陳寅恪の原文は「取地下之実物與地上之遺文互相釋証」である。陳寅恪「王静安先生遺書

序」、『陳寅恪史学論文選集』（上海古籍出版社、1992年）。靳永『書法研究的多重証拠法―文

物、文献与書蹟的総合釈証』（齊魯書社、2008 年）、7 頁。 
11 劉敞「先秦古器記」『公是集』巻三十六、１5 葉。 
12 新出土した景徳鎮窯南宋青白磁の一つ吉語印に「永以為好」がある。四字のうち三字が小篆

であり、もう一字は「為」字である。この磁印の出土以前における、米芾の篆書の「為」字

は、疑字の孤例であると見られる。この印の出土により、米芾が珍しい字形を使用することに

は根拠があると考えられる。黃惇『風齋藏南宋磁印』（西泠印社美術館、2015、12）79 頁。 
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ンルを並列して論じている。なお、宣和年間の官学の書芸局は、鐘鼎文を学習すべき書体と

して科目に編入した。それゆえ両者を分けているのである。 

 

２、文字構造による比較方法 

（１）書籍の使用 

▪小篆の字例 

『説文解字』「孫星衍本」（中華書局） 

『訂正六書通』（上海書店） 

▪鐘鼎文の字例 

呂大臨『考古図』、『考古図釈文』（四庫全書本） 

王黻『重修宣和博古図』（四庫全書本） 

薛尚功『歴代鐘鼎彜器款識法帖』（四庫全書本と朱謀垔本） 

王俅『嘯堂集古録』（涵芬楼影印本） 

元・楊鉤『増広鐘鼎篆韻』（北京図書館古籍珍本叢刊第五、清代抄本） 

清・汪立名『鐘鼎字源』（四庫全書存目叢書、汪氏一隅草堂刻本） 

（『集篆古文韻海』を出典とする文字を「海」と表記する。） 

▪伝抄古文の字例 

徐在国『伝抄古文字編』（北京線裝書局）、『汗簡』『古文四声韻』（中華書局） 

（２）字体を区別する基準 

▪文字が二つの部首の組み合わせで、上下や左右の位置がずれている場合。例えば「吁」

の小篆「 」と伝抄古文「 」などである。筆画が増減する場合。例えば「不」の小

篆「 」と鐘鼎文「 」（斎侯、商鐘）などである。これらはともに文字構造に小異が

あるが同形と見なす。 

▪筆画に特殊な書き方があり、「単一」の出典であり、文字構造が他の字体と類似しても

異形と見なす場合。例えば「盤」の小篆「 」と鐘鼎文「 」（「漢尚方鑑」）、「已」の

小篆「 」と鐘鼎文「 」（「漢蓮勺鑪」）などである。 

 

（三）専用名詞の定義方法 

１、古文とは 

本研究にいう「古文」とは、あらゆる小篆以前の文字を指す。そして宋代における「古文」

の出典から、「伝抄古文（伝来）」と「鐘鼎文（新出土）」の二つのジャンルに分けた。いわ

ゆる大篆は、秦の籀文を指すため、六国古文の全ては含まれないと考えられる。この点につ

いては、啓功『古代字体論稿』（劭華文化服務社、1963年）十一、15頁を参照した。 

 

２、鐘鼎文と金文の区別 

本論文では宋人の呼称に従い、宋代の金石資料を論じる際に、鐘鼎文と表記する。一方、
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金文という名称は、清代から普遍に称されている。それゆえ、清代以後の資料を使用する場

合は金文と表記し、宋代の資料と区別する。 

 

（四）オンラインデータベースの資料収集方法 

大学図書館のオンラインデータベース以外、台湾の学術研究サイトで資料を収集した。稿

者が常用するオンラインデータベースと検索エンジンは以下の通りである。 

１、小学、字書類 

中央研究院「小学堂」http://xiaoxue.iis.sinica.edu.tw/ 

「国学大師」（2020、06中止） 

２、文献類 

「国学大師」（2020、06中止） 

「文淵閣四庫全書 電子版」 USBタイプ 2.0 大鐸メディア株式会社 

「台湾宋史研究網」文献書目検索 

http://www.ihp.sinica.edu.tw/~twsung/data/subpage/subpage031frame.html 

中央研究院史語所「伝記人物資料庫」 

http://archive.ihp.sinica.edu.tw/ttsweb/html_name/search.php 

３、図版類  

故宮博物院、「文物査詢下載」 

https://theme.npm.edu.tw/opendata/Article.aspx?sNo=02000019 

中央研究院史語所「数位典蔵資料庫」 

https://ihparchive.ihp.sinica.edu.tw/ihpkmc/ihpkm_op?@@0.5229378885490261 

台湾国家図書館「古籍与特蔵文献支援」 

http://rbook2.ncl.edu.tw/Search/SearchList?page=3&whereString=ICLnr4YiIA2&

sourceWhereString=ICYgQHNvdXJjZV9zb3VyY2UgICLph5Hnn7Pmi5PniYfos4fmlpnluqsi0&Sour

ceID=5&HasImage=true 

中央研究院「殷周金文暨青銅器資料庫」 

http://www.ihp.sinica.edu.tw/~bronze/detail-db-1.php 

 

４、辞書類 

中央研究院 「両千年中西暦転換」https://sinocal.sinica.edu.tw/ 

「引得市」目録検索 http://www.mebag.com/index/ 

 

三、先行研究 

 

（一）論文、著書 

１、金石学類 

http://xiaoxue.iis.sinica.edu.tw/
http://www.ihp.sinica.edu.tw/~twsung/data/subpage/subpage031frame.html
http://archive.ihp.sinica.edu.tw/ttsweb/html_name/search.php
https://theme.npm.edu.tw/opendata/Article.aspx?sNo=02000019
https://ihparchive.ihp.sinica.edu.tw/ihpkmc/ihpkm_op?@@0.5229378885490261
http://rbook2.ncl.edu.tw/Search/SearchList?page=3&whereString=ICLnr4YiIA2&sourceWhereString=ICYgQHNvdXJjZV9zb3VyY2UgICLph5Hnn7Pmi5PniYfos4fmlpnluqsi0&SourceID=5&HasImage=true
http://rbook2.ncl.edu.tw/Search/SearchList?page=3&whereString=ICLnr4YiIA2&sourceWhereString=ICYgQHNvdXJjZV9zb3VyY2UgICLph5Hnn7Pmi5PniYfos4fmlpnluqsi0&SourceID=5&HasImage=true
http://rbook2.ncl.edu.tw/Search/SearchList?page=3&whereString=ICLnr4YiIA2&sourceWhereString=ICYgQHNvdXJjZV9zb3VyY2UgICLph5Hnn7Pmi5PniYfos4fmlpnluqsi0&SourceID=5&HasImage=true
http://www.ihp.sinica.edu.tw/~bronze/detail-db-1.php
https://sinocal.sinica.edu.tw/
http://www.mebag.com/index/
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（１）王国維「宋代之金石学」『王国維先生全集初編』五（台湾大通書局、1975年） 

「宋代金文著録表序」『観堂林集』（芸文印書館、1956年） 

宋代の金石学の発展を概説し、宋人の研究方法と成果が清代の考古に対し、大きな啓発を

もたらした。 

（２）容庚『商周彝器通考』（哈佛燕京学社、1941年）。 

「宋代吉金書籍述評」、同続、『学術研究』、（広東省社会科学界聯合会、1963年 06、

1964年 01） 

▪『商周彝器通考』の第十一章「倣鋳」には、徽宗朝の礼器をはじめ、北宋の倣鋳した器

物の記録である翟汝文作「政和礼器銘」があり、清代の文献を整理して、南宋の秦檜と賈似

道に賜る「豆」を兼ねて論じている。その中の「政和盨」図版は貴重な資料である。また、

清代内府蔵の「周犠尊」を宋器として掲載する。 

▪「宋代吉金書籍述評」は、現存する著作八種と散佚した著作十二種の計二十種の、宋代

に編集された金学著作を詳しく考察した。現存する著作は、呂大臨『考古図』十巻、呂大臨

『考古図釈文』一巻、趙九誠『続考古図』五巻、宋徽宗朝『博古図録』（『重修宣和博古図』）

三十巻、薛尚功『歴代鐘鼎彝器款識法帖』二十巻、王俅『嘯堂集古録』二巻、王厚之『鐘鼎

款識』一巻、張掄『紹興内府古器評』二巻などである。散佚した十二種は、僧湛洤『周秦古

器銘碑』一巻、楊南仲『皇祐三館古器図』、劉敞『先秦古器図』一巻、胡俛『古器図』、李公

麟『古器図』五巻、李公麟『周鑒図』一巻、黄伯思『博古図説』十一巻、趙明誠『古器物銘

碑』十五巻、晏溥『晏氏鼎彝譜』一巻、『紹興稽古録』二十冊、王楚『鐘鼎篆韻』七巻、薛

尚功『広鐘鼎篆韻』七巻などである。散佚した著作の中に、王楚『鐘鼎篆韻』七巻があり、

その内容は現存する元代楊鈞『増広鐘鼎篆韻』に見えている。上記に列記した書物は散佚し

たが、当時の金学の進展過程にとって重要な研究成果であると認められる。 

（３）白川静『金文通釈』５（平凡社、2005 年） 

金石学が発展する背景から論じ、唐宋の古文字学、『集古録跋尾』の資料収集と研究を行

い、図釈の盛行した李公麟『考古図』（佚）、呂大臨『考古図』などの流布と相まって古器学

の発展を論じ、更に彝器の倣鋳と辨偽を論じた。時間順に段階的に解説している。また、篆

籀の学と金文の章には、宋代に文字学が金文からの影響をうけ、戴侗『六書故』編集する際

に、金文を用いて『説文解字』と参照する例を挙げている。 

（４）葉国良『宋代金石学研究』（台湾書房、2011年） 

序論と第一章は、金石学の定義とその範囲、宋代に金石学を研究する学者と著作の量が空

前の盛況であると述べるが、今日散佚した著作が一一二種あり、金石学に携わる人数は三百

人余りに達する。そして、『続考古図』の作者や時代と『重修宣和博古図』の成書経緯を考

察する。次章には、宋人金学の研究方法を論じる。器物の銘文内容によって、宋人が時代、

暦法、地点、事件、人物などの史学の考証を行っている。また、鐘鼎文の文字構造を分析す

ることを論じる。第四章は、宋人石学の研究方法を論じる。主に欧陽脩『集古録』と洪适『隷

釈』、『隷続』をめぐって漢代の歴史を考察する。第五章には、宋代金石学の進展は当時の各
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学問との関係、経学、小学、史学、文学に対する影響について例を挙げる。さらに金学が礼

器と度量衡の製作に対する影響を論じる。最後の付録に「宋代金石年表」を作成する。 

（５）陳芳妹『青銅器与宋代文化史』（台湾大学出版中心、2019年） 

第一章は、宋代金学の勃興と器物の倣鋳をめぐって論じる。金学が学術化するきっかけに

ついて、呂大臨『考古図』の例を挙げて論じる。そして、徽宗朝の礼器製作とその明堂制度

などの復古活動との関係を論じる。第二章は、三代器物を復興した後、南宋の官用礼器の形

式は民間の礼器製作へと拡散することを考察する。第三章は、中央研究院蔵『歴代鐘鼎彝器

款識法帖』の考察とその時代の意義を論じる。第四章は、三代器物を復興した後、朱熹「釈

奠儀式」への影響、御製礼器の形式が釈奠（孔子祀）の礼器に転移する経緯と、後世、韓国

への影響を論じる。第五章は、新発見の桂林府学「釈奠二図」の考察である。 

 

２、文字学類 

（1）黄錫全『汗簡注釈』（台湾古籍、2005年） 

巻首の序文には、郭忠恕『汗簡』の収録状況を概説し、資料の出典には根拠があり、先秦

の古文字を証明できると強調する。一方、宋代字書の編集の限界を提起し、隷定した古文を

収録し、伝写の過程で誤写の場合もあると述べている。本文は、一字一字を詳しく考察して

いる。特に『汗簡』を批判する鄭珍『汗簡箋正』を引用して多方面に論じる。 

（2）林進忠「元代早期楊桓『無逸篇』古籀篆書賞析」、『尚古与尚態一元明書法研究論集』

（万巻楼図書、2013 年）。 

楊桓の篆書に関する学問をめぐって論じる。さらに楊桓が見た宋代の金文、伝抄古文の著

作と石刻作品をめぐって俯瞰的に考察し、楊桓『無逸篇』の古文を文字構造よって比較する。 

 

（二）文献（清代） 

１、端方『陶斎吉金続録』、『続修四庫全書』九〇四冊。 

光緒三十四年（1908）刊行、続録は宣統元年（1909）刊行。続録には殷周彝器五十五件、

兵器四件、秦～宋器二十一件がある。その内に「童貫壺」、「秦檜豆」を宋器として収録して

いる。 

２、孫詒譲「政和礼器文字考」『古籀拾遺』、『続修四庫全書』九〇四冊。 

『古籀拾遺』と『古籀餘論』は孫詒譲（1848－1908）の商周青銅器銘文を考釈する著作で

ある。『古籀拾遺』は同治十一年（1872）に成書し、光緒十四年（1888）に改めて校定し、

光緒十六年（1980）に刊行した。全書三卷、上卷には宋薛尚功『歷代鐘鼎彝器款識法帖』に

ある銘文の十四本を選んで考証する。中卷と下卷には阮元『積古斎鐘鼎彝器款旘』にある三

十本銘文、呉榮光『筠清館金文』にある二十二銘文を選んで考証する。その付録にある「政

和礼器文字考」は「鉶鼎」、「牛鼎」、「甲午簋」、「欽崇豆」（元祀豆）、「天錫簋」、「嘉礼尊」

を宋器として掲載し、孫氏の考証によって、翟汝文は政和四年から六年（1114―16）の間に

議礼局の詳議官として礼器銘文を作った。さらに阮元『積古斎鐘鼎彝器款識』、呉栄光『筠
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清館金文』の誤りを訂正した。かつ「政和礼器文字考」の文末に翟汝文『忠恵集』の「政和

礼器銘」と翟耆年『籀史』の「徽宗皇帝祀圜丘方沢太廟明堂礼器款識三卷」を付録している。 

３、馮雲鵬、馮雲鵷『金石索』、『続修四庫全書』八九四冊。 

馮雲鵬（1765-1839）字は婁海、江蘇省南通の人。馮雲鵷（1779-1857）字は集軒、雲鵬の

弟、ともに『金石索』を編輯する。『金索』六巻、『石索』六巻に分かれる。殷周から元代ま

でが対象である。『金索』は鐘鼎、戈戟、量度、泉刀、璽印、鏡鑑、雑器、『石索』は碑碣、

瓦磚に分類し、それぞれの模写図を入れ、尺寸、容量、銘文ほか、ときに出土地を記してい

る。浩瀚であるが、模写図ほか精密さに缺ける。道光元年（1821） 刊本ほかがある（西林

昭一『中国書道文化辞典』から引用）。『金索』には「牛鼎」を収録し、歴代「牛鼎」の各家

の考証を述べ、宋器と認める。そのほか「象物簠」も収録している。 

４、劉体智編『小校経閣金石文字』、景印盧江自叙刊本。 

拓本の影印で編集された。彝器、兵器、量銘、雑器、泉範、符牌、鑑及び造像など合計六

四五六器を収録し、時代は殷周～元明であり、釈文、各家の題跋、款識がある。内には「嘉

礼尊」、「帝作簠」、「元祀豆」、「天錫簋」などの宋器図版がある。 

 

四、論文の構成 

 

本論文は、全四章で構成した。 

まず識字と篆書の教育を考察し、更に字書の流布に関する事情を考察する。そして、両宋

において、古文を応用する実例を挙げ、その時代に触れることができた古文の資料と同時代

の士人たちとの関係を考察し、さらに作品の文字構造によって字体を分類し、古文の実相を

明らかにする。また、金石学の勃興について、士人たちの器物を収蔵、研究することから論

じ、さらに金学の著作を成書する経緯を考察し、鐘鼎文に対する認識や前人未到の考釈成果

を明らかにする。ついで、三代礼器を復興した徽宗朝の礼器銘文を考察し、銘文の作者と書

体を明らかにする。終章は、考察した結果をまとめ、両宋の間における古文の応用はどのよ

うに変化して進展したのを明らかにする。 
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第一章 宋代における篆書発展の背景について 

 

目 次 

はじめに 

第一節 識字と篆書の教育 

一、小学と文字学 

（一）官学 

（二）私学 

二、書学 

（一）書の技術官僚の育成 

（二）社会における篆書の教育 

第二節 字書の流布 

一、「説文」類 

二、「伝抄古文」類 

三、「鐘鼎文」類 

第三節 小結 

 

はじめに 

 

宋代は金石学の濫觴と文字学の黄金時代と認められている。本章では、その文字学の発展

する背景を明らかにする。そのためまず識字と篆書の教育を考察し、更に字書の流布に関す

る事情を考察する。第一節は、識字から六書の理解を中心に論じる。官学と私学と二つのジ

ャンルに分け、その学校の制度と沿革を分析し、さらに官学と私学の小学における識字教育

を明らかにする。文字学については、官学の教材としての王安石『字説』の流布と影響を考

察する。書学については、書の技術の官僚を育成する制度を考察し、篆書を学ぶ作品と社会

での自学の方法を明らかにする。第二節は篆書に関する著作の内容と成書の経緯ならびに

当時使用できた書物を明らかにする。 

 

第一節 識字と篆書の教育 

 

一、小学と文字学 

小学は、子どもを啓蒙し教育する基礎であり、いわゆる童蒙学である。かつて中国の童

蒙学は、教育目的により、識字教育、封建の思想教育、知識教育に向けて、様々な教科書

が編集された13。宋代に至ると、童蒙学のシステムが急速に進展し、おおよその教材が定

 
13 孫樹青氏は『中国教育史』で古代の教材を更に五つのジャンルに分類した。１、識字教育
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着し、後世の基礎になった14。識字教育については、周代には識字を啓蒙する教科書『史

籀篇』が登場していることから、それまでにも口伝された啓蒙教育があったことは間違い

ないであろう。漢代になると、啓蒙教育専門の「学校」ー私塾が創設され、子ども達に読

み書き、習字を教える『蒼額篇』、『凡将篇』、『急就篇』、『無尚篇』などの教材も充実した

15。その後、『急就篇』に基づいて『千字文』、雑字類の『開蒙要訓』などの新たな教材を

生みだした。宋代には、『千字文』を継承して『百家姓』、『三字訓』（後の三字経）が編集

され、宋代以後、広く流布して学校の教科書として採用された。これは後世に「三、百、

千」と呼ばれる基礎の童蒙学の教科書である。しかし、当時、『千字文』以外で、民間の

私塾で流行した識字の重要な教科書は「雑字」であった16。 

小学の識字教育は、文字学に直接的な影響を与えることはなかったものの、宋代の小学

システムの成熟に沿って、童蒙書（啓蒙の教材）が広く流布し、識字率が上ったため17、

その後の文字研究や篆書の判読に重要なベースを提供した。 

 

（一）官学 

宋代の教育制度は、唐代を基礎として、多少これに修正を加えたものである。官学で

は、国子監諸学の階級的な資格を下げたことで、国子学は七品以上の子弟とし（唐代は三

品以上の子孫）、太学は八品以下の子弟および庶民の子弟の優秀な者とし（唐代は五品以

上の子孫）、四門学は庶民の子弟だけ（唐代は七品以上の子）とした。これは、社会の変

動にともない、唐代の貴族教育より、次第に庶民教育に発展して行く過程をしめすもので

ある18。 

仁宗の時、学校の拡張と科挙の改正がなされた。学校の拡張については、名儒の胡瑗を登

用し、国子監講書として専ら太学を管理させ、太学を拡張して、その学生を二百人に増加

 

類、例えば、『千字文』、『百家姓』、『三字経』。２、倫理道徳類、例えば、『太公家教』。３、歴

史教育類、例えば、『蒙求』。４、詩歌教育類、例えば、『千家詩』。５、名物制度と自然常識教

育類、例えば、『名物蒙求』である。その上で、呉洪成氏は「家庭範囲内訓戒類総合性啓蒙教

材」の六つめを提起した。例えば、『朱子治家格言』である。陳黎明、邵懐領「古代蒙学教材的

分類」、『河北師範大学学報』第十三巻、（河北師範大学、2011 年）22 頁。 
14張志公「伝統語文教育教材論」、『張志公語文自選集』上、（北京大学出版社、1998 年）10

頁。 
15 周永新著、岩谷季久子訳「蒙学と古代中国の教育」、『中国教育史－古代篇』（科学出版社、

2018 年）332、333 頁。 
16 童蒙が文字を学習しやすいよう、常用字に韻を入れて編集した教科書である。宋代における

「雑字」は『小雑字』、『四言雑字』、『公理雑字』、『重編詳備砕金』などの書籍がある。 
17 唐初から天宝年間（750）にかけての百年間、地方学校の制度は益々健全化し、京県（最大

の県学）の学生定員は 50 人である。一方、宋代の徽宗朝では、地方県学の学生は千人にも上っ

た。教育の普及率は 20 倍に激増した。程方平、畢誠『中国教育史』（文津出版社、1996 年）、

128、188 頁。 
18多賀秋五郎『中国教育史』『中国近現代教育文献資料集』第十巻、（日本図書センター、2006

年）62 頁。 
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し、別に四門学を設けて庶民階級の子弟を入学させた。そして、学校の維持費として、康

定三年（1040）に学田を国学に与えた。慶暦三年（1043）にはさらに増額した。また地方

の学校にも注意し、各州に学校を創立させた19。慶暦四年（1044）以後ますます地方の

路、州、軍、監の官学が増え、学生二百人以上を設け、教員を任じた。更に県学を設置

し、地方には学校がないところが少なくなった20。大観三年（1109）、地方の二十四路は、

合計学生一六七六二二人、校舎九五二九八軒で最高峰の数に上った21。しかし、南宋にな

ると、戦争の影響で、地方の州県学の進学と官僚採用制度が破壊され、太学は唯一の官僚

を育成する場所になったが、学校の規模は北宋より大幅に縮小された。南宋で最大の学生

数は咸淳年間（1265ー1274）の一六三六人であり、北宋の崇寧年間（1102ー1106）の三八

〇〇人と比べ、かなりの差がある22。 

中央の官学にある小学は、元豊年間（1078ー1085）に設置され23、国子監に「就傅」、

「初筮」という齋（教室）を設けてから進展し、徽宗政和四年（1114）に八歳から十二歳

の生徒を十齋に分けて教えた。その数千人近くに上った。南宋になると、紹興十四年六月

に「国子監小学」を設置し、北宋の制度を援用したが、担当の教授は太学生になった24。

しかし、宋代の啓蒙教育は、民間の私学の方が中央の官学より士人たちに大きな影響を及

ぼした25。国子監における小学の制度や識字教育の内容は記録が稀である。一方、啓蒙教

育ではないが、字書26として国子監に採用されたのは、劉熙古（903―976）の『切韻』、

『拾玉』である。『宋史』には、 

 

「劉熙古、字は義淳、宋州寧陵の人、（中略）小学に非常に精通し、『切韻』、『拾玉』を編

集し、摹刻して献上し、皇帝は国子監に命じてこれを広く配布した。」（劉熙古、字義淳、

宋州寧陵人、（中略）頗精小學、作切韻、拾玉二篇、摹刻以献、詔付国子監頒行之。）27 

 

 
19 多賀秋五郎『中国教育史』『中国近現代教育文献資料集』第十巻、（日本図書センター、2006 年）

60 頁。 
20 「詔諸路州軍監、各令立學、學者二百人以上、許更置県縣學、於是州郡不置學者鮮矣。又置

教授、以三年為一任。」馬端臨『文献通考』卷六十三、22 葉。 
21 范立舟『南宋全史』七、（上海古籍出版社、2015 年）9 頁。 
22 苗春徳、趙国権『南宋教育史』（上海古籍出版社、2008 年）62―63 頁。 
23「元豊始置在京小學、有就傅、初筮兩齋。」李燾『続資治通鑑長編』巻八十六、3 葉。 
24苗春徳、趙国権『南宋教育史』（上海古籍出版社、2008 年）57 頁。 
25 例えば、蘇東坡の小学の師は張易簡という道士である。蘇東坡『東坡全集』卷三十八、1

葉。 
26 ここでは識字教育のため編集した今文の字書を指す。古文（篆書）の字書は第二節に論じ

る。 
27 脱脱『宋史』巻二六三、19―21 葉。 
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とある。後に丁度が編集し、司馬光が引き続いで完成した『集韻』（『禮部集韻』）や、陳

彭年『重修玉篇』などの皇帝の命令により編集された字書もまた、中央の官学における識

字教育の教材になる可能性があろう。 

中央の官学における文字学については、篆書の認識と六書の原理との二点を論じてみた

い。篆書の認識は官学の課程に編入しておらず、咸平三年（1000）、句中正はその欠点を

補うため、大篆、小篆、八分で『三体書孝経』を編集した。自序に以下の通り言う。 

 

「この『孝経』の文字は、秦代の字体を用い、漢代の制度を注釈し、唐代の議論を執り、

確実に典故に基づいて成書し、学校の不足を補った。」（文行秦之字、注漢之制、執唐之

議、諒摭實之典故、補黌序之缺遺。）28 

 

そして、皇帝に『三体書孝経』を献上した。この著作は美術品と見なされ、皇帝の書画、

器物を収蔵する倉庫である「秘閣」に入庫し、更に皇室の図書館である「三館」29に収蔵

された。『玉海』には、 

 

「三年四月辛未、直昭文館の句中正は石本の大篆、小篆、八分の、三体書の孝経と書目一

卷を献上し、古文、秦篆、漢隷の三体を備えている。（中略）皇帝はその本を秘閣に収蔵

し、更に三本を崇文院の三館に進呈することを命じた。」（三年四月辛未、直昭文館句中正

上石本大、小篆、八分三體書孝經、書目一卷、具古文秦篆漢隷三體。（中略）藏其書秘

閣、命別進三本送三館。）30 

 

とある。その後、教育に関心を持つ仁宗の時代に、魏の「三体石経」を設立する目的と型

式を模倣し、嘉祐年間（1056―1063）、章友直と楊南仲は「二体石経」を作って国子監に

建てた。31『墨池編』には、 

 

「章友直、字は伯益、（中略）嘉祐年間に楊南仲と、篆書の石経を国子監に建てた。当

時、彼らの小学は評価された。」（章友直、字伯益、（中略）嘉祐中有楊南仲篆石経於国子

監、当時称其小學。）32 

 

とある。一方、六書の教育については、やや遅い神宗朝に、王安石の『字説』が影響を及

ぼした。宋初、徐鉉は太宗の命令に従って句中正、葛湍、王惟恭と共に『説文解字』を修

 
28 句中正「三字孝経序」、朱長文『墨池編』巻一、34 葉。 
29 三館とは、史館、集賢院、昭文館をさし、崇文院と総称する。 
30 王応麟『玉海』巻四十一、39 葉。 
31 王応麟『玉海』巻四十三、25 葉 
32 朱長文『墨池編』巻三、123 葉。 
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訂し、徐鍇はこれをベースとして六書を解釈し、『説文解字繋伝通釈』を編集した。皇帝

の応援を受けて宋初の『説文解字』の研究や著作は盛んであったが、太宗朝以降、六書の

研究が停滞した。神宗朝に至って、皇帝は文字学をあらためて重視し、『説文解字』を修

訂する専門の官僚を起用した33。更に六書の原理を教育することも工夫し、宰相の王安石

の『字説』二十四卷を採用して官学の試験内容に編入した。『宋宰輔編年錄』には、 

 

「晩年、金陵で『字説』二十四卷を編集し、学生は争って学び、すべて役人の試験を受け

る者は、必ず彼の説に従った。」（晩歳居金陵為字説二十四卷、學者争伝習之、凡以経試於

有司必宗其説。）34 

 

とある。その影響力は王安石の権力集中に伴って広がり。『字説』に附属する著作が続々

編集された。陸游『老学庵筆記』には、 

 

「『字説』が流行する際に、唐耜博士と韓博士は『字説解』数十巻をつくり、太学諸学生

は『字説音訓』十巻をつくり、また劉全美は『字説偏旁音釈』一巻と『字説備検』一巻を

つくり、更に字の類別によって『字会』二十巻を編集した。もと宰相の呉元中は外学（太

学の予備校）を試験する際に必ず『字説』を解答の例文として用いた。」（字説盛行時、有

唐博士耜、韓博士兼皆作字説解數十卷、太學諸生作字説音訓十卷、又有劉全美者作字説偏

旁音釋一卷、字説備撿一卷、又以類相從為字會二十卷、故相吴元中試辟雍程文盡用字

説。）35 

 

とある。しかし、「元祐党争」に伴って、『字説』が禁じられたり、解禁されたりし、六書

の教育は断続的に官学に存在した。『宋史』には、 

 

「神宗は字学の衰退に留意し、儒臣たちを招いて検討し、それに王安石が字説を推進し、

学生たちはそれを習った。元祐党争の頃は禁じられ、今解禁されて四年目である。」36（神

宗念字學廢缺、詔儒臣探討、而王安石乃進其說、學者習焉。元祐禁勿用、至是除其禁四

年。） 

 

とある。また、李燾『続資治通鑑長編』には、 

 

 
33 「王子韶（中略）神宗與論字學、留為資善堂修定説文官。」脱脱『宋史』卷三二九、22 葉。 
34 徐自明『宋宰輔編年錄』卷八、44 葉。 
35 陸游『老学庵筆記』卷二、14 葉。 
36 脱脱『宋史』巻一五五、26 葉。 
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「いま青苗法等を改正し、王安石徒党の呂恵卿、李定之を退けた。学校や科挙も仏釈道教

の学説を廃除し、字学を禁じて、あらましが定まった。」（今已改青苗等法、而廢退安石黨

人、呂惠卿、李定之徒。至於學校貢擧亦已罷斥佛老、禁止字學、大議已定。）37 

 

とある。『字説』は文字解釈の気風を引き起こし、六書の教育に影響を与えたが、内容は

あまりにも無理にこじつけた解釈が多く、批判を招いた。当時、蘇東坡は強く批判した。

「東坡答劉道原書」には、 

 

「『東坡答劉道原書』に云う、新学の「説易観卦」にある「観」字は、本来は「老鸛」の

「鸛」字であり、「大小雅」の「雅」字は、本来は「老鴉」の「鴉」字である。このよう

な説が多く、王安石の解釈はこのように無理にこじつけるのである。」（東坡答劉道原書

云、新學説易觀卦本是老鸛、大小雅本是老鴉、此類甚衆、王氏之學穿穴至此。）38 

 

とあり、篆書の名手の王寿卿も王安石の学説を認めないため、皇帝の命令を辞退した。

『研北雑志』には 

 

「王魯公寿卿は、洛陽の人、祖択子の外孫であり、篆書、隷書に巧みである。かつて皇帝

は命令して『字説』を篆書を用いて書かせようとしたが、彼は王安石の学説と異なるため

辞退した。」（王魯公壽卿、洛陽人、祖擇之外孫、善篆隸。甞召至京師使篆字説、辭以與王

氏之學異。）39 

 

とある。『字説』の影響は紹興年間（1131ー1161）に続いているが40、当時の文人もこの中

には誤りがあると指摘し、王洋（1087ー1154）は博士として、太学で経書以外に文字学を

教授し、王安石の説を修正した。王洋『東牟集』には、 

 

「私は太学生の時、世は王安石の『字説』を学ばなければならず、これに精通した者は朝

廷に仕える士となり、未熟の者もこの学問を用いて官位を求めたため、学ばないわけには

いかなかった。彼の説を顧みるとまだ大略を変えていないので、私は経書以外で字学を講

 
37 李燾『続資治通鑑長編』巻四一八、5 葉。 
38 林駉『古今源流至論』後集卷九、15 葉。 
39 陸友仁『研北雑志』卷下、38 葉。 
40 王洋が太学博士に任ぜられたとき、秦檜が宰相であり、彼は二度目の宰相の地位にあった。

併せて十九年間、全ての高宗の紹興年間である。「王洋、字元渤、待制資深子、亦以省第二名中

宣和二年甲科、紹興初以右命直徽猷閣、厯典三郡所至有異政。官太學為博士時、秦檜為丞相、

而直道正辭亦擯勿用。」董斯張『呉興備志』巻十三、12 葉。 
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じる時は改めて教えた。」（某方游學校時、世非王氏不道、先進者以此取士、後進者以此干

祿、則安得不學。顧其説亦未易略、某於正経之外嘗講字學以明之。）41 

 

とある。一方、地方の小学における識字教育については、至和元年（1054）「京兆府小学

規」42に、教育内容を記録している。毎日、教員は範書を書いて学生に示している。 

 

「教授は毎日経書の二、三ページを講義し、暗誦すべき文句や音義を教え、学ぶべき文字

を書きつけた。」（教授每日講說経書三兩帋、授諸生所誦経書文句、音義、題學書字様。） 

 

とある。そして、学生はレベルが三つに分けられ各々の日課があった。 

 

「第一等の学生は、毎日学んだ経書の内容より、抽出した三つの問題を試験し、一、二百

字を読ませ、学んだ内容を十行書かせた。（中略）第二等の学生は、約百字を読ませ、十

行書かせた。（中略）第三等の学生は、五、七十字を読ませ、十行書かせた。」（第一等、

每日抽籤問所聽経義三道、念書一、二百字、學書十行。（中略）第二等、每日念書約一百

字、學書十行。（中略）第三等、每日念書五七十字、學書十行。） 

 

とある。レベルによって毎日読書（識字）の内容はぞれぞれであるが、いずれのレベルの

学生も毎日十行書くことが決まっている。煕寧年間（1068ー1077）、地方の州県学は教授

一人を各学校に設け、教材は担当の教員の著作を用いて生徒に教えた。『続資治通鑑長

編』には、 

 

「州、軍の学校は五路法により、おの教授一員を設ける。彼らの経、史書を試験すること

は国子監に委託する。また、新たな進士は各路の学官に任ずることができる。彼らの著作

を用いて生徒に教える。」（州軍依五路法、各置教授一員、委国子監詢考通経史、及新及第

出身進士可為諸路學官、即其所著詞業以聞。）43 

 

とある。金石と古文を好んでいる李公麟、趙明誠の親友である劉跂（？―1117）は、亳州

や曹州の教授を担当したことがあり、彼は大観年間に泰山に登って「泰山刻石」二二二字

を拓して一四六字を見分けることができた。彼は得た拓本を摹刻して『泰山秦篆譜』とい

う書物を出版した44。これも地方の州県学で定番の経書以外、字書として教授された可能

 
41 王洋「謝諸葛秀才書」、『東牟集』巻十、23 葉。 
42 王昶『金石萃編』巻一三四、『続修四庫全書』八八六冊、353ー354 頁。 
43 李燾『続資治通鑑長編』巻二四三、11 葉。 
44 劉跂「泰山秦篆譜」は当時の宋庠が摹刻した四八字のテキストよりかなり増加した。劉跂

「泰山秦篆譜序」『学易集』巻六、15 葉。 
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性があると考える。一方、地方の州県学でほとんど文字学や篆書を教授されない士人たち

には古文を解読できる者が少ない。黄庭堅は弟の黄乗45を筠州の知州の柳平に薦め、曾鞏

の「筠州学記」を鐘鼎文で書いた46。「書筠州学記後」には、 

 

「柳平は筠州を統治する際、政治が優れて人民は和やかであった。昔の碑を削り、私に頼

んで新たな碑文を書かせた。私は弟の乗が小篆に巧みで、六書に精通し、書く文字には必

ず根拠があり、文章と並び伝えることができると薦めた。柳平は紫陽山で乘の書を求め、

碑に刻した。最初、疑問を抱いた者は、この世で鐘鼎文を知らない士大夫が十人中に九人

はいる、と言った。」（栁侯為州、政優民和、乃礱故刻而乞書於予、予告之以舍弟乘、雅善

小篆、通六書之意、下筆皆有依據、可與斯文並傳。栁侯則以書求乘於紫陽而刻之。初有獻

疑者曰、今世士大夫不知文十室而九。）47 

 

とある。この碑を鐘鼎文で書いた理由は、文字学や古文などの学問を探究する士人のため

に必要だったからである。柳平は「三代における鐘鼎文の筆画はすべて巧妙であるため、

これを金石に刻して伝わるのは、必ず才能がある者に委託する。私は古を学んで学問を探

究する者のことを考慮し、見識や知識が狭い者のことを心配しない」と言っている48。地

方の州県学では篆書の教育を正式の内容に編入しないが、主宰する教員や官僚によって、

篆書を流布させる方式は様々であった。 

一方、前述の『字説』は科挙の試験内容のため、影響も地方の州県学に及んだと考えら

れる。北宋の末、汪応辰「吏部郎樊茂実墓誌銘」には、 

 

「臨川の王安石が編集した『三経義』、『字説』を天下の学問と同列にみなし、世の人たち

はみな六経のように暗誦した。」（臨川王荆公著三経義、字説以同天下之學、擧世誦習如六

經。）49 

 

とある。官僚育成を目標とする官学は、中央も地方もいずれも『字説』がもたらした文字

解釈のブームに影響され、士人たちは文字解釈の習慣を身に付けた。『四庫全書提要』に

は「王安石が『新義』と『字説』を刊行して以来、宋代士人の学風は、物事の訓詁学に転

 
45 黄乗という人物は、史に記載されることが稀であるが、篆書に巧みで、紹聖年間に黄庭堅の

作った碑記に篆額を書いた。黄庭堅「江陵府承天禪院塔記」、『山谷集』別集巻四、2 葉。 
46 北宋における最善の鐘鼎文字書である呂大臨『考古図釈文』に使える字頭は四百字にすぎ

ず、黄乗が長編の「筠州学記」を全て鐘鼎文を用いて書いた可能性は低いと考えられる。 
47 黄庭堅『山谷集』二十六、5―6 葉。 
48 「三代之鼎彞字書皆妙、蓋勒之金石垂世傳後、自必託於能者。吾為學古鈎深者謀、不為單見

淺聞者病也。」黄庭堅『山谷集』二十六、5―6 葉。 
49 汪応辰『文山集』卷二十二、8 葉。 
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換した。」50とある。翟耆年の『籀史』では、以下のように、彼の文字学に対する観点を述

べる（米芾の一例を挙げている）。 

 

「彼の訓詁は、先人の会意という文字の構成方法を分析でき、次のようにいう。「『烈

（ 烈、米芾『紹興米帖』より）』は士の顔である。『懐』字は衣服に衆を収容すること

であり、ふところに人間を抱く意味がある。字画に異なる箇所があり、士大夫たちの志が

雷同するのではない（また、大と夫両字の字画や印が雷同するのではないと言うことで、

鐘鼎文の『大』、『夫』との書き方が近くても分けられることを示す）。『稽』字は『卜』、

『口』に従い、衆人の意見を諮る意味である。『秬鬯』の二字は礼器『卣』の一つであ

り、一つに組み合わせても良く、分散しても良い。眉間に毫毛があると長寿の証と言われ

る。それゆえ、『眉』という字は『𠃜』に従い、眉のように垂れている。米芾の解説には

道理があり、確かに先人たちが彼に及ばないところがあるのである。」（訓古達昔人㑹意之

㫖、謂『烈士之容、『懷』字衣中容衆、有懷之義、字相戾、大夫志不雷同也。『稽』從卜

口、謀于衆之義也。『秬鬯』一卣、合為一、析為四。言『眉』間有毫、夀者之證、故眉從

𠃜（原文闕、音毫）如眉之垂。』辨説有理、實為前人所未到也。51） 

 

（二）私学 

宋代では、地方の官学が盛んであるが、進学できる学生は少なく、庶民出身の学生はほ

とんど私学に進学したのである。52 

宋初、乱世が次第に安定すると、人材を求める社会的なニーズが再び求学意欲を刺激

し、政府の応援を受け、書院は官学に代わり、過去の私的書院をベースとして発展してき

た。しかし、仁宗の興学政策により、官学が隆盛するにしたがって私学は衰退し、政府は

書院の発展に介入する余裕がなくなった。そのため書院が荒廃し、一四五年間を経て、朱

熹が白鹿洞書院を修復するに至ってようやく南宋に再び書院の気風が興った。しかし、こ

の頃の書院は、北宋と興学する宗旨が異なる。主に理学を研究して教授する学者たちは科

挙に興味がなく、これより正しい人格の育成や古今の学問を求めることが重要なこととな

った。完全な否定ではないが、生徒を募集するため、兼ねて科挙の内容を教授した53。 

孫彦民氏の考察によると、書院は北宋の三十八院から南宋の一八五院へと激増した54。

一方、私学では先賢名儒が講学し、規模や制度が完備する書院以外に、普遍に存在し啓蒙

 
50 「自王安石新義及字説行、而宋之士風、一變其為名物訓詁之學。」、『欽定四庫全書総目』卷

十五、15 葉。 
51 翟耆年『籀史』、28 葉。 
52范立舟『南宋全史』七、（上海古籍出版社、2015 年）11 頁。 
53 梁庚堯『宋代科挙社会』（台湾大学出版社、2015 年）109―110、129 頁。 
54周永新著、岩谷季久子訳「蒙学と古代中国の教育」、『中国教育史ー古代篇』（科学出版社、
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教育の役割を果たした教育組織は、私塾である。深奥な程朱の理学を教授する書院に対

し、私塾は識字、論理、歴史、礼節など様々な基本的な知識を教授する場所である。興学

の資金源や運営方式により、様々な名称で呼ばれる。例えば、村学、義塾、家塾、冬学

（季節による開校）などである。庶民にとって最初に教育を受ける場所であり、書院より

密接な存在であると考えられる。南宋の私塾はいずれも個別指導式で行っている。レベル

がより高い書院（経館や精舎を含む）のような私学は主に講学式（教員一人が複数学生に

対す）で行い、兼ねて個別指導式で行っている55。書院の学生はほとんど私塾で課程を修

了してから進学したが56、ある書院は小学の課程も設置し、専任の教員も設けた57。朱熹は

啓蒙教育を重視するため、『小学』と『童蒙須知』を編集し、読書と習字についての常識

も編入した58。一方、私塾で啓蒙教育の識字教科書は南朝から編集した『千字文』や唐代

の『蒙求』があり、南宋の書店を営む陳起が村塾を訪れて作った「憇農家」には、 

 

「子供たちは窓の下で『千字文』と『蒙求』を読んでいる。」（羣兒窓下讀千字文、蒙求。

59） 

 

とある。そして、『項氏家訓』にも同じような記録がある。 

 

「古人が子供を教える際に韻語を用いることが多く、例えば『䝉求』、『千字文』、『太公家

敎』、『三字訓』の類である。」（古人敎童子多用韻語、如今『䝉求』、『千字文』、『太公家

敎』、『三字訓』之類。60） 

 

このうち『三字訓』は後の『三字経』の原書である61。「千字文」は南朝の梁の時に編成さ

れた。その時、周興嗣と簫子范二種類のテキストがあり、子どもの識字や書教育を目的と

して、王羲之の書を集字して編集された62。現在、簫子范本の『千字文』は伝わらず、周

興嗣本の方が伝わる。許静氏の考察によると、伝来した『千字文』という作品は合計二三

九点あり、そのうち北宋のものは四一点を占めている63。識字教育のみならず、宋代にお

ける書作にとって重要な題材である。一方、『雑字』は歴史の上に膨大な貢献をした。し

 

2018 年）309ー311 頁。 
55范立舟『南宋全史』七、（上海古籍出版社、2015 年）13 頁。 
56 畢誠、程方平、『中国教育史』（文津出版社、1996 年）198 頁。 
57 普遍的ではないが、両宋の書院はともに小学を設け、周敦頤の濂渓書院や朱熹の晦庵書院に

設置した記録がある。方回『桐江続集』巻二十七、18 葉。周敦頤『周元公集』卷六、24 葉。 
58 畢誠、程方平、『中国教育史』（文津出版社、1996 年）212 頁。 
59 陳起「憩農家」、『江湖後集』卷四、3 葉。 
60 項安世『項氏家訓』卷七、6 葉。 
61 梁庚堯『宋代科挙社会』（台湾大学出版社、2015 年）103 頁。 
62 向彬「中国古代小学書法教育的教材研究」（美術学報、2011 年）108 頁。 
63 楊加深『北宋書法教育研究』（中華書局、2017 年）58 頁。 
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かし、少数の例外を除き、ほとんど雑字類の書物は著者の名は載せず（実際に、編集者は

庶民たちの場合が多い）、歴代の書志や書目にも収録されない64。内容は通俗でわかりやす

く、農村で庶民の階層に広布され、「村書」とも呼ぶ。『劍南詩藁』には「農家は十月に子

供を入学させ、冬学という。読んでいる『雑字』と『百家姓』は村書とよぶ」とある65。

しかし、編集者により、『雑字』のレベルが玉石混交のため士人に批判される場合もあ

る。『黄氏日抄』には以下のように述べている。 

 

「かつて村の学堂を通りがかり、師が村の児童に書を教えることを見た、教科書の名は

『小雑字』であり、句は必ず四字で、全て器物名である。字はほとんどなじみが薄く、意

味内容と関わらないので、私はこれを軽視した。」（往嵗嘗過村學堂、見為之師者授村童

書、名小雜字、句必四字、皆器物名、而字多隱僻、義理無關、余竊鄙之）66 

 

古人の啓蒙教育は識字と書写に分けている。識字は「三、百、千」の順番に教え、書写

は「上大人、丘乙己」のような範書を用いて教えている。この方法は長い歴史があり、敦

煌から発掘された書物には「上大夫、丘乙己、化三千、七十二、女小生、八九子、牛羊

方、日含」のような習字内容を載せている67。習字の課程は先ず、範書を下にして書き写

すように模倣し、更に塾師が学生の腕を持ちながら運筆した。これを「把腕」とよぶ。そ

して、次は臨書を求める。大字が熟練してから小字を習字するという順番も決まってい

る。村学、冬学、義学での習字の授業は毎日一定時間で行われる。また、四日に一日の割

合で習字の授業を行う場合もある68。一方、私学の文字学の教育についての記録は稀であ

った。その原因の一つは南宋の私学における書院を設立する宗旨が、科挙に応じるためで

はないからである。そして、王学を支持する秦檜69の死後、『字説』が徐々に科挙の舞台か

ら立ち去った。書院で科挙のために特別設置した課程には、北宋の官学のように『字説』

をコツコツ学ぶ必要がなく、専念して理学や六経の学問を求めるだけで良いと考えられて

いた。 

 

二、書学 

 
64張志公「伝統語文教育教材論」、『張志公語文自選集』上、（北京大学出版社、1998 年）33

頁。 
65「農家十月乃遣子入學、謂之冬學、所讀雜字、百家姓之類、謂之村書。」、陸游『劍南詩藁』

卷二十五、六葉。  
66 黄震『黃氏日抄』卷四十六、65 葉。 
67 張志公「伝統語文教育教材論」、『張志公語文自選集』上、（北京大学出版社、1998 年）37 頁。 
68 苗春徳、趙国権『南宋教育史』（上海古籍出版社、2008 年）101 頁。 
69 「程、王之學数年以來宰相執論不一、趙鼎主程頤、秦檜主王安石。」脱脱『宋史』巻一五

六、8 葉。 
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ここでは宋代における篆書が応用できる書家の教育背景を明らかにしたいと考える。こ

の教育は、芸術性や実用性の伝授に重点を置き、前述の文字学とは異なる。公の篆書の技

術官僚の育成と民間の篆書の教育とを分けて論じてみる。 

 

（一）書の技術官僚を育成 

宋代において、中央政府は膨大な文書の作成に応じ、書写人材のニーズがあるため、

続々と制度を設けて技術官僚を起用した。更に皇帝の嗜好によって書学や文字学を諮る顧

問のような官職を設けた。北宋から南宋にかけ国子監書学（仁宗の「知国子監書学」は職

名であり、代表人物に周越、楊南仲がいた。徽宗の時に書の専門学校として画、算、医と

の「四学」が設置され、翰林御書院、翰林書芸局（書芸所）などの書写、書法に関する組

織が設置された。その官職の制度における変遷と書家の特徴についての研究では、張典友

氏の『宋代書制論略』（文物出版社）と李慧斌氏の『宋代制度層面的書法史研究』（吉林大

学博士論文）が詳細に考察している。ここでは彼らの研究をベースに官職制度の中の篆書

の教育に関することがらを明らかにしたい。 

官職の制度における書を教授する活動では、翰林御書院が徽宗時代に国子監書学が設置

される前の重要な技術官僚を育成する場所である。翰林御書院は皇帝に仕える書写の組織

であるのみならず、書写人材を育成する場所としての役割を果たした。宋初、太宗は五代

からの書学の衰退を感じ、自ら翰林御書院の待詔に書を教えていた70。御書院（元豊年間

に書芸局と改制）は北宋の太平興国元年から太平興国六年の間（978―982）に設置され、

南宋の紹興三十年（1160）に廃止された71。この間数多くの官僚を育成した。現在見られ

る書家の人名は程章燦『石刻刻工研究』（上海古籍出版社）に収録されている。翰林御書

院にある篆書の教授については、章友直は皇帝の命令に応じ、翰林院で書を教えたことが

ある。『墨莊漫錄』に以下の通り記録している。 

 

「章友直、字は伯益は、篆書を以て名をはせた。皇帝は篆書を書かせるために都の翰林院

に招いた。官僚の待詔の数人は彼の名を聞いたことがあるが、必ずしも信服しない。彼が

到着すると待詔たちは会いに来て言った。「かねがね先生の篆書の高名を伺っており、筆

法をお手本として見せていただきたい」と。章友直は数枚の紙を貼り付けて二枚を作り、

筆墨を用意することを命じた。その一枚は縦横に各十九本の直線を碁盤のように書いた。

もう一枚は円を十個書いて射的のまとを作った。その筆使いの太細の均一、間架結構、疎

密は寸分の狂いも無い。待詔たちは驚き感服し、再び礼をつくしてから下がった。」 

（章友直伯益以篆得名、召至京師翰林院篆字。待詔數人聞其名、然心未之服、俟其至俱來

見之、云、聞先生之藝久矣、願見筆法以為模式。伯益命粘紙各數張作二圖、即令洗墨濡

 
70 江少虞『事実類苑』巻三十、5 葉。 
71 楊加深『北宋書法教育研究』（中華書局、2017 年）65 頁。 
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毫。其一縱横各作十九畫成一碁局、其一作十圓圏成一射帖。其筆之粗細間架疎宻、無毫髪

之失、諸人見之大驚嘆服、再拜而去。）72 

 

この記録により、翰林御書院では内部の教員が書を教授することのみならず、外部から招

いた書家が教授することもあったことがわかる。そして、教授する内容は鉄線篆や玉筯篆

が書けるように、均一の線質や空間を鍛えることであることを物語っている。 

神宗元豊年間に、御書院を廃除し、改めて書芸局を設置した。この書芸局は初めて学生

を募集した73。しかし、当時の書芸局に関する記録は稀である。徽宗の時代になって教育

の内容が記録されるようになる。『宋会要』には。 

 

「宣和六年（1124）八月十四日、詔が発せられ書芸に提挙を任じ、書芸所が設置された。

生徒は五百人を定員とし、篆書の正体は鐘鼎を習い、小篆は李斯を習う。」（宣和六年八月

十四日、詔書藝置提擧措置書藝所、生徒五百人為額、篆正法鐘鼎、小篆法李斯。74） 

 

とある。宣和年間の書芸所は、生徒五百人を募集し、鐘鼎文を学習すべき書体として科目

に編入した。文字学に精通して字書の『集篆古文韻海』を編集した、篆書の名手である杜

従古を、これを管理する官僚として起用した。同期の官僚は米友仁、同じく篆書に巧みな

徐競がいた。三人は教員の書学博士として転任した75。『群書索考』にもほぼ同文で、 

 

「宣和六年（1124）一月己未、詔が発せられ書芸に提挙を任命し、書芸所が設置された。

杜従古、徐競、米友仁をともに管勾官に任命する。生徒は五百人を定員とし、篆書の正体

は鐘鼎を習い、小篆は李斯を習う。」（宣和六年正月己未、詔書藝置提擧措置書藝所、以杜

從古、徐競、米友仁並為措置管勾官、生徒五百人為額、篆正文法鐘鼎、小篆法李斯。）76 

 

とある。しかし、書芸局（所）は宣和七年、徽宗の退位に伴って廃止され、南宋にも設置

されていない。南宋では、紹興十六年から二十年（1146ー1150）にかけて、高宗が御書院

を重建して組織を拡大した。皇帝の誥命などの文書を写すことを司る官僚の待詔、芸学、

書芸、祇侯を設け、更に書学生も編入した。『玉海』には、 

 

 
72 張邦基『墨莊漫錄』卷八、2 葉。 
73 李慧斌『宋代制度層面的書法史研究』（吉林大学博士論文、2008 年）165 頁。 
74 徐松輯『宋会要』崇儒三、『続修四庫全書』七七七冊、670 頁。 
75 「宣和壬寅歲（四年）、復置書學。」、「宣和之末、復置書學、增博士三員、杜從古、米友仁

與兢。」岳珂『宝真斎法書贊』巻二十四、十九葉。兪松『蘭亭続考』巻一、10 葉。 
76章如愚『群書索考』後集巻三十、9 葉。 
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「翰林院の昇級、採用試験は書学生を五体書（王羲之、虞世南、鍾繇、小楷、奏事を可否

する文書）を試験し、書学祗𠉀は六体書（王羲之、虞世南、鍾繇、小楷、奏事を可否する

文書、勾勒書）を試験し、芸学と待詔は七体書（王羲之、虞世南、鍾繇、小楷、奏事を可

否する文書、勾勒書、玉筯篆）を試験する。」（翰林院選試書學生以五體書、王、虞、鍾、

真小字、批答、書學祗𠉀以六體書、勾勒書、藝學試七體書、玉筯篆、待詔以七體）77 

 

とある。レベルがより高い待詔、芸学の試験科目には玉筯篆が入った。試験の内容は御書

院で学習すべき内容であると考えられる。なお、張典友氏はこの書学生の育成制度は、南

宋における書の技術官僚を供給することに対して重要であると認めている78。一方、書の

専門学校である国子監書学は、徽宗の時代に断続的に存在した。『玉海』には、 

 

「崇寧三年（1104）六月壬子十一日、算学、書画学を設置した。（中略）崇寧五年四月十

二日、詔が発せられて書、画、算、医の四学を廃止し、書、画学を国子監に附属させ、

各々に博士一人を設けた。（中略）大観元年二月十七日、詔が発せられて書画学の各学

諭、学正、学録、直学を設けた。（中略）大観四年三月二日、詔が発せられて四学を各々

太医局、太史局、翰林書芸、図画局に合併した。」（崇寧三年六月壬子十一日、建算學書畫

學。（中略）五年四月十二日詔書、畫、算、醫四學、並罷其書、畫學附國子監、置博士各

一員。（中略）大觀元年二月十七日、詔書畫學諭、正、録、直各置一人。（中略）四年三月

二日、詔四學併入太醫局、太史局、翰林書藝、圖畫局。）79 

 

とある。教育内容では、書学と画学の生徒が共に文字学の『説文解字』を学ぶ必要があ

り、書学生は当時流行する『字説』を学んだ。そして、篆書の学習は古文（『汗簡』、『古

文四声韻』などの伝抄古文と『説文解字』にある古文）、大篆、小篆を模範として学ん

だ。『宋史』には以下の通りに記録している。 

 

「書学生は篆書、隷書（楷書）、草書三体を習い、『説文』、『字説』、『爾雅』、『博雅』、『方

言』を理解し、兼ねて『論語』、『孟子』の意味内容に通じ、大経の『詩経』、『周礼』、『春

秋』などの授業を選んで聴講する。篆書は古文、大小二篆を学ぶ。画学の授業は、『説

文』、『爾雅』、『方言』、『釈名』を教授し、『説文』を用いて篆書を書かせる。」（書學生習

篆隷草三體、明説文、字説、爾雅、博雅、方言、兼通論語、孟子義、願占大經者聴。篆以

古文、大小二篆為法。畫學之業、以説文、爾雅、方言、釋名教授、説文則令書篆字。）80 

 

 
77王応麟『玉海』巻、四十五、34 葉。 
78 張典友『宋代書制論略』（文物出版社、2012 年）161―162 頁。 
79 王応麟『玉海』巻、四十、41 葉。 
80 脱脱『宋史』巻一五七、41 葉。馬瑞臨『文献通考』卷四十二、16 葉。 
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（二）社会における篆書の教育 

書を伝授することは、印刷技術が進展する以前では、師弟や家族に限り非公開で行われ

ていたのである。宋代になると、印刷物と刻帖の流布によって、益々公開されようにな

り、書を自身で学ぶことができた81。家族の教育は書家に直接な影響を与える。楊加深氏

の考察によると、北宋における小篆の能書の家族は、広陵の徐氏、浦城の章氏、華陽の句

氏、丹陽の邵氏、丹陽の翟氏などの五家があった82。 

一方、篆書作品の流布の事実と自学については、拓本の発展が関わっている。拓本は六

朝時代に発明され、唐代から技術が成熟し、宋代にかけて刻帖や金石学の発展に沿って、

様々な拓本が流布した。現在、唐代の拓本に敦煌で発見された唐太宗「温泉銘」がある。

宋代では刻帖や碑文などの法書を拓本に作るのみならず、当時発見された青銅器の銘文を

拓して流布させた。仁宗は収蔵した「周敦」などの銘文を拓し臣下に賜っている83。これ

は鐘鼎文が流布する端緒と考えられる84。その後、嘉祐六年（1061）、劉敞(1019ー68)が長

安で多くの古器を得、拓本を作って欧陽脩に贈り、『先秦古器図』（佚）を編集している。 

法帖の流布は宋代書道史における功績の一つである。「祖帖」である『淳化閣帖』には

史籀や李斯の篆書を編入した。真偽の問題はあるが、宋初の皇帝と官僚の王著が、古文を

重視する証佐であると考えられる。その後、刻帖が続出し、現存の『絳帖』、『大観帖』、

『汝帖』にも篆書が散見される。拓本が普及したお陰で、士人たちは前代より多彩な篆書

が見られるようになった。宋代以前の作品以外、宋人の篆書もよく摹刻されて流布した。

現存しているのは、釈夢英「小篆千字文」、「篆書目録偏旁字源」、蘇唐卿「醉翁亭記」、唐

英「勃興頌」などである。篆書の名手である章友直は元居中の紹介で名をはせた。『宣和

書譜』には、 

 

「太常少卿の元居中は宿州を統治した。もともと章友直の書を好み、そのうえ数多く持っ

ており、宿州に到着すると所有を全て摹刻して広布した。そのため、東呉（今の浙江、江

蘇省一帯）には彼の篆書の書跡が多く、章友直はこれによって名を馳せたのである。」（太

常少卿元居中出領宿州、素喜其書、且富有之、至宿則盡所有、摹諸石以廣其傳、縁此、東

吳之地多其篆蹟。友直既以此書名世。）85 

 

とある。上述のような作品は宋人が篆書を学ぶ資料となったのである。宋人が篆書を学ぶ

場合、自学が多く、米芾の「自敘帖」には「篆書で最愛するのは詛楚、石鼓文であり、ま

 
81楊加深『北宋書法教育研究』（中華書局、2017 年）33頁。 
82楊加深『北宋書法教育研究』（中華書局、2017 年）105ー111 頁。 
83 趙明誠『金石錄』、卷十一、4 葉。 
84 王国維「宋代之金石学」、『王国維論学集』（中国社会科学院出版社、1997 年）203 頁。 
85 佚名『宣和書譜』巻二、8 葉。 
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た竹簡が竹の筆を以て漆のような濃墨をつけて運筆する道理を悟るが、青銅器の銘文は素

晴らしく古老の味わいがある」といっている86。 

米芾の書を習う過程から、篆書に対しては、当時出土した「詛楚文」、青銅銘文と、唐

代から発見され伝わる先秦の「石鼓文」を重視していたことが理解できる。また米芾は、

篆書の好みについて、「楚国の鐘に刻された字は、端正で秀逸であり、秦国の篆書よりは

るかに優れ、当代の法帖の首位に冠せよう」87といった。 

米芾よりやや後の黄伯思も篆書を自学する過程を記録している。「跋蘇氏書後」には、 

 

「私は若い頃から篆法を好み、最初、秦泰山刻石と漢代石印を入手して学んだ。後に秦国

の「岐陽石鼓文」、周代の「壇山石刻」、三代の鐘鼎文を学んで、その高雅で古風な気品を

崇拝し、これだけを学んだ。そして漢代、魏晋の碑額と印章を時に目にしたが、これらに

関心を持ったことはない。」（僕自弱齢喜篆法、初得岱宗秦刻、及朝那石章學之。後得歧鼓

壇山字及三代彞器文識又學之、仰其高古、惟是之師。而漢魏碑首、印章亦時寓目下、此者

未嘗過而問焉。）88 

 

とある。北宋末の黄伯思は様々な篆書を見て、当時流布する「泰山刻石」や漢印の小篆を

ベースとして学び、そして、「石鼓文」、「壇山石刻」89、「鐘鼎文」などの古文に進んだ。

偶然目にする漢代、魏晋の碑額と印を学ばないとも言っている。彼の好みは、李斯と李陽

冰の鉄線篆や玉筯篆のような太さや空間を均一化した篆書である。これをベースに文字構

造が多様な古文に専念した。それゆえ、漢代、魏晋の碑額にある造形が均一ではない篆書

90には興味がないことが判明した。 

 

第二節 字書の流布 

 

『宋史』巻二〇二には、小学類の書目二〇六部、計一五七二巻を収録し、唐代から宋代

にかけて伝来した著作と宋代の学者の著作が列記されている。この書目は詳細に区別して

おらず、訓詁、説文、金石、書論（少数）を小学類に編入している。今日伝来する著作

 
86 「篆便愛詛楚、石鼓文。又悟竹簡以竹聿行漆、而鼎銘妙古先（老の誤り）焉。」米芾『宝晉

英光集』卷八、6 葉。 
87 「如楚鐘刻字、則端逸、遠高秦篆、咸可冠方今法書之首。」米芾『書史』、1 葉。 
88 黄伯思『東観餘論』卷下、18 葉。 
89 「壇山刻石」は、周代の穆王が岸壁に刻した「吉日癸巳」四字と伝えられ、宋代の皇祐年間

に太守の劉荘はこれを鑿取して公署に置き、政和五年内府に置いた。現存するものは皇祐五

年、李中祐が摹刻したものである。字形は小篆と近く、鉄線篆である。『墨池編』には「周穆王

時史籕篆、吉日癸巳四字、舊在賛皇壇山、今鑿石龕於趙州署壁」と記録している。朱長文『墨

池編』巻六、1 葉。 
90 宋人が見た漢代、魏晋の碑額は、洪适『隷続』巻五の「碑図」が参考になる。 
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は、『現存宋人著述目略』に収録されるが、金石類は三十六種（重出する異なるテキスト

を含む、下記の小学類も同じ）、小学類は三十一種（訓詁、説文、字書、音韻などを含

む）がある91。『宋史』の書目と重出するのは、小学類十五部、金石類九部（異なるテキス

トの重出なし）である。 

宋代における文字に関する著作は、「今文」と「古文」の大きく二ジャンル（字体）に

分けられる。「今文」は、隷定92した文字の意味と音韻を解釈する著作であり、例えば、邢

昺『爾雅疏』、丁度、司馬光『集韻』などがある。「古文」には二つあり、一つは小篆の字

形、音韻、意味を解釈する著作であり、小篆に関するものは「説文類」に属す。例えば、

李燾『説文解字五音譜』、李従周『字通』、張有『復古編』などである。もう一つの「古

文」に関するものはより複雑で、「伝抄古文」類に属す字書には、郭忠恕『汗簡』、夏疎

『古文四声韻』、杜従古『集篆古文韻海』がある。この体裁が現在の篆書字典に近く、文

字の出典のみを記し、音韻や意味を説明していない。「鐘鼎文」類に属す著作は、多くは

金石学の勃興に伴って、器物と共に記録された銘文資料であり、呂大臨『考古図』、薛尚

功『歴代鐘鼎彜器款識法帖』、王俅『嘯堂集古録』などである。字書（文字出典のみ記

す）として出版されたのは、呂大臨『考古図釈文』、王黻『鐘鼎篆韻』（佚）である。 

以下、現在伝来する古文字の著録や字書を三つのジャンル（字体）に分けて論じてみた

い。 

 

一、「説文」類 

北宋初、徐鉉が『説文解字』を校正し、徐鍇が『説文解字韻譜』、『説文解字繋伝通釈』

（『説文繋伝』）を作り、徐氏兄弟の『説文解字』に対する研究が後代に多大な影響を及ぼ

した。その後、李燾は『説文解字韻譜』に基づいて『説文解字五音譜』を作る。張有の

『復古編』は、『説文解字』の小篆を正体として、別体と俗体を分別している。他には李

従周の『字通』がある。新出土の鐘鼎文を用いて『説文解字』と互いに考釈した戴侗の

『六書故』もまた、清代の考証学を啓発した。『説文解字』は宋代の文字学にとって、あ

らゆる基礎となっていよう。 

 

二、「伝抄古文」類 

伝抄古文とは、「六国古文」である。秦始皇帝は文字が秦と合致しないものを廃した。

しかし、民間に古書を秘蔵し、漢初にあらたにこの世に出たものがある93。先秦（戦国時

 
91国立中央図書館編『現存宋人著述目略』（台湾中華叢書編審委員会、1971 年）、27―32 頁、

115―119 頁。 
92 甲骨文、金文、籀文、古文などの文字を、隷書ないしは楷書におきかえること。西林昭一

『中国書道文化辞典』（柳原出版、2009 年）、968 頁。 
93 「孝經遭秦坑焚之後、為河間顔芝所藏、漢初除挟書之律、芝子真始出之。」章如愚『群書考

索』巻八、15 葉。 
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代）の古文簡牘が時代の流れに沿って続々発掘され、例えば漢の魯恭王が孔子の宅を壊し

て得た『礼記』、『尚書』、『春秋』、『論語』、『考経』がそれである94。晋代に魏襄王の墓か

ら発見された七十五巻の古書（汲塚竹書）95もある。一方、漢代から唐代にかけ、様々な

字書を編纂し、古文を用いて刻石を製造した。例えば魏晋の『徐邈集古文』、晋代の『李

彤集字』、梁代の『庚儼字説』、唐代の『林罕集字』（以上は字書）、漢代の「滅貝丘長

碑」、唐代の「碧落碑文」（以上は刻石）などである。これらの古文資料が後に郭忠恕『汗

簡』の編集する材料となった96。宋代に至り、郭忠恕（？ー977）が先秦から唐代までの古

文資料七十一種を集め、『汗簡』を編纂した。偶然、偽造の『尚書』や誤字を収録したが

97、多くの出典には根拠があり、参照できる98。清代や現代の古文字研究者はこれを用いて

新出土の鐘鼎文や『説文解字』を考証している。『汗簡』以後は、古文書の発掘と収集は

進展していない99。その後の夏竦『古文四声韻』、杜従古『集篆古文韻海』もこれを基礎と

して著述された。 

『汗簡』の成書は夏竦『古文四声韻』より早く、北宋初期であり、この頃は、まだ青銅

器と鐘鼎文の研究が興っておらず、経文を考証するために使われるのみであった。『古文

四声韻』は『汗簡』や当時の句中正、李建中たちの研究の基礎の上に発展し、『汗簡』よ

り十一種を増加した100。彼が古文字に特に留意した理由は、皇帝の収蔵する青銅器の銘文

を識別するために研究を始めたことにある101。序文には、「祥符年間に、国家に収蔵された

古器物には科斗文が多く、質問されても識別できず役職の面目が立たず申し訳ない」102と

ある。特に『古文四声韻』には数種の青銅器の文字を収録しており、数は少ないが、宋代

の古文字学から金石学の研究へと進展する兆しがある。 

杜従古『集篆古文韻海』の成書は宣和元年（1119）ころで103、『汗簡』と『古文四声韻』

に基づき、顧野王『玉篇』と丁度・司馬光『集韻』を加えて編集した。しかし、主文の篆

書の下に釈文のみを表記し、出典や説明がないため、文字の来源を判明するのが困難であ

る。成書した頃は皇帝や士人たちの古器を収蔵する全盛期であり104、金石学の研究の気風

 
94 許慎「説文解字序」、『説文解字』十五上、3 葉。 
95 張守節『史記正義』巻四、25 葉。 
96 黄錫全『汗簡注釈』（台湾古籍出版社、2005 年）、552 頁。 
97葉国良『宋代金石学研究』（台湾書房、2011 年）、64 頁。 
98黄錫全『汗簡注釈』（台湾古籍出版社、2005 年）、11〜22 頁。 
99 李学勤序、黄錫全『汗簡注釈』（台湾古籍出版社、2005 年）、2 頁。 
100 李零序『汗簡、古文四声韻』（中華書局、2011 年）、162 頁。 
101 大中祥符五年（一〇一二）、南康軍建昌県で古鼎が発見され、太守劉保衡が器を皇帝に献上

した。夏竦が四年に国史編集官を務め、九年に副枢密として、国史を修める。この間に鐘鼎文

の釈文が問われたと考える。呉曾『能改斎漫録』巻十四、十五葉。王応麟『玉海』巻四十六、

五十五、6 葉。 
102 李零編『汗簡、古文四声韻』（中華書局、2011 年）、62 頁。 
103杜従古『集篆古文韻海』序、『続修四庫全書』二三六冊、368 頁。 
104 「大観初、乃仿公麟之考古作宣和殿博古圖、凡所藏者、為大小禮器、則已五百有幾。」蔡脩

『鉄圍山叢談』巻五、13 葉。 
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が形成され、著作が続出したため、鐘鼎文を引用できる字数が多くなった105。その一方

で、『玉篇』と『集韻』は前述の「今文」の字体に属す字書であり、主文を隷定したので

ある。杜従古は隷定された楷書を、篆書の筆画で書き直して収録した。 

上述の『汗簡』、『古文四声韻』、『集篆古文韻海』は、宋代における伝抄古文に関する最

も重要な著作である。また、書物に引用された資料の中には『説文解字』古文、「三体石

経」、「碧落碑」、「陽華岩銘」の書物、拓本、残石などが保存されている。著作に収録した

ものの、テキストにより文字構造が多少異なるところがある106。例えば郭忠恕は、『説文解

字』古文の鈕字「 」を「 」に作り、『碧落碑』の融字「 」を「 」に作る。よって

両者を並列して参照することができる。 

 

三、「鐘鼎文」類 

金石学が盛んな宋代では、夥しい著作が出版される一方で、散逸した著作もこれより数

多いと推測する。金石に関する著作は、楊殿珣氏が考証して八十二種と判断し、また容庚

氏が七種を補った107。さらに、葉国良氏が両氏の成果の上に二十三種を提示した。合計、

散逸した著作は一一二種に上る108。容庚氏の考証により、現存する金学（石学を除く）に

関する著作は八種あり、成書の順に記せば、呂大臨『考古図』『考古図釈文』、趙九成『続

考古図』、徽宗『博古図録』（王黻『重修宣和博古図』）、薛尚功『歷代鐘鼎彝器款識法

帖』、王俅『嘯堂集古録』、王厚之『鐘鼎款識』、張掄『紹興内府古器評』などがある。宋

代における金学の研究が、真宗年間に始まり109、咸平三年（1000）には、乾州から古鼎が

献上され、それには四角形で足が四本あり、二十一字銘文が鋳込まれていた。皇帝が学者

を招いて考証し、句中正、杜鎬が銘文により、「史信父甗」と判定した110。仁宗皇祐三年

（1051）、秘閣や太常に収蔵する器物は十一種あり、楊南仲が命じられて銘文を考証し、

初の金石著作『皇祐三館古器図』を編纂した。また仁宗が器物の銘文を拓して臣下に賜っ

た。これは鐘鼎文が流布する端緒と考えられる111。嘉祐六年（1061）、劉敞(1019ー68)が長

安で多くの古器を得、『先秦古器図』（佚）を編集する。そして拓本を作って欧陽脩に贈っ

た。それが『集古録』に収録されている112。 

 
105 現存の著作は呂大臨『考古図』、『考古図釈文』、王黻『重修宣和博古図』（大観年間 1107ー

1110）がある。 
106黄錫全『汗簡注釈』（台湾古籍出版社、2005 年）、12 頁。 
107 楊殿珣撰、容庚校補「宋代金石佚書目」、『考古社刊』（中国社会科学院考古研究所、1936

年、4）191―228 頁。 
108葉国良『宋代金石学研究』（台湾書房、2011 年）、52―59 頁。 
109 容庚「宋代吉金書籍述評」、同続、『学術研究』（広東省社会科学界聯合会、1963 年６月、

1964 年 1 月）81―97、85―102 頁。 
110趙明誠『金石録』巻十一、3 葉。 
111 王国維「宋代之金石学」、『王国維論学集』（中国社会科学院出版社、1997 年）203 頁。 
112 全十本がある。欧陽脩『集古録』巻一、1、11、12、13、16、24 葉。 
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現存の呂大臨『考古図』は、秘閣、太常、内府などの皇室収蔵以外の、民間収蔵の三十

七家も羅列し、各々器物の大小、容量、重量、出土を記している。その内容は多く李公麟

『李氏古器録』を引用する。徽宗の『博古図録』は、『四庫総目』が『読書敏求記』によ

り、作者を王黻と定めた。しかし、容庚氏は徽宗が執筆者であり、王黻は編集者であると

論じた。この書物は、大観年間（1107ー1110）に始まり、李公麟『李氏古器録』の体裁を

用いて編集された。初期に、黄伯思が編纂に参与し、著作の『古器説』四二六篇の内容を

『博古図録』に編入して、『宣和殿博古図』と称して成書した。全五百余器が収録されて

いる。さらに、宣和年間（1119ー1125）にかけ、内府が得た器物を『宣和殿博古図』に増

補し、器物の数は八三九器に増え、『重修宣和殿博古図』と称して成書した113。これが現在

『四庫全書』に見える王黻『重修宣和博古図』である。三十年後（1144）に出版された薛

尚功『歷代鐘鼎彝器款識法帖』は、『考古図』や『重修宣和殿博古図』を基礎として改め

て編集した。全五一一器を収録しており、考証には根拠がある。 

現存する著作以外、容庚氏の「宋代吉金書籍述評」には、散逸した十一種の重要な金学

の著作を羅列する。これらの書物は散逸したものの、現存する著作に影響を与えた。貴重

な記述も他の書物に散見できる。また本体は散逸したが、後世に増補され、改めて出版さ

れた著作も貴重な参考文献である。例えば元代の楊鉤『増広鐘鼎篆韻』は、王楚『鐘鼎篆

韻』に基づいて増訂したものである。 

宋代における金石著録や字書は、皇祐三年（1051）から高宗朝（1127―1162）までの約

百年間に、皇帝や士人の金石活動の流れを詳しく記録した。高宗以後、復古運動は衰退

し、新たな金学の著作は見られなくなるが、その著作の数と収録した器物と制度、そして

銘文を考証する成果は、後世の研究者に影響を与えた。しかし、 当時の金石著録や字書

の広がりや受容に関する記録は少ない。書物は、国子監、地方の官学、民間の書店や士人

によって刊行されることが多く、官学が出版した書物は教科書として使用されるのみなら

ず、民間に販売することもあったため114 、前述の皇帝のために編集した書物は民間に広が

る可能性があったと考えられる。 地方の官僚も金石著作の出版活動を後援した。例えば

薛尚功の著作は林師説の後援によって江西で刊行され、四川で復刻された115。四川の魏了

翁はその幼少期に、薛尚功の『鐘鼎款識』と『篆韻』を古文の教科書として入手している

116。 

  

 
113容庚「宋代吉金書籍述評」、同続、『学術研究』（広東省社会科学界聯合会、1963 年６月、

1964 年 1 月）、89―90 頁。 
114 顧宏義「宋代国子監刻書考論」、『古籍整理研究学刊』（華東師範大学、2003 年）42ー45 頁。 
115 「薛尚功『欵識法帖十卷』（中略）碑在江州、蜀中亦有翻刻者字加肥。」吾丘衍『学古編』、

15 葉。 
116 陳芳妹「金学、石刻与法帖伝統的交会ー『歴代鐘鼎彜款識法帖』宋拓石本残葉的文化史意

義」、『美術史研究集刊』第二十三期、（台湾大学、2005 年）111、112 頁。 
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第三節 小結 

 

 宋代には、公、私立学校の興学に沿って、唐代の士族教育から庶民教育に転換し、識字

率や士人の数が激増した117。この背景は後の文字研究に重要なベースを提供した。公、私

立学校における教育の内容では、篆書についての記録が稀であるが、神宗は文字学の衰退

を留意し、王安石の『字説』を用いて科挙の内容として流布させた。『字説』にある訓詁

の内容は無理にこじつけた解釈が多く、批判を浴びたものの、訓詁の気風を引き起こし、

当時の士人たちに文字学を啓発した。徽宗の時代に設置した書学、書芸局は断続的に存在

したが、教育の内容は古文（伝抄古文、鐘鼎文）を幅広く編入した。一方、拓本を作る技

術の普及に沿って、法帖、歴代の石刻、鐘鼎文が広く流布し、様々な篆書の芸術風格が見

られるようになった。そして、印刷技術の発達に沿って、字書が広く流布し、文字学の学

習や篆書を調べることが便利になった。これらは前代に比べると、宋代における篆書学習

の優位性であると考えられる。 

  

 
117 唐初から天宝年間（750）にかけの百年間、地方学校の制度は益々健全化になり、京県（最

大の県学）の学生定額は五十人である。一方、宋代の徽宗朝に、地方県学の学生は千人にも上

った。教育の普及率ははるかに激増した。程方平、畢誠『中国教育史』（文津出版社、1996

年）、128、188 頁。 
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第二章 北宋における古文の応用―米芾の篆書を中心として 

 

目次 

はじめに 

第一節 米芾が実見することができた篆書のテキスト（版本）とその様式 

一、士人達が収蔵した古代器物の銘文 

二、内府に収蔵された器物と銘文 

三、宋人の書跡 

四、字書の運用 

第二節 米芾の篆籀に対する理解と創作 

一、『紹興米帖．米芾篆隸卷九』 

二、「御製文宣王贊碑」 

第三節 小結 

 

はじめに 

 

米芾（1051-1108）の篆書は、伝来する作品が少なく、芸術的な評価も行草ほど高くなく、

あまり注目されてこなかった。しかし、米芾は好古の嗜みを持つが故に、文字学を渉猟し、

金石を鑑賞し研究したことは、けっして歴代の書家に見劣りするものではない。宋代に金石

学、文字学が盛んになる影響を受け、彼の篆書の作品は大量に古文を使っている。本章は、

まず米芾が実見することができた篆書のテキスト（版本）とその様式を整理し、次に彼が論

じた書体の変遷、簡牘に対する理解、鐘鼎文の合文の理解、訓詁に対する理解、篆書に対す

る審美など、篆書に関することを考察する。最後に『紹興米帖』篆隸卷九の篆書部分と『御

制文宣王贊碑』の二件からその創作観と古文の応用について明らかにする。 

 

第一節 米芾が実見することができた篆書のテキスト（版本）とその様式 

 

一、士人達が収蔵した古代器物の銘文 

北宋時には、書画と古物の流通が便利になり、士人たちは玉器や青銅器など墓域から出土

する文物を購入しやすくなり、またブローカ同士で互いに商売をしており、当時、「常売」

或いは「常買」と称された豪邸まで行き交う個人ブローカーがおり、京師の相国寺あたりに

は売店があった。米芾は蘇州に居たとき、たくさん買い集めており、宰相富弼の娘婿・范大

珪が米芾と一緒に相国寺に見物に行き、七百金で「雪図」を購入したこともある118。しかし、

 
118張臨生「李公麟与北宋古器物学的發韌‧宋代古器物学研究之一」、『宋代文物大展』（台北、故

宮博物院、2006 年 8 月）、28 頁より引用。 
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米芾の記録には、古器物の交易や収蔵のことは書かれていないものの、彼が見た器物の銘文

の由来から、民間の友人か皇帝の収蔵かを判別でき、テキスト（版本）と器物の様式につい

ては、今に伝わる『考古図』（図 1）119、『重修宣和博古図』120、『歷代鐘鼎彝器款識法帖』121、

『嘯堂集古錄』122、『金石錄』123の中から手がかりを探すことができる。 

 
119作者呂大臨の『考古図』は、李公麟の著作をベースとして編集し、なかに『李氏錄』の語を

多く引用した。（『李氏錄』は薛尚功『歷代鐘鼎彝器款識法帖』には『李氏古器錄』と称す、即

ち『籀史』に載っている李公麟『考古図』五卷である。）『考古図』は収蔵家の姓名を表記し、

目錄には器型によって分類し、各器の大小、容量、重量、また出土地点、収蔵先も記してい

る。廬江李氏は最多で 49 器、臨江劉氏は 13 器を持ち、劉原父と李公麟が収蔵した鼎彝は『考

古図』に詳細な記錄があり、米芾篆書の視野を研究する上で、珍しい資料を提供すると言え

る。「呂大臨、字與叔、京兆藍田人。其兄呂大防為宰相。學于程頤、與謝良佐、游酢、楊時在程

門、號四先生。通六經、尤邃於禮、每欲掇習三代遺文舊制令可行、不為空言以拂世害俗。元祐

中為太學博士、遷祕書省正字、范祖禹薦其好古學修身如古人、可備勸學。未及用而卒。」脱脱

『宋史』巻三百四十、13 葉。 
120『博古図』は徽宗が王黻に命じて編集した大集成の金石著作である。徽宗が即位後、古を好

み文化と芸術を復興した。また鑑賞を好み、大觀初年、議礼局を設置する。「大觀初、置議禮局

於尚書省、命詳議檢討官具禮制本末議定…詔求天下古器、更制尊爵鼎彝之属。」この一文から

礼制を復興し、「制礼作楽」の手本を作るため、古器を収集したことがわかる。大觀二年(1108)

十一月辛酉、徽宗は、兵部尚書兼議礼局詳議官の薛昂の上奏をうけて探し始めた。彼は「議礼

局が使用している尊、爵、簠、簋などの礼器は士大夫の収蔵と異なる。古器は多くが墓から発

掘し、数千百年間、礼制が変わっているため異なる器を偽造してはいない。『礼が失われたら民

間に求める』という。今、朝廷は礼文を修訂し、参照できるものを備え、広く探して史料を取

るべきである。私は地方官僚にこれを求め、士大夫か民間の古礼器収蔵者を訪問させ、人を派

遣して収蔵先で器形と器制を図象で記録させる。誤りがないときは尚書省議礼局に送り、その

製作費用は政府が支給する。完成された図は他人への貸出と妨害を禁止する。）」と上奏した。

この一文から、徵宗が即位した時には、内府收蔵の古器がまだ少なく、呂大臨が『考古図』を

編輯したのは元祐七年（1092）では、内府、太常寺、秘閣で所蔵するのは僅か二十四件で、大

觀年間から天下古器を収集したことがわかる。政和三年(1113)、朝廷はすでに夥しい数の古器

を持ち、それによって館閣儒臣に三代古器、祭事礼制、考古制度を検討させた。張臨生「文王

方鼎与仲駒父簋」、『故宮学術季刊』第十五卷第一期（台北、故宮博物院、1997 年 8 月）、8 頁。 
121宋薛尚功編、二十卷。伝来、出土的古代青銅器の款識を収録し、凡そ王黼『博古図』と呂大

臨『考古図』二書を収録し、新收集の材料を加えて編集した、『四庫全書総目提要』には「諸家

の長所を取ってその異同を比較し、かなりの訂正、校正の貢献がある。ただの剽窃、伝写とは

比べることができない。（集諸家所長而比其同異、頗有訂説刊誤之功、非抄撮蹈襲者比也。）」

現在のテキストには明崇禎( 1628-1644 )朱謀垔刊本、阮元刻本があり、また中央研究院が石刻

宋拓本殘葉を蔵する。陳志平編『書学史料学』（北京、人民美術出版社、2010 年 8 月）、121

頁。 
122作者王俅、字は子弁、生卒未詳、南北宋の間にいる人。『嘯堂集古錄』上、下二卷。成書時

期は『宣和博古図』より遅いと見られる。商、周、秦、漢以來の青銅器と印、鏡などの銘文三

四五器を収録している。上は銘文摹本、下に釈文を付記するが、考證は無い。銘文の間に脱

字、闕字がある。特に鏡鑒銘文にある。吾丘衍は「夏禹印」、「滕公墓銘」の偽器を収録した

が、摹刻はより良いため、研究の価値があろう。テキストは蕭山朱氏蔵宋淳熙本が尤も良い、

また涵芬樓影印版は『続古逸叢書』に収録する。容庚「嘯堂集古錄述評」、『宋人著錄金文叢刊

初編』（北京、中華書局、2005 年 7 月）、561-562 頁。吾丘衍「学古編」、『歷代印学論文選』（杭

州、西泠印社、2005 年 7 月）、22 頁。 
123作者趙明誠、宋以前の彝鼎、金石兩千種を収録し、全三十卷。前十卷は目錄、時代の順次で

編入し、各目の下に作者の名と時間を付記する。後二十卷は考證で、全跋は五〇二篇ある。北
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米芾が書画のコレクションを糸口として官僚集団に仲間入りし、趙仲爰、趙仲忽、李公麟、

劉敞親子、蘇軾とその門人の晁无咎、蔡肇らと交際した記録があり、また王欽臣親子も長い

銘文の青銅器を十件ほど収蔵していることから、以下にこれらの記録のある収蔵品を整理

して、米芾が接触しえた古器物と銘文を考察する。 

 

◎趙仲爰が収蔵した器物と銘文 

趙仲爰（1054-1123）、字は君発、米芾と親交をもち124、王羲之の「桓公破羌帖」を共に競

ったり、125「蘊緘大師塔銘」を合作したり126、収蔵する金石の文字を窺う機会もあった。収

蔵品の「宋君夫人鼎銘」は、春秋時代の器物で、北宋の京兆府から出土し、呂大臨『考古図』

には翻刻した拓本の銘文と器物が掲載されるが、その掲載される器物が秘閣に収められた

というのは誤りで、呂氏よりやや後の趙明誠は『金石録』でそれを訂正している127。そのほ

か、趙仲爰所蔵の「古鐘銘」、「敦銘」の両器銘文がある。趙明誠は「古鐘銘」について、「象

形の書で、全部は解読できない（象形書、不可盡識）」といい、銘文の字が古くて奇異であ

るといっている。その後、「古鐘銘」の内容と同じような鐘銘と点画が似通っている鐸銘を

手に入れた。一方、「敦銘」は、字数が二百字以上あり、趙仲爰所蔵の銘文に勝る物はない

が、残念ながら現在見ることができない。記録では詳しくこの敦器の名を述べておらず、『考

古図』で銘文が二百字以上の長文の器は「牧敦」しかないが、趙明誠がいうのがこの器物で

あるかどうか分からない。 

 

◎趙仲忽が収蔵した器物と銘文 

趙仲忽、字は周臣、北宋宗室のメンバーであり、米芾と親交があり、収蔵に富み、草書を

得意とし、草法が円やかで美しい。米芾の評価は「草書が上手な者は、承議郎の滕中と宗室

 

宋で士大夫の個人蔵器の風潮が盛んで、わずかに『金石錄』に、皇族の仲爰、仲忽、舍人蔡

肇、祖擇之、丞相呂微仲、王禹玉、內翰趙元考、学士晁无咎、公卿楊南仲、蘇翰林、宋莒公、

以及洛陽趙氏、劉氏、歧山馮氏、穎昌韓氏、蜀人鄧氏、方城范氏、南京蔡氏などの二十家余り

を記す。金文明「趙明誠和他的金石錄」、『金石錄校正』（上海、上海書画出版社、1985 年 10

月）、2 頁。 
124「唐太宗步輦圖、有李德裕題跋…今在宗室仲爰君發家。 」米芾『画史』、盧輔聖主編『中国

書画全書』第二冊（上海、上海書画出版社、2009 年 12 月）、257 頁。 
125「王羲之『桓公破羌帖』、有開元印、唐懷充跋。筆法入神、在蘇之純家。之純卒、其家

定直、久許見歸。而余使西京未還、宗室仲爰力取之。且要約曰、米歸、有其直。見歸

還。余遂典衣以增其直、取回。仲爰已使庸工裝背、剪損古跋尾參差矣、痛惜痛惜！」米

芾『書史』、黃賓虹、鄧實編『美術叢書』第一輯第二冊（台北、台北芸文印書館、1975 年）。 
126『延祐四銘志』卷十七には「浄慧院州、東北四里、周顯徳中、祖師璡建、宋天聖賜今額、即孫

拾遺邵之故基、宋江夏郡王趙仲爰撰『藴緘大師塔銘』襄陽米芾書」とある。袁桷『延祐四銘志』

卷十七、35 葉。 
127趙明誠「金石錄卷第十二」跋尾二、趙明誠撰、金文明校『金石錄校正』（上海、上海書画出版

社、1985 年 10 月）、225 頁。 
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の仲忽である（能草書者承議郎滕中、宗室仲忽）」128であり、財力があり、好んで骨董や書

画を収蔵し、青銅器の収蔵品は十件余りあり129、当時重要なコレクターの一人であると評し

ている。元符二年（1099）に、仲忽が「文王方鼎」を哲宗皇帝に献上したが、秘閣の学士た

ちが偽品と見なしたために罰せられた。『金石錄』に、「紹聖年間に、宗室の仲忽がこの器物

を得て献上した。皇帝の命令に従って秘閣の学士たちが器の真偽を検査したところ、後世の

偽造品で、宮廷に献上すべきものではないと判断した。そのためすぐさま仲忽に罰金を課し

たが、その器物は秘閣に収蔵された。（紹聖間、宗室仲忽獲此器以獻。有旨下祕閣考驗、而

館中諸人皆以為後世詐偽之物、不當進於御府。於是仲忽坐罰金、然其器猶藏祕閣。130）」と

述べている。この事件は徽宗の時代に名誉回復した。王黻が編纂する『重修宣和博古図』で

は、「文王方鼎」を周鼎の首位として列に入れ、次に長い銘文の「晋姜鼎」を載せているか

らである。また当時仲忽の罰された委細を説明し、過去の偽品と認めた説を改め、当時の気

風が明らかになってないので、秘閣の腐れ学者たちが副葬品だと考えて献上すべきてない

としたことが実相であると記すからである131。米芾は彼の収蔵した器銘を見ている。『書史』

に、「劉原父が収蔵する周代の鼎器の一つは篆字が百字あり、刻は明らかである。（中略）宗

室の仲忽、李公麟が購入したものも多く、私は嘗て一緒に鑑賞した。（劉原父収周鼎篆一器

百字、刻跡煥然（中略）宗室仲忽、李公麟収購亦多、余皆嘗賞閲）」132とあるからである。 

 

◎蘇軾が収蔵した器物と銘文 

蘇軾、字は子瞻、眉州の眉山の人。彼は十歳ごろ、父の洵が各地に遊歴し、母の程氏が自

ら彼に書を教え、古今の典故を聞くとすぐ要点を捉えて指摘できた。翰林知制誥として招か

れた時、宰相の韓𤦺は「蘇軾は才能に恵まれて器量がある（軾之才逺大器也）」133と感嘆し

た。彼が大理評事簽書鳯翔府判官として鳯翔に仕官した間に、「詛楚巫咸」の原石を得て、

「鳳翔八観詩」、「詛楚文詩」の両首でも原石の背景と見解に言及した。彼はまた「楚卭仲嬭

南和鐘」という青銅器を収蔵していた。 

 
128米芾『書史』には「能草書者、承議郎滕中、宗室仲忽。」とある。盧輔聖主編『中国書画全

書』第二冊（上海、上海書画出版社、2009 年 12 月）、254 頁。『書史會要』には「趙仲忽、字周

臣、宗室也、能草書、筆法圜美。」とある。陶宗儀『書史會要』卷六、3 葉。 
129合計「文王尊彝銘」、「觚」、「獸面文盉」、「父癸鼎」、「中姜敦」、「仲駒父簋」、「父丁爵」、「獸

面文鬲」（蔑敖鬲）、「母辛卣」、「兩耳杯」、「羊鐙」、「非鬲) (鬲鼎)、「伯龢父敦(簋)」、「父辛罍

(觚)」、「父巳罍(觚)」等がある。 
130趙明誠「金石錄卷第十一」、趙明誠撰、金文明校『金石錄校正』（上海、上海書画出版社、

1985 年 10 月）、216 頁。仲忽の古器を献上した時期には三説あった。『宋史』にも「元符二年九

月庚子朔…丙戌果州團練使仲忽進古方鼎」とある。『宋史』「本紀卷十八」、17 葉。また『博古

図』には「元祐間」と記す。王黻『重修宣和博古図』卷二、5 葉。 
131 張臨生「文王方鼎与仲駒父簋」、『故宮学術季刊』第十五卷第一期（台北、故宮博物院、1997

年 8 月）、8-9 頁。 
132 米芾『書史』、1 葉。 
133脫脫『宋史』卷三百三十八「列伝卷九十七」、1-2 葉。 
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◎蔡肇が収蔵した器物と銘文 

蔡肇、字は天啟、潤州の丹陽人。米芾の墓誌銘の撰文者であり、出身地の丹陽が米芾の母

と同じく地縁関係があり134、米芾の在住の丹徒にも近く、米芾と「滕高墓志」を合作したこ

とがある135、山水画、人物画も巧みで136、「祖丁彝 (卣)」を収蔵した。 

 

◎王欽臣が収蔵した器物と銘文 

王欽臣（生卒年不詳）、字は仲至は、宋城の人であり、家蔵の図書に富み、皇帝の収蔵量

より多かった137。王欽臣は米芾より年長のはずだが138、王氏父子と打ち解け合い139、米芾が

王欽臣の家で収蔵する書画を鑑賞する機会があったのである。王氏の収藏に「虢姜敦」、「寅

簋」、「詩艅象彝」、「中朝事後中尊」、「篆帶」、「季姜盂」などがある、特に『考古図』に記録

される彼の古器物はすべてその銘文が載っている。なかでも「寅簋」は一百五十七字という

最多の銘文である。 

 

◎李公麟が米芾と交際すること及び収蔵した器物と銘文 

李公麟(1049—1106) は北宋の有名な画家であり、字は伯時、雅号は龍眠居士である。『宣

和画譜』には「彼の書は晋、宋の時代の気品を備え、絵画の才能は顧愷之、陸探微のような

境地に迫っている。さらに鐘、鼎などの古器物を識別でき、博覧強記で、誰も彼に匹敵し得

ない。（書體則如晋、宋間人、畫則追顧、陸。至於辨鐘鼎古器、博聞強識、當世無與倫比。）」

と評価している140。古器物を識別できることたけではない。さらに古文字を見分けて活用で

 
134「初宣仁髙后在藩與其母丹陽君有舊、元章長於邸中以恩補挍書郎授含光尉」。張雨『句曲外史

集』卷下、6 葉。 
135 米芾と蔡肇は「滕高墓志」のために、各々文と書を合作した。「按滕氏譜髙字仰之…崇寜五

年卒蔡肇作志米芾書。」王鑒『姑蘇志』卷三十四、20 葉。 
136「蔡肇字天啓丹陽人…畫山水人物、澹遠明潔、時作枯槎、老樹怪石、奔湍皆有竒趣。」王毓

賢『絵事備考』卷五下、28 葉。 
137 徐度『卻掃編』卷下、30 葉。 
138 『欽定四庫全書簡明目錄』の中に「韋蘇州集十卷」には「唐韋應物撰、其集為宋嘉祐中、王

欽臣所校定」とある。嘉祐年間、全八年間（1056－1063）は、米芾は五歲から十三歲の間で未

成年である。『欽定四庫全書簡明目錄』卷十五、13 葉。 
139『書史』には「懷素草書『祝融高坐對寒峰』、綠絹帖、兩行。此字最佳。石紫常刻石有六

行、今不見前四行。問夷庚、云、『與王欽臣家雜色纈級絹背以詩代懷帖同軸。』今聞王之子、

為宗室所購。是懷素天下第一好書也。」とある。また、「『送劉太沖序』、碧箋書、王欽臣故

物、後有王參政名印。王云、因與唐坰兩出書、各誤收卷去。以坰『將才不偶命、而德其無鄰』

字剪去、碧箋宜墨、神彩豔發、龍蛇生動、睹之驚人。不裝背、揭去背紙、以厚紙散卷之。略一

出、即卷去。其子云、與智永「千字文」、柳公權書「柳尊師志」、歐陽「鄱陽帖」、並同葬

矣、亦可歎息也。或謂密為王詵購去。」とある。盧輔聖主編『中国書画全書』第二冊（上海、

上海書画出版社、2009 年 12 月）、246 頁。 
140 『宣和画譜』、盧輔聖主編『中国書画全書』第二冊（上海、上海書画出版社、2009 年 12

月）、355 頁。 
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きた。米芾の『画史』には、「家蔵の顧愷之の『淨名天女』は、長さが二尺五寸であり、『名

画記』に記録されている長さである。…李公麟が見ると、味わってやまず、自ら篆書で白玉

の板を研ぎ磨き、鼎器の銘文のような古篆を用いて、「虎頭金粟」（顧愷之の別名は虎頭であ

り、金粟とは維摩詰を指す）を書いた。（余家顧淨名天女、長二尺五、應『名画記』所述之

數…李公麟見之、賞愛不己、親琢白玉牌、鼎銘古篆、虎頭金粟字。）」141との記述があり、

李氏が鐘鼎文で創作したことを証するものである。彼の収蔵は銘文がある器物が豊富であ

り142、米芾も彼の収蔵を鑑賞したことがあると言っていることから143、米芾の視野を広げる

ことと篆書創作への影響があったことは想像に難くない。 

 

◎石鼓文、詛楚文 

「石鼓文」（図２）は原石が十個あり、唐の貞観の間に陝西の雍県で発見され、材質がみ

かげいしで、質が重くて硬い。宋の趙明誠は「石鼓文」、「泰山刻石」、「詛楚文」が共に千

年に経って、北宋まで伝われることができた原因は、石質が頑丈で壊れ難く、別途に使用

することもできないからだという144。欧陽修の持っているテキストは、磨耗して文字がほ

ぼ識別できず、四百六十五字だけ残っていた。そこで欧陽修と趙明誠は共にこの筆跡を古

くて奇異だと考え、周の宣王の時代の器物で、史籀の書蹟と認めた。時代の判断について

は、歴代の見解は様々だが、近代の郭沫若が考証した時期は秦襄公である。「石鼓文」の拓

本が唐代から伝わり、現在、最古のテキストは郭氏の見た宋代の、三井文庫が収蔵する「先

鋒」、「中權」、「後勁」など三つの拓本であるとされる。 

「詛楚文」は原石が三つあり、内容によって「巫咸文」、「大沈厥湫文」（図 3）、「亞駝文」

に分かれる。最古に発見されたのは「巫咸文」であり、発見された嘉祐年頃は、ほぼ蘇東

坡が「鳳翔八観詩」を完成した時と同じで、蘇東坡が鳳翔の開元寺に原石を獲て、開元寺

を秦穆公の墓の旧跡だと認めた。原石が徽宗のときに内府に収蔵され、大観年間に、「汝

帖」に複製して収録されている。字数は合計三百二十六字で、潰れてしまって識別できな

いのは三十四字である。「大沈厥湫文」は、英宗の治平年頃、朝那湫の耕地に発見され、熙

 
141 米芾『画史』、盧輔聖主編『中国書画全書』第二冊（上海、上海書画出版社、2009 年 12

月）、295 頁。許国平「紹興米帖考略ー以徐郙旧蔵南宋拓本為例」、『中国書法』（中国書法家協

会、2007 年）、九十六頁。また、「顧愷之小字虎頭、維摩詰是過去金粟如來。」胡仔『漁隱叢

話』前集卷九、六葉。「維摩詰號金粟如在(如来の誤り）、虎頭者長康小字也。」葛立方『韻語陽

秋』卷十四、八葉。 
142合計「庚鼎」、「辛鼎」、「癸鼎」、「鄭方鼎」、「丁父鬲」、「杜嬬鋪」、「單從彝」四、「虎彝」、「父

己人形彝」、「主父己足跡彝」、「持戈父癸卣」、「父己足跡卣」、「足跡罍」、「父丁爵」、「己舉爵」、

「仲姞旅匜」など十數件の青銅器の収蔵がある。また、「車敦銘」、「齊侯盤銘」の拓本を持って

いる。 
143 「劉原父収周鼎篆一器百字、刻跡煥然（中略）宗室仲忽、李公麟収購亦多、余皆嘗賞閲」。

米芾『書史』、1 葉。 
 144趙明誠「金石錄卷第十二」跋尾三、趙明誠撰、金文明校『金石錄校正』（上海、上海書画出

版社、1985 年 10 月）、240頁。 
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寧元年に蔡挺に頼んで南京に持ち帰った。字数は三百一十八字である145。「亞駝文」は洛陽

の劉忱に収蔵されており、三百二十五字である146。 

「石鼓文」研究と「詛楚文」釈文については、郭沫若の新華書局で出版された『石鼓文研

究、詛楚文考釈』に詳しい研究があり、参考にすることができる。 

 

◎劉敞が収蔵した器物と銘文  

 米芾が劉氏収蔵の鐘鼎文を接触する過程については、上述したように『書史』に「劉原

父が収蔵する周代の鼎器の一つは篆字が百字あり、刻は明らかである」と言及がある147。

劉原父（1019—1068）、名は敞、臨江の新喩の人。慶曆六年の進士で、通判として蔡州に仕

え、右正言、知制誥、契丹の使者、集賢院学士など官僚の職を経て、南京御史台の判官に

なった。秦以前の青銅の銘文数十枚が手に入ったことがあり148、奥深く奇異な文字が識別

でき、全て銘文を考察しながら釈読した。銘文の資料を大切にし、これによって三代（夏、

商、周）の礼典の制度を研究している。熙寧元年になくなった、享年五十149。彼は博学の

名を馳せ、同時代の名儒者の欧陽修さえ常に彼に教えを請うている。『宋史』には「欧陽修

は書に疑問点があるたびに、質問の手紙を送り、劉敞は手を止めずすぐに返事した。（歐陽

修每於書有疑、折簡來問、對其使揮筆答之不停手。）」150とある。前述の『書史』の記載か

ら、米芾が劉敞の所蔵する銘文を見る機会があることがわかる。劉氏の世代が上であるが、

拓本を広めるゆえで間接的に見たのであろう。 

 

二、内府に収蔵された器物と銘文 

米芾は書、画についての鑑賞、創作力を皇帝に認められ、崇寧二年（1103）に太常博士、

崇寧五年に（1106) 書画学博士の職に任ぜられた。『宋史』本伝は彼が宣和殿に進んで禁

中の収蔵を鑑賞したことがあると記録する。彼の墓誌にも、太常博士に任じたときに、朝

廷の貴顕や重臣たちと共に徽宗に招かれて、内府の収蔵品の題跋を書いたとある151。後に

 
145「其一祀「大沈久湫」藏於南京蔡氏。」趙明誠「金石錄卷第十三」跋尾三、趙明誠撰、金文

明校『金石錄校正』（上海、上海書画出版社、1985 年 10 月）、240 頁。 
146 「其一祀「亞駝」藏於洛陽劉氏。」趙明誠「金石錄卷第十三」跋尾三、趙明誠撰、金文明校

『金石錄校正』（上海、上海書画出版社、1985 年 10月）、240 頁。 
147 米芾『書史』、黃賓虹、鄧實主編『美術叢書』第一輯第二冊（台北、台北芸文印書館、1975

年）。 
148『金石錄』にある劉氏収蔵の古器銘は、「毛伯敦銘」（別称「𨚕敦」器蓋のみ存する）、「簠

銘」（別称「弡中𠤱(簠」）、「匜銘」（別称「弡伯旅匜銘」）、「商雒鼎銘」（別称「公諴鼎銘」）、「周

姜敦銘」（別称「伯百父敦銘」）などがある。『考古図』にある劉氏収蔵した銘文つく三代古器は

「晉姜鼎」、「伯庶父敦」、「公諴鼎」、「 敦」、「伯百父敦」、「中言父旅敦蓋」、「弡伯旅匜」、「叔

高父旅簋」、「弡中𠤱(簠)」などがある。 
149脫脫『宋史』「列伝卷七十八」（台北、商務出版社書局、1988 年 1 月）、3978-3979 頁。 
150脫脫『宋史』「列伝卷七十八」（台北、商務出版社書局、1988 年 1 月）、3978-3979 頁。 
151 雷德侯著、許亞民訳、畢斐校『米芾与中国書法的古典伝統』（杭州、中国美術学院出版社、
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書画学博士に任ぜられ、内府の器物と銘文を接する機会もあっただろう。しかし、徽宗が

全面的に器物を収集した時、大観二年は米芾の卒年152であることから、米芾が禁中で見え

た器物は『考古図』に記載されたものを根拠とすると考えられる。一方、『金石錄』に収録

する皇帝収蔵の三代器銘に「 鼎銘」、「甗銘」153（咸平三年献器）、「周敦銘」154（考古図

には無い）、「宋公 鼎銘」155、「文王尊彝銘」（元趙仲忽蔵器）がある。『考古図』にはある

が、『金石錄』に収録されないものに「父辛旅彝」がある。太常寺には「宝龢鐘銘」156を収

蔵される。これらの器物は、全て大観二年以前に出土して、皇室の収蔵になった。米芾は

これらの器物とその銘文を見た可能性があると考えられる。 

 

三、宋人の書跡 

北宋時代、篆書の名手は必ずしも少なくはなく、『宣和書譜』の「巻二‧篆書」に記録さ

れた人は、益端献王157、徐鉉158、章友直159、釈夢英160（図 4）などがおり、別巻で言及する

 

2008 年 8 月）、82 葉。 
152鄭居中『政和五礼新儀』卷首、14 葉。 
153 『考古図』には「仲信父方甗」と作り、銘文は二十一字である。呂大臨『考古図』卷七、

『宋人著錄金文叢刊初編』（北京、中華書局、2005 年 7 月）、38 頁。 
154 「皇祐間修大樂、有旨付有司攷其聲律、制度而摩其銘文以賜公卿、楊南仲為圖刻石者也。」

趙明誠「金石錄卷第十一」跋尾一、趙明誠撰、金文明校『金石錄校正』（上海、上海書画出版

社、1985 年 10 月）、215 頁。 
155 『続考古図』にある「宋公餗鼎」には、「克一姪得之南京、刻文曰、『宋公曫之餗鼎』。 

…宋世家二十四君中無曫者」。また、『金石錄』には「右『宋公䜌餗鼎銘』、元祐間得於南都、藏

秘閣。…案『史記．世家』宋公無名䜌者、莫知其為何人也。」とある。呂大臨『続考古図』卷

五、『宋人著錄金文叢刊初編』（北京、中華書局、2005 年 7 月）、276 頁。趙明誠「金石錄卷第十

一」跋尾一、趙明誠撰、金文明校『金石錄校正』（上海、上海書画出版社、1985 年 10 月）、216

頁。 
156即ち『考古図』に記録されている五つの「走鐘」であり、五鐘の声が異なり、銘文は一致す

る。呂大臨『考古図』卷七、『宋人著錄金文叢刊初編』（北京、中華書局、2005 年 7 月）、136

頁。 
157宋英宗の四子である趙頵は、益王に封ぜられた。官は太尉に至る。『宣和書譜』には皇叔と称

する。「留意翰墨、而飛白篆籀皆造其玅、嘗效唐元度夢英作「篆籀十八體」、又復出衆體之外作

八體、學者多宗之」。『宣和書譜』卷二、6 葉。 
158「徐鉉字鼎臣、揚州広陵人、十歲能属文、不妄㳺処與韓熙載齊名、江東謂之韓徐、仕歷吳、

南唐、宋三朝、鉉精小學、好李斯小篆臻其妙、𨽻書亦工。嘗受詔與句中正、葛湍、王惟恭等同

校『説文序』曰、許慎説文十四篇、并序目一篇、取許慎『説文解字』精加詳校、垂憲百代。詳

考許慎注義序例中所載、而諸部不見者、審知漏落、悉從補録、復有經典相承、傳寫及時俗要用

而『説文』不載者皆附益之。」脫脫『宋史』卷四百四十一、7-10 葉。御府には彼の「二十六體

篆」を含めて七点の篆書作品を収蔵している。『宣和書譜』卷二、7 葉。 
159「章友直字伯益、閩人、博通經史、不以進取為意、工玉筯、字學、嘉祐中與楊南仲篆石經於

国子監、當時稱之。太常少卿元居中、喜其書、且富有之、盡出所有摹諸石、以廣其傳縁。東吳

之地多其篆蹟。世稱、自李斯篆法之亡、而得一陽冰、陽冰之後得一徐鉉、而友直在鉉之門、其

猶游夏歟。」御府には彼の篆書一卷を収蔵している。『宣和書譜』卷二、7-8 葉。 
160『墨池編』には「釋夢英、衡州人、效『十八體書』亦傳、尤工玉箸、嘗至大梁太宗召之簾

前、易紫服、去遊中南山。當世名士如郭恕先、陳希夷、宋翰、林白、賈大參、黄中之儔皆以詩
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者は、蔡襄161、李建中162、蘇舜元163であり、また米芾の論著には李公麟164、趙霆165などが

いる。実際に、散見する碑額、墓誌などには、篆書で書く伝統形式が唐時代から続き（図

5）、宋代まで保持されていることが明らかである。 

 

四、字書の運用 

出土資料の文献以外に、転写して整理された古文字の資料がある、例えば：『説文解字』

166（図 6、7）、『石経古文』、『汗簡』167、『古文四声韻』168、『集篆古文韻海』などである。『汗

 

稱述之。」とある。また、『郡斎讀書志』には「書『偏旁』五百三十九字、郭忠恕云、按『説

文』字源唯有五百四十部子字合、收在子部。『篆書偏旁』一作拓本尚傳。」とある。朱長文『墨

池編』卷三、120 葉。『宣和書譜』卷二、2 葉。晁公武、趙希弁『郡斎讀書志‧後志』卷一、14

葉。 
161 「文臣蔡襄、字君謨、興化軍人也…於科斗、篆籀、正隷、飛白、行草、章草、顛草、靡不臻

玅」。『宣和書譜』卷六、5-6 葉。 
162 「文臣李建中西洛人…善篆籒、草𨽻、八分於真行尤精。」、『宣和書譜』卷十二、2-3 葉。 
163 「文臣蘇舜欽、字子美…兄舜元善、篆𨽻亦工草字、書名與舜欽相先後」。『宣和書譜』卷十二

3-4 葉。 
164 「余家顧淨名天女、長二尺五、應『名画記』所述之數…李公麟見之、賞愛不己、親琢白玉

牌、鼎銘古篆。虎頭金粟、字皆碾雲鶴以結緣也」、米芾『画史』、盧輔聖主編『中国書画全書』

第二冊（上海、上海書画出版社、2009 年 12 月）、295頁。 
165 「能篆書者、宣德郎趙霆」。米芾『書史』、盧輔聖主編『中国書画全書』第二冊（上海、上海

書画出版社、2009 年 12 月）、254 頁。 
166『説文解字』は宋代で最も重要な古文、小篆に関する参考書であり、そのテキストは唐代の

写本と重校二徐本がある。『説文解字』は後世に深く影響した字書である。許慎は前代の古文よ

り、はじめて文字構造を分析する方法と理論を創出し、前、後漢の誤釈を訂正した。唐代にお

いて、『説文解字』が継承されたが、篆書の名手は他の書体より少ない。代宗大暦年間に李陽氷

は李斯の小篆を真似することが得意であり、『説文解字』を校正して書を直したが、臆説がかな

り多かった。徐鉉が『説文解字』を重校する序文には、「勘定『説文』、修正筆法、學者師慕篆

籀中興、然頗排斥許氏自為臆説。（『説文』を校正し、筆法を修正した。学者は許慎の篆籀を復

興する貢献を尊敬するものの、許慎の臆説を排斥する。）」と述べている。五代の南唐で徐氏兄

弟は『説文解字』を研鑽し、徐鍇が注釈するのは『説文解字繋伝』四十巻であり、詳しく解説

し、李陽氷の誤りを訂正した。宋代になると、太宗の命で徐鉉が『説文解字』を校正する。十

五巻に分けて編成し、旧『説文解字』に収録せず、古籍に通用字があれば「新附字」として編

入した。現在、広く流布しているテキストは清代の陳昌治刻本、孫星衍刻本、汲古閣本があ

る。また、唐代墨蹟の写本は、木部殘卷 188 字があり、莫友芝はこれを出版したことがあり、

巻末に米友仁の題跋があるため、宋代の内府に収蔵されたものに基づいて翻刻したと推測でき

る。墨蹟残巻は現在、日本大阪杏雨書屋に収蔵している。尚、西川寧旧蔵の口部 12 字がある。

『説文解字』巻十五下、４葉。『顔真卿―王羲之を超えた名筆』（毎日新聞社、2019 年）、111

頁。 
167作者郭忠恕（917-977）は、河南の人、五代末から宋初の書家、画家であり、画名は書名より

高い、古文字の研究に精通し、蘇東坡は、「文章が良く、史学、小学、九経に精通する。（少善

属文、及史書、小學、通九經）」というが、彼の早年の生活を知りうる限りである。著作に『汗

簡』、『佩觽』がある。『佩觽』は宋代に流布し、主に漢字の文字構造が変遷する経緯と音韻の変

遷を研究している。後世の小学を啓発したと認められる。 
168作者夏竦（984—1050）「江州德安人、字子喬、明敏好學、自『經』、『史』百家、陰陽、曆律、

外至佛老之書、無不通曉、為文章典雅藻麗。竦以文學起家、有名一時、朝廷大典策屢以属之。
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簡』の上梓が『古文四声韻』よりも早い。ほぼ宋初に上梓されたときには、まだ青銅器と鐘

鼎文の研究の気風が興っておらず、経文を考証するために使うだけであった。その一方では、

『古文四声韻』が『汗簡』のベースと士人たちの研究結果によって発展し、古文字学の研究

の気風が盛んになってきた。これら書物を上梓する原因は、皇帝が収蔵する青銅器の鐘鼎文

を識別するための編集にあった。序には「祥符年間に、郡国に収蔵される古器物には科斗文

が多く、恐らく質問されても識別できないので、役職に面目が立たない。（祥符中郡國所上

古器多有科斗文、深懼顧問不通以忝厥職。）」169とある。特に『古文四声韻』は鐘鼎文をい

くつか収録しており、数は少ないが、宋代の古文字学から金石学の研究へと進化する兆しが

読み取れる。北宋の伝抄古文と金石文字を伝播する事情が『汗簡』と『古文四声韻』に反映

しているのである170 

 

第二節 米芾の篆籀に対する理解と創作 

 

米芾の「自敘帖」には「篆書で最愛するのは詛楚、石鼓文であり、また、竹簡が竹の筆で

漆のような濃墨をつけて運筆する道理を悟るが、青銅器の銘文は古老の風趣が素晴らしい。

（篆便愛詛楚、石鼓文。又悟竹簡以竹聿行漆、而鼎銘妙古老焉。）」171とある。彼の古文の

篆書を習う過程は、当時出土した「詛楚文」、鐘鼎文と唐代から発見されて伝わる先秦の「石

鼓」に基づいて理解できる。青銅器の拓本とその模刻本以外に、米芾が転写された古文と先

人の書蹟をみたことがあり、『書史』にその評論がある。「昔は国の図書を所蔵するとき、（紙

の無かった時代に、）竹の札を火に炙って油を去り青みを除いた「汗簡」があり、全て伝承

記録であり、晋武帝のときに発見し整理された戦国の竹簡「河間の古簡」が、法書の祖であ

る。（金匱石室、汗簡殺青、悉是傳錄、河間古簡、為法書祖。）」172。所謂る「河間古簡」173

とは即ち「汲冢竹書」であり、米芾はこれを法書の起源だと認めている。『紹興米帖‧篆隸卷

九』（図 8）の中で簡牘の製法に言及している。「漆書の竹簡は、竹の筆で漆のような濃墨を

つけて運筆する。この製法は、竹筍を一尺二寸の長さに切り、少し距離を保って火に炙って

筍の札を平らに伸ばし、その内側に字を書く。ピンク色で紙のようにすべり、貝葉経のよう

に短冊形に切りそろえる。文字が竹簡の制度・古文に従うことは識者が見れば分かるだろう。

 

多識古文、學奇字、至夜以指畫膚。」脱脱『宋史』卷二百八十三、24 葉。 
169 郭忠恕、夏竦編『汗簡、古文四声韻』（北京、中華書局、2010 年 9 月）、62 頁。 
170 李零「出版後記」、郭忠恕、夏竦編『汗簡、古文四声韻』（北京、中華書局、2010 年 9 月）、

162 頁。 
171『東都事略』には、「米芾字元章…善書畫、好古鍾鼎器皿法書」とある。王称『東都事略』卷

一百十六、17 葉。 
172 『書史』、盧輔聖主編『中国書画全書』第二冊（上海、上海書画出版社、2009 年 12 月）、

242 頁。 
173 「河間」とは、河北東、西二路の間であり、河北路が熙寧六年（1073）、東、西二路を分

け、東路は大名府、西路は治真定府(今河北正定)である。『中国歷史大辭典．宋史卷』（上海、

上海辭書出版社、1984 年 12 月）、298 頁。 
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（漆書竹簡、以竹聿行漆、此其制也、竹以筍尺二斷之、離開火熨平、迺書其內、粉紅滑如牋、

串製如貝葉冊、字是其制君子識之。）174」。末尾の「文字は竹簡の制度・古文に従う（字是

其制）」は、古文で文字を書き、作品を作ることを示しているのである。 

「海嶽名言」でも篆書について言及している。「書体の変遷は、小篆から隷書が興る過程

で、大篆の古い法則が崩れた。篆籀はそれぞれ字形に従い大小があることから、万物の姿が

字の形によって分かるのである。姿が生き生きして完備し、字が各々自ら表現されている。

隸書になってはじめて字の大きさを統一したために、字画を伸ばしたり切ったりするが、三

代の伝統的筆法は失われた。（書至隸興、大篆古法大壞矣。篆籀各隨字形大小、故知百物之

狀。活動圓備、各各自足。隸乃始有展促之勢、而三代法亡矣。）」175である。米芾が大篆の

伝統的法則が「字形に従い大小がある（各隨字形大小）」と認め、隸書が「展促之勢」によ

って、大篆の法則を滅し、字は単調、不自然になったというのである。「隸興」というのは、

始皇帝が天下を統一し、文字も小篆体で統一してから、漢代に八分隷に発展するまでの過程

である。「隸興」の後に篆書の「万物の姿が字の形によって分かる（知百物之狀）」という象

形の意味もなくなった。この見解は当時の識者の沈括と同じで、彼は「古文字は隸書に変遷

するうちに字の基の法則が乱れ、後に楷書に進展すると、ますます誤りが出てきた（古文自

變隸其法已錯亂、後轉為楷字愈益訛舛。）」176といった。これは許慎の『説文解字』の文字変

遷の観点に影響されたのかもしれない。所謂る「秦の始皇帝が初めて天下を統一し、宰相の

李斯が上奏し、秦国と異なる文字を廃止した。李斯が『倉頡篇』を作り、中車府令の趙高が

『爰歷篇』を作り、大史令胡毋敬が『博学篇』を作った。使っている文字は、全て『史籀』

の大篆を取って、かなり字画を省略改定したのが、小篆である。（秦始皇帝初兼天下、丞相

李斯乃奏同之、罷其不與秦文合者。斯作『倉頡篇』。中車府令趙高作『爰歷篇』。大史令胡毋

敬作『博學篇』。皆取『史籀』大篆、或頗省改、所謂小篆也177）」である。唐代から宋代にか

けて、出土する金石や文物、篆書に関する資料がますます増えたことにより、転写、整理す

る人材が登場した。一方、米芾の文字学に関する概念には、独自の考え方があった。翟耆年

の『籀史』に、米芾の文字学の観点を次のように述べている。「彼の訓詁は、先人の会意と

いう文字の構成方法を分析でき、次のようにいう。「『烈（ 烈、米芾『紹興米帖』より）』

は士の顔である。『懐』字は衣服に衆を収容することであり、ふところに人間を抱く意味が

ある。字画に異なる箇所があり、士大夫たちの志が雷同するのではない（また、大と夫両字

の字画や印が雷同するのではないと言うことで、鐘鼎文の『大』、『夫』との書き方が近くて

 
174 『紹興米帖篆隸第九』（湖北、湖北美術出版社、2009 年 12 月）、10-11 頁。 
175 『海嶽名言』、盧輔聖主編『中国書画全書』第二冊（上海、上海書画出版社、2009 年 12

月）、255-256 頁。 
176 沈括「夢溪筆談．卷十七書画」、『四部叢刊広編』第二十八冊（台北、台湾商務印書館、1981

年 2 月）、74 頁。 
177 許慎「説文解字序」、許慎撰、徐鉉校『説文解字』（北京、中華書局、2012 年 4月）、315

頁。 
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も分けられることを示す）。『稽』字は『卜』、『口』に従い、衆人の意見を諮る意味である。

『秬鬯』の二字は礼器『卣』の一つであり、一つに組み合わせても良く、分散しても良い。

眉間に毫毛があると長寿の証と言われる。それゆえ、『眉』という字は『𠃜』に従い、眉の

ように垂れている。米芾の解説には道理があり、確かに先人たちが彼に及ばないところがあ

るのである。（訓古達昔人㑹意之㫖、謂『烈士之容、『懷』字衣中容衆、有懷之義、字相戾、

大夫志不雷同也。『稽』從卜口、謀于衆之義也。『秬鬯』一卣、合為一、析為四。言『眉』間

有毫、夀者之證、故眉從𠃜（原文闕 音毫）如眉之垂。』辨説有理、實為前人所未到也。178）」。 

懷 稽 𩰤 眉 

懷 

衣、

眾 

『鐘鼎字源』 

『文宣王贊

碑』 

『汗簡』 

『説文』 

『紹興米

帖』 

『鐘鼎字源』 

『鐘鼎字源』 

 

 

上述のとおり、眉間（ ）に毫毛（ ）があると長寿の証であり、それゆえ、『眉』字

が『𠃜』（ ）に従い、眉のように垂れていると説明すると、確かに意味が通じる。伝抄古

文と宋人の収録した鐘鼎文の資料を照合すると、米芾が自ら文字の構成原理に対して解釈

し得ていることが分かる。それは、当時の文字学の気風が盛んであったことに関わる（特に

第一章に論じた王安石『字説』の影響が大きいと考えられる）。 

一方、米芾は『書史』に、「楚国の鐘に鋳刻された字のごときは、端逸（きりりとした美

しさ）であり、秦国の篆書により優れており、全てこの世の法書の首位になれる。（如楚鐘

刻字、則端逸、遠高秦篆、咸可冠方今法書之首。）」という。いま、宋代の呂大臨の『考古

図』によって「楚卭仲嬭南和鐘」の銘文の姿を窺うことができる（図 9）。これは、復刻本の

書蹟、秦の鐘（図 10）と楚の鐘銘文の造形や書き方にほぼ近い。しかし、『鐘鼎款式法帖』

に収録される同じ楚系の「曾侯鐘」（図 12、実は「楚王熊章鐘」である）は、近代に出土し

た「楚王孫銅鐘」（図 11）の銘文とほぼ同じだが、同じ楚系の「楚卭仲嬭南和鐘」や「曾侯

鐘」とは、別の造形である。「曾侯鐘」と「楚王孫銅鐘」の造形は、縦長で装飾性があり、

 
178 翟耆年『籀史』、28 葉。 
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自然さ、率直な秦鐘の篆書の風趣と区別できる。秦篆の「詛楚」、「石鼓文」や秦の鐘銘文や

楚の鐘銘文も、あらゆる線質が細めの特徴があり、米芾のいう「楚鐘端逸高於秦篆」は造形

的な違いを指すのであろう。 

米芾の伝来する篆書作品は多くないので179、『紹興米帖（米芾篆隸卷九）』と「御製文宣

王贊碑」から論じてみたい。 

 

一、『紹興米帖（米芾篆隸卷九）』 

『紹興米帖』は『宋高宗刻米元章帖』と別称され、合計十巻あり、米芾の息子の米友仁

が南宋の高宗帝の命を拝して、米芾の墨蹟を集めて作った法帖である。紹興年間に完成さ

れたことから『紹興米帖』と称される。高宗は国政の時局が穏やかになってから、書に関

して留意するようになった180。当時、古法帖が多く戦争で壊され、残ったものは僅かであ

った。紹興十一年(1142)、米友仁は手を借りて、『紹興米帖』を上梓し臣下に賜った。米芾

の個人法帖として最も豊かに収録されたものである181。この法帖は篆、隷書十七篇、篆書

八篇からなり、全八六四字である。小篆以外に、大量の伝抄古文を用いて書かれている。

また、数は少ないが、当時出土された鐘鼎文も用いられている。 

『紹興米帖』にある篆書作品を以下のような順番に並べている。すなわち「尚書‧周官」

（図 13）、「漆書竹簡帖」（同図 8）、「戴君碑銘」（図 14右）、「千字文」（図 14左、図 18右）、

「與守道文賢書」（図 18-19）、「玉己收帖」（図 19-20）、「雍煌惟則四言詩」（図 20-21）、「篆

至籀帖」（図 21-23）である。そのうち「尚書‧周官」全文中、誤りが１５箇所あり、文章

の構成にゆるみがある。「戴君碑銘」の文章が『宝晋英光集』に収録されており、米帖と細

かい違いがある。「雍煌惟則四言詩」は篆書で書かれて楷書の釈文が下に付いているが、楷

書の釈文と本文と合わない場合がある。米帖の篆書に「詩書車(又は軒)揚」、「世夏利王」

と釈すべきところを、「詩書載揚」、「世夏來王」と釈して自分の主張で書いている（図 15、

16）。「雍煌惟則四言詩」の全篇は鐘鼎文で書いた文字が多いことから、後述の表５『紹興

米帖．米芾篆隸卷九』字例（49－73番）に論じた。 

 

二、「御製文宣王贊碑」 

米芾の「御製文宣王贊碑」（図 17）は、宋の崇寧四年（1105年）に刻された。全篇一五

五字、北京国家図書館藏本と曲阜漢魏碑刻陳列館藏本の二本が伝わっている。前者は紫禁

城出版社の『米芾全集』に刊行されており、後者は複製され、清の乾隆 33年、道光 18年

 
179 他には、散見するものとして、字数の少ない題跋がある。例えば、米芾「研山銘」には「寶

晋齋研山圖、不假雕琢、渾然天成」十四字がある。 
180 莫家良「南宋刻帖文化管窺」、『中国碑帖与書法国際研討會論文集』（香港、香港中文大学文

物館、2001 年 12 月）、72頁。 
181 「紹興皇帝生悟道真…酷好芾書、及芾所臨六朝唐人名跡、謂遒麗勁、逸足以追繼晉賢、行筆

非唐人所能及、命裒芾書為法帖十巻勒石、摹賜近輔。」翟耆年『籀史』、28 葉。 
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に孔継涑、孔昭薫が題跋している。重刻された原石が現存しており、石灰質で、碑額は方

首で、高さ二〇二.五センチ、横六十八.五センチ、厚さ十九センチである。両テキストの

書風は近く、書道史上でそれに対する評価は少ない。 

文字結構については、ほぼ『説文解字』の小篆を用いて書いており、総一五五字の内、

一二九字は小篆である。時に『説文解字』の「古文」、「籀文」を混じえ、特殊な用例とし

て「石鼓文」の「之」字を用いている（表 6、18番）。『紹興米帖』で多くの鐘鼎文と伝抄

古文を大量に用いたのとは異なり、書法は李陽冰の玉筯篆を継承している上に、用筆に変

化がある。太細は様々で、起筆の逆筆はふくよかであり、収筆は平出であったり、尖らせ

ていたり、紡錘形であったりと、肉筆の筆意を保ちながら、自身の書写意識を強調してい

る。本研究では、国家図書館蔵の拓本を用い、米芾のものと『説文解字』の小篆に差異の

ある字例をいくつか挙げ、それらを比較分析し、表 6「文宣王贊碑」米芾字例に掲載する。 

 

米芾の篆書の字形を分析する表１から表 5 について 

『紹興米帖』篆隸第九における篆書の文字構造は、「御製文宣王贊碑」の篆書と比較する

とより複雑で、宋代に伝わった古文の資料を参考している他に、さらに当時の人たちが整理

した鐘鼎文を用い、自身の創作意識を加えていると考える。隷書化した箇所があり、誤字や

六書法に合わない字があるが、書法には特殊な習慣がある（表１）。例えば、言、心、水、

田、其、日、女、禾、虍、首などは独立したり、或いは組み合わせたりで書かれており、時

に変化もある（表２）。また、同型の部首が混在するもの（表３）、鐘鼎文や伝抄古文を活用

したり（表５）、合文の概念を持って書かれたものもあり（表４）、米芾の熟練ぶりを示して

いる。『米帖』の「與守道文賢書」、「玉已收帖」は共に尺牘作品で、「芾」字を書くときは多

くの字体を用いており（表５、2－4番）、このことは米芾が自由に篆書を運用していること

を証明している。 

 

【凡例】 

1、◎小篆の字例は『説文解字』「孫星衍本」（中華書局）と『訂正六書通』（上海書店）等を

参照した。 

◎鐘鼎文の字例は呂大臨『考古図』、『考古図釈文』（四庫全書本）、王黻『重修宣和博古図』

（四庫全書本）、薛尚功『歴代鐘鼎彜器款識法帖』（四庫全書本と朱謀垔本）、王俅『嘯堂集

古録』（涵芬楼影印本）、楊鉤『増広鐘鼎篆韻』（北京図書館古籍珍本叢刊第五、清代抄本）、

汪立名『鐘鼎字源』（四庫全書存目叢書）等を参照した。 

◎伝抄古文の字例は徐在国『伝抄古文字編』（北京線裝書局）、『汗簡』『古文四声韻』（中

華書局）等を参照した。 

２、字体を区別する基準を以下に示す。文字が二つの部首の組み合わせで、上下や左右の位

置がずれている場合。例えば「昌」の鐘鼎文「 」と伝抄古文「 」などである。筆画が

増減する場合。例えば「利」の伝抄古文「 」と鐘鼎文「 」である。これらはともに文字
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構造に小異があるが同形と見なす。 

３、釈義を原則として釈文を作り（米芾の特有の解釈を含む）、異体字、通用字、正字があ

る場合は「（ ）」で後に付した。 

 

表 1『紹興米帖．米芾篆隸卷九』疑字表 

疑字  參照（宋代鐘鼎文：

『考古図釈文』、『鐘

鼎款式法帖』、『鐘鼎

字源』/伝抄古文：『古

文四声韻』、『汗簡』/

『説文解字』/他） 

説明 

1.  

為  
「文宣王贊碑」 

『汗簡』 

 

『鐘鼎字源』「石鼓」 

 

『説文』小篆、古文 

米芾が最も慣用する奇字で、「文宣王贊

碑」中にあり、伝抄古文や宋代刊行の鐘鼎文

の著作、『説文解字』にも字例はない。米書

は上部首「 」に従って、下に「二」の

省形符を加える。『汗簡』の中には「爪」、「又」

に従って省形符を加える例があり、「石鼓」

の「為」字の「 」のような形を用いて

組み合わせた。現存する古文字書全てに字

例がない。しかし、近年発見された南宋の磁

印に同じ用例があった。黄惇氏が発表した

収蔵品中の「永以為好」という磁印である182。

これによって、米芾の常用字「為」は捏造で

はなく、宋代古文の資料にある字例で、根拠

があったと考えられる。 

 
182 黃惇『風斎蔵南宋磁印』、（西泠印社美術館、2015 年 12 月）、79 頁。 
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疑字  參照（宋代鐘鼎文：

『考古図釈文』、『鐘

鼎款式法帖』、『鐘鼎

字源』/伝抄古文：『古

文四声韻』、『汗簡』/

『説文解字』/他） 

説明 

 

南宋磁印「永以為好」 

2.  

滅  

  

『古文四声韻』沒 

 

『説文』には「滅は、尽である。水に従い、

声符は烕である。183」とある。米書は「歹」、

「彡」に従う。形は「殄」（沒、歿の異体字）

に近い。また「沒」（殄）字は「滅」と同義

であり184、米芾が通用した可能性がある。 

3.  

庭 

 

『説文』小篆 

 

鐘鼎文 

 

『古文四声韻』隠 

鐘鼎文の字形と似ている例。 

また、伝抄古文の「隠」の字形に近い。『説

文』には「隱は、蔽である。阜に従い、声符

は㥯である。185」とあり、また、『説文通訓

定声』には「隱は、假借して匽と為す。」と

ある186。この字が「匽」の古文であるかどう

かは未詳である。 

 
183許慎撰、徐鉉校『説文解字』（北京、中華書局、2012年 4 月）、237 頁。 
184『小爾雅‧広詁』、「沒、滅也。」、諸橋轍次著『大漢和辭典』卷六（東京、大修館出書店、

1986 年 9 月）修訂版第七刷、984 頁。 
185許慎撰、徐鉉校『説文解字』（北京、中華書局、2012年 4 月）、305 頁。 
186諸橋轍次著『大漢和辭典』卷十一（東京、大修館出書店、1986 年 9 月）修訂版第七刷、970

頁。 
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疑字  參照（宋代鐘鼎文：

『考古図釈文』、『鐘

鼎款式法帖』、『鐘鼎

字源』/伝抄古文：『古

文四声韻』、『汗簡』/

『説文解字』/他） 

説明 

 

4.  

厥

（氒） 

 

 

「攻吳王鑑」 

『汗簡』 

商周時期の「厥」字は「久」字に近い。米

書は鐘鼎文と比べ、上段の首筆が異なり、伝

抄古文にやや近い。 

5.  

万 

 

 

『汗簡』 

『鐘鼎字源』 

上段の字形は伝抄古文に近い。下半の書

き方が特別であり、鐘鼎文の「万」字には 

「 」がある。米芾は好古、奇字の好み

で、両者を組み合わせて書いたようである。   

「為」字と同じく繰り返して書いた例があ

り、自信があると見られる。 

6.  

烈

(龍)  

 

『説文』烈 

 

『古文四声韻』烈 

『鐘鼎字源』烈 

「烈」は、この字の下に自ら楷書の釈文を

書いており、この文字構造は『考古図釈文』

に収録されている「遲父鐘」の「龍」字とほ

ぼ一致するが、米書は「刀」に従い、「遲父

鐘」の「龍」字は「又」に従って、やや異な

る箇所がある。この器物は太常に収蔵され、

米芾が実見できた可能性がある。頭の形の

ような「 」字は『考古図釈文』に「龍首

の形をかたどる」と解説され、一方、宋代の

標準字書『集韻』には「水の流れる貌であ

る。」187とあり、『説文』には「骨の残
のこり

である。」

とあり、徐鍇の注に「肉をえぐりて置く骨で

ある。」とあり、複数の異なる説がある。「遲

 
187諸橋轍次著『大漢和辭典』卷六（東京、大修館出書店、1986 年 9 月）修訂版第七刷、740

頁。 
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疑字  參照（宋代鐘鼎文：

『考古図釈文』、『鐘

鼎款式法帖』、『鐘鼎

字源』/伝抄古文：『古

文四声韻』、『汗簡』/

『説文解字』/他） 

説明 

              

『考古図釈文』龍、『鐘鼎

款式法帖』不顯龍光 

父鐘」の釈文は「不顕龍光」188で、米書の原

文は「霊命烈光」で、「霊命」は帝位をさし、

「龍光」とは皇帝の瑞気
ず い き

の表れの意味であ

り、それゆえ、米書の「霊命烈光」を「霊命

龍光」に差し替えれば意味も通じる。しか

し、「龍」と「烈」の文字構造が同形で通用

する字例がない。 

 

7.  

漆 

 
 

『古文四声韻』 

  

米芾「龍團帖」 

「漆」字は、『説文』には、「桼は、木の汁

である。（略）、象形、桼は水垂れる様子の如

し。」189とあり、桼は「木」に従い、下は「水」

に従う。米芾は「夾」と「心」に作る。これ

は彼の行書の書き方である。米帖には篆法

が複雑で、大篆や小篆を混用したり、偶に楷

書のような文字構造を使ったりし、篆書と

合わない箇所がある。 

8.  

此

(匃)  「師奎父鼎」此 

 

『考古図釈文』疑字 

鐘鼎文に慣用の「匃」字の形。米芾は「此」

に誤用した。『考古図釈文』巻末には、部首

によって釈出できない字を羅列し、「疑字」

と称する。参考字例の疑字は「遲鐘」を出典

とする。 

 

 
188 薛尚功『鐘鼎款式法帖』、『宋人著錄金文叢刊初編』（北京、中華書局、2005 年 7月）、350

頁。 
189許慎撰、徐鉉校『説文解字』（北京、中華書局、2012年 4 月）、128 頁。 
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疑字  參照（宋代鐘鼎文：

『考古図釈文』、『鐘

鼎款式法帖』、『鐘鼎

字源』/伝抄古文：『古

文四声韻』、『汗簡』/

『説文解字』/他） 

説明 

9.  

串

（丳）  
「上海楚簡」 

串は『説文』に収録していない。『集韻』

には、「丳は、肉を焼く器である。」190とある。

串の異体字である。他に「上海楚簡」に「串」

字がある。 

10.  

冰

（凝）  

『説文』 

「冰」（凝
ぎょう

、疑に通じる字）、もし文字構造

によって「冰」と解釈すれば、意味不明であ

る。『説文』には「冰は、水が凝ったもので

あり、冫、水に従う。凝は、冰の俗字であり、

疑に従う。191」と述べ、それゆえ「凝」は「冰」

の俗字である。「凝」は「疑」字に通じ192、

原文に「疑」字を当てはめると、文意が通じ

る。 

11.  

起  『汗簡』起 

 

『鐘鼎字源』申 

 

『鐘鼎字源』石鼓「迧」 

『説文』小篆 

米芾「起」字の左は『説文』と同じく、右

の「己」字形は鐘鼎文の「申」と近く、石鼓

文の「迧」字を参考にしたか不明である。米

芾が作った字の可能性がある。 

 

 
190諸橋轍次著『大漢和辭典』卷一（東京、大修館出書店、1986 年 9 月）修訂版第七刷、319

頁。 
191許慎撰、徐鉉校『説文解字』（北京、中華書局、2012年 4 月）、240 頁。 
192王輝『古文字通假字典』（北京、中華書局、2008 年 4月）、342 頁。 
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疑字  參照（宋代鐘鼎文：

『考古図釈文』、『鐘

鼎款式法帖』、『鐘鼎

字源』/伝抄古文：『古

文四声韻』、『汗簡』/

『説文解字』/他） 

説明 

 

12.  

鳥 

 

 

 

『鐘鼎字源』「鳴」 

 
『新鐘鼎文編』 

米書「鳥」字は鐘鼎文の「鳴」字の「鳥」

形とやや近く、鐘鼎文の「鳥」字は象形化で

絵のような形である。米芾は鐘鼎文の影響

を受けた可能性がある。 

近代出土された器銘にも見える。『新金文

編』字例として、左が戰国晚期「之子弄鳥

尊」、右が商代「鳥母鼎」である。 

13.  

敷 

 

 

    

『説文』小篆 

「敷」字、左の「尃」は「父 」のような形

を用いる。『説文』の「敷」字には「𢻱（施）

であり、攴に従い、聲符は尃であり、声韻は

芳无切である。193」とあり、「父」字には「父

は、又に従い、杖を挙げる意であり、声韻は

扶雨切である。194」とあるが、二つの関連性

はないと考える。音韻で通用したか不明で

ある。 

14.  

傅 

  

 

 

『説文』、「傅」字には、「傅は、相であり、

人に従い、声符は尃である。195」とある。前

述の「敷」字と同じく「尃」形は「父 」

 
193許慎撰、徐鉉校『説文解字』（北京、中華書局、2012年 4 月）、67 頁。 
194許慎撰、徐鉉校『説文解字』（北京、中華書局、2012年 4 月）、64 頁。 
195許慎撰、徐鉉校『説文解字』（北京、中華書局、2012年 4 月）、164 頁。 
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疑字  參照（宋代鐘鼎文：

『考古図釈文』、『鐘

鼎款式法帖』、『鐘鼎

字源』/伝抄古文：『古

文四声韻』、『汗簡』/

『説文解字』/他） 

説明 

のような形を用いる。音韻で通用したか不

明である。 

 

 

表 2『紹興米帖．米芾篆隸卷九』慣用部首字表 

慣 用

部首 

用字例 參照（宋代鐘鼎文：

『考古図釈文』、『鐘鼎

字源』/伝抄古文：『古

文四声韻』、『汗簡』/

『説文解字』/他） 

説明 

1.  

言 

 

 

『汗簡』 

 

『古文四声韻』 

『考古図釈文』 

「言」の書き方は

多くあり、伝抄古

文、鐘鼎文の文字

構造に従い、多彩

に表現している。 

2.  

心 

  

『汗簡』、『考古図釈文』 

「心」の書き方は

多く、『汗簡』の伝

抄古文、『考古図釈

文』の鐘鼎文の形

に従う。 
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慣 用

部首 

用字例 參照（宋代鐘鼎文：

『考古図釈文』、『鐘鼎

字源』/伝抄古文：『古

文四声韻』、『汗簡』/

『説文解字』/他） 

説明 

3.  

水 

 

 

『古文四声韻』 

『古文四声韻』「河」 

 

「水」の書き方で

『説文』小篆の

「 」以外の特殊

な用例「 」は、伝

抄古文「河」字の

「水」形と一致す

る。 

4.  

田 

 

 

『汗簡』、『古文四声韻』 

「 田 」 形 は 皆

「 」で書く。

慣用の書き方であ

り、六書に合わな

い場合がある。 

5.  

其 

 
 

『汗簡』 

 

『鐘鼎字源』 

「其」の書き方は

『汗簡』の伝抄古

文、鐘鼎文を参照

するが、伝抄古文

の「囟」字の字形で

誤用した例もあ

る。 
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慣 用

部首 

用字例 參照（宋代鐘鼎文：

『考古図釈文』、『鐘鼎

字源』/伝抄古文：『古

文四声韻』、『汗簡』/

『説文解字』/他） 

説明 

 

『汗簡』囟 

6.  

日 

 

「碧落碑」 

「日」の書き方

は、口の中に一つ

の鳥形を飾り、伝

抄古文の「碧落

碑」、『説文』古文に

近い。 

7.  

女 

 

 

『汗簡』 

 

『鐘鼎字源』 

 

「米姓之印」 

「女」の書き方は

伝抄古文、鐘鼎文

の字形に近い。米

芾の「米姓之印」に

用例がある。 

8.  

禾 

 

 

『汗簡』 

「禾」の書き方

は、皆鐘鼎文「禾」

のような形で穗を

伸ばして左の部首

の上に置く。徽宗

の印にも用例があ

る。 
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慣 用

部首 

用字例 參照（宋代鐘鼎文：

『考古図釈文』、『鐘鼎

字源』/伝抄古文：『古

文四声韻』、『汗簡』/

『説文解字』/他） 

説明 

 

『鐘鼎字源』 

 

徽宗印「政和」 

9.  

虍 

   

 

『汗簡』 

 

『鐘鼎字源』 

「虍」形は鐘鼎

文に近い。 

10.  

首 

 

 稽、道 
 

『古文四声韻』、『考古図釈

文』 

鐘鼎文に一致

し、伝抄古文にや

や近い。 
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表 3『紹興米帖．米芾篆隸卷九』混写字表 

混写  參照（宋代鐘鼎文：

『考古図釈文』、『鐘

鼎款式法帖』、『鐘鼎

字源』/伝抄古文：『古

文四声韻』、『汗簡』/

『説文解字』/他） 

説明 

1. 心、

言、

水 

 

讓、調、志、慎、暴、漆 

『汗簡』心 

 

『古文四声韻』 

『汗簡』 

「言」と「心」

の書き方は伝抄

古文に近く、米芾

は混用している。

他に「漆」字の

「水」形を「心」

形に誤用した。 

2. 頁、

見 

 

見、顏、煩 

『汗簡』頁 

『汗簡』見 

 

「頁」と「見」

は伝抄古文の書

き方に近く混用

している。 
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混写  參照（宋代鐘鼎文：

『考古図釈文』、『鐘

鼎款式法帖』、『鐘鼎

字源』/伝抄古文：『古

文四声韻』、『汗簡』/

『説文解字』/他） 

説明 

3. 罔 

 

 

『古文四声韻』 

、『鐘鼎字源』丙 

「罔」字の書き

方はやや複雑で、

伝抄古文と楷書

化の字形がある。

鐘鼎文「丙」の字

形にも近い。 

4. 刀、

匕 

 

 

 

『汗簡』 

「刀」と「匕」

の書き方は左右

の置く位置が固

定しない。「刀」と

「匕」が左右反転

し混用している。 
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表 4『紹興米帖．米芾篆隸卷九』合文字表 

合文  參照 説明 

1. 米芾、

米（芈） 

 

 

『 紹 興 米

帖』 

 

 

『 説

文』芈 

「羋
び

」字は「米」字の異体字であり、意味は

羊が鳴く擬声語である、『説文』には、「羋は、

羊の鳴く声であり、気が出て上がることを象

る。」といい、別に姓氏の意味もあり、『史記』

楚世家には「羋という姓は、楚国の後代であ

る」と記す。米芾は馴染みの薄い「羋」字を使

って、独特な構造で書く。彼は楚国の後代とし

て楚文字を使って、自らの身分や文化を認め

ている。『群玉堂米帖』で次のような雑記があ

る。「芾二は、名と姓を連ねて合わせることで

ある。楚国の姓は米、羋はその古字であり、下

の筆画を屈すると芾になる。三代の大夫

二字を合刻する印の意味如し。」196と解明す

る。「米芾」二字が「大夫」のような合文を作

る。これは彼の豊かな知識で古文を運用する

証しである。 

2. 大夫 

 

『 群 玉

堂米帖』 

鐘鼎文には「大夫」などの合文が常に書かれ

る。宋代の士人たちに認められ、趙明誠は、

「『五大夫』は『五大二』に作る。泰山秦篆でも

そうである。古の『大』と『夫』は同一字とい

えるか。恐らくそうでない。（中略）古人は素

朴で、凡そ点画が近い字、また音が同じものを

借りて通用する。他の意味がない。（『五大夫』

作『五大二』泰山秦篆亦如此。或以謂古 『大』

與『夫』同一字、恐不然。（中略）蓋古人簡質、

凡字點畫相近及音同者、多假借用之、別無他

義。）」197と述べた。つまり、違う二字は筆画

が近い字、また音韻が同じならば通用でき、一

つの合文を作ることが成立するのである。上

 
196 『群玉堂帖』、『中国法帖全集‧第七冊』（武漢、湖北美術出版社、2002 年 3 月）、63-64 頁。 
197趙明誠「金石錄卷第十三」跋尾三、趙明誠撰、金文明校『金石錄校正』（上海、上海書画出版

社、1985 年 10 月）、242 頁。 
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合文  參照 説明 

述の『群玉堂米帖』に用例があるが、『紹興米

帖』の合文の下に「夫」字を加えており、誤写

の可能性がある。 

 

表 5『紹興米帖．米芾篆隸卷九』字例 

米芾『紹

興米帖篆

隸卷九』字

例： 

伝 抄 古

文198 

鐘鼎

文199 

小篆 他 の

字例 

説明 

1. 四  

   

  
『説文』

古文 

伝抄古文、鐘鼎文、『説文』古

文と同じ。 

2. 芾 缺 

 

 

 『考古図釈文』に収録する「芾」

字は「周敦」が出典である。「周

敦」の記録は『金石錄』に、「皇

帝の内府に収蔵し、皇祐年間に

礼制を修訂した時、この銘文を

複製して臣下に賜る。（藏於御

府、皇祐間修大樂（中略）而模

其銘文以賜公卿。）200」と述べ、

皇帝の力によって銘文が流布さ

れたとみられる。 

文字構造から、米書は鐘鼎文

とほぼ一致する。 

 
198 徐在国編『伝抄古文字編』、北京、線裝書局、2006 年。杜從古『集篆古文韻海』にある篆書

の出典が明確に表示されていないため、字表に入れない。 
199 呂大臨『考古図』、『考古図釈文』（四庫全書本）、王黻『重修宣和博古図』（四庫全書本）、薛

尚功『歴代鐘鼎彜器款識法帖』（四庫全書本）、王厚之『鐘鼎款識』（阮元刻本）、王俅『嘯堂集

古録』（涵芬楼影印本）、元代楊銁『広増鐘鼎篆韻』（北京図書館古籍珍本叢刊第五、清代鈔本）

等。 
200趙明誠「金石錄卷第十一」跋尾一、趙明誠撰、金文明校『金石錄校正』（上海、上海書画出版

社、1985 年 10 月）、215 頁。 
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米芾『紹

興米帖篆

隸卷九』字

例： 

伝 抄 古

文198 

鐘鼎

文199 

小篆 他 の

字例 

説明 

3.  

芾（弗） 

 

 

 

 

 

「 米

芾之印」

芾 

 

『 汗

簡 』 己

 

「 楚 国

米芾」芾 

「芾」は伝抄古文「弗」を借

りて用いている。「弗」は「弜」

と音が同じで通用することがで

きる。201米芾の「米芾之印」、「楚

国米芾」の印にも字例があり、

「米芾之印」の例は古文の「己」

の形で、筆画は直線を組み合わ

せている。他の一筆で書いた字

例とは異なる。 

4.  

芾（巿） 

 

 

 

 

 伝抄古文、鐘鼎文、『説文』小

篆と同じ。 

5. 立 

 

 

  

 

 鐘鼎文、伝抄古文、小篆との

文字構造は近いが、小異がある。 

 
201弜、或いは弗と同音であり、張宗騫氏の『弜弗通用考』には、「弜、或いは弗と同音であり、

義は不である。（説弜讀同弗、義為不。）」裘錫圭氏は、「弜とは意向の可否である。（弜表意願

上之要或不要）」と述べている。王輝『古文字通假字典』（北京、中華書局、2008 年 4 月）、586

頁。 
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米芾『紹

興米帖篆

隸卷九』字

例： 

伝 抄 古

文198 

鐘鼎

文199 

小篆 他 の

字例 

説明 

6. 離 

 

 

缺 

 

 

 

伝抄古文に同じ。 

7. 行 

 

 

 
 

 

 伝抄古文に同じ。鐘鼎文、『説

文』小篆との文字構造は近いが、

小異がある。 

8. 国 

 

 

 

 

 

 

 

 
「 楚 国

米芾」 

「 郢 州

刺史楊府

君之碑」 

伝抄古文に同じ。 

その他「楚国米芾」という印

の「国」字は伝抄古文を參考に

し、「囗」形の中に「八」、「方」

形に従う。しかし字形によって

は古文ではなく、唐代伝来の「則

天文字」と考えられる。202 

9. 宰 

 

 

 

 

 

 鐘鼎文に同じ。 

10. 禮 

  
 

  

『説文』古

文 

伝抄古文、『説文』古文との文

字構造は近いが、小異がある。 

 

202 「則天文字」の国字は顧野王『玉篇』を参考した可能性がある。『玉篇』には「 、 、古

文國字」隷定した古文がある。陳彭年修、顧野王著『重修玉篇』巻二十九、８葉。 

BookInfoEnc:(action=htmAuthor@authorID=1452)
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米芾『紹

興米帖篆

隸卷九』字

例： 

伝 抄 古

文198 

鐘鼎

文199 

小篆 他 の

字例 

説明 

11. 弼 

 

 

缺 

 
『説文』

古文 

伝抄古文、『説文』古文に同じ。 

12. 五 

 

 

 

 

缺 

 

『説文』

古文 

伝抄古文、『説文』古文に同じ。 

13. 信 

 

  

缺 

 

『 説

文』古文 

伝抄古文と鐘鼎文の部首を組

み合わせて書いている。 

14. 葉 

 

缺  

  

 

『 鐘 鼎

字源』世 

鐘鼎文、『説文』小篆との文字

構造は近いが、小異がある。「世」

形は鐘鼎文に近い。 

15. 辟 

 

 

 

 

 

 

 鐘鼎文に同じ。 

16. 大 

 
 

  

  

 

伝抄古文、鐘鼎文、『説文』小

篆に同じ。 
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米芾『紹

興米帖篆

隸卷九』字

例： 

伝 抄 古

文198 

鐘鼎

文199 

小篆 他 の

字例 

説明 

17. 宄 

 
 

缺 

 

 伝抄古文、『説文』小篆に同じ。 

18. 文 

 

 

 

「 師 艅

彞」 

 

 

 鐘鼎文に同じ。 

19. 米 

 

 

 

 

 
 

「 米 芾

之印」 

 

 

『説文』小篆と文字構造は近

いが、小異がある。 

その他、「米芾之印」には特別

に「少」、「小」に従う。伝抄古

文、鐘鼎文には類似の字例があ

る。 

20. 亂 

 

 

 

 

缺 

 

  『説文』「亂は、治であり、乙

乙に従い、之をおさむ。𤔔に従

う。）203」「𤔔」形は糸かせの上

下に手を加えている形で204、米

芾はその下に手の「又」形を加

えていない。伝抄古文の文字構

造に近いが、小異がある。 

 
203許慎撰、徐鉉校『説文解字』（北京、中華書局、2012年 4 月）、308 頁。 
204 白川静『字統』普及版、（平凡社、2000 年）八十六、865 頁。 
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米芾『紹

興米帖篆

隸卷九』字

例： 

伝 抄 古

文198 

鐘鼎

文199 

小篆 他 の

字例 

説明 

21. 於 

 

 

 

 
 

缺 

 

『説文』

古文「烏」 

 

『説文』では「於」字が収録

されておらず、「烏」字の古文に

「於」の形がある。米書の「

（エン）」部の形は伝抄古文に近

く、於字は『説文』の烏字と伝

抄古文のエン字の形を兼ねた構

造となっている。 

22. 德 

 

 

 
 

 

  

「 郭 店

楚簡」 

 

「 侯 馬

盟書」 

鐘鼎文、『説文』小篆と文字構

造が近いが、小異がある。近年

出土した「郭店楚簡」、「侯馬盟

書」にも類似する書き方がある。 

23. 陰 

 

 

 

 

 

 

 

 

『説文』古

文「霠」  

 

『説文』には、「霠は、雲が日

を覆う意であり、雲に従い、声

符は今である。 は古文であ

り、或いは省形字の も古文の

霠である。」205と述べている。

「陰」字の「阜」形に従わない

文字構造は伝抄古文、『説文』古

文に近く、小異がある。 

 
205許慎撰、徐鉉校『説文解字』（北京、中華書局、2012年 4 月）、242 頁。 
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米芾『紹

興米帖篆

隸卷九』字

例： 

伝 抄 古

文198 

鐘鼎

文199 

小篆 他 の

字例 

説明 

24.  

陽（昜） 

 

 

 

 

 

 「陽」字は本来の「昜」形を

作り、「阜」形に従わない。『説

文』小篆と文字構造は近いが、

小異がある。 

25.  

断（絕） 

 
 

「断」 

 

「絕」 

缺 

 

 

 

『 紹 興

米帖』断

『説文』古

文「絶」 

この字は米帖の「周官」から

例を挙げる。原文は「惟勤果断」。

「断」字は米書と一致する用例

がない。もし「惟勤果絕」と釈

すれば通じるであろう。『説文』

の「絶」字には「絕は、絲を断

つ意である。糸に従い、刀に従

い、卩に従う。𢇍は古文の絕で

あり、象りて連體せず、絲を二

つに絶つ意がある。206」と述べ

ている。伝抄古文、『説文』古文

の「絶」字は皆「𢇍」形であり、

米芾は反転させ「㡭」形形で書

いた。米帖には他の「断」字が

あって参照できる。 

26. 寵 

 

 

缺 

 

 伝抄古文と文字構造は近い

が、小異がある。 

27.  

賢（臤） 

 
 

 

 
「賢」 

 伝抄古文、鐘鼎文、『説文』小

篆に同じ。 

 
206許慎撰、徐鉉校『説文解字』（北京、中華書局、2012年 4 月）、271 頁。 
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米芾『紹

興米帖篆

隸卷九』字

例： 

伝 抄 古

文198 

鐘鼎

文199 

小篆 他 の

字例 

説明 

 

「臤」 

28.  

龐(厖) 

 

 

缺 

 

「龐」 

「厖」 

 『説文』:「厖は、石の大なる

もので、厂に従い、声符は尨で

ある。」207「厖」は「龐」に通じ

208、米芾は通用する。 

29. 是 

  

 

 
『嘯堂

集古錄』 

 『説文』籀

文 

上段の「日」形は伝抄古文、

鐘鼎文に近い。『嘯堂集古錄』に

ある「比干銅盤銘」と類似し、

「日」形の「口」中の縦筆と点

の組み合わせが特徴である。下

段の書き方は『説文』小篆に同

じ。 

30. 識 

 

 

 

缺 

 
音

 

『汗簡』 

小篆の文字構造を用いて伝抄

古文の「音」、「言」形を組み合

わせている。 

 
207許慎撰、徐鉉校『説文解字』（北京、中華書局、2012年 4 月）、194 頁。 
208諸橋轍次著『大漢和辭典』卷二（東京、大修館出書店、1986 年 9 月）修訂版第七刷、647

頁。 
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米芾『紹

興米帖篆

隸卷九』字

例： 

伝 抄 古

文198 

鐘鼎

文199 

小篆 他 の

字例 

説明 

31. 清 

  

缺 

   

 伝抄古文に同じ。 

32. 濱 

 

 

缺 

 

 伝抄古文に同じ。 

33. 我 

 
 「石鼓文」 

 

 

 伝抄古文、鐘鼎文、「石鼓文」、

『説文』小篆との文字構造は近

いが、小異がある。 

34. 塵 

 

 

缺 

 

 『説文』籀

文 

伝抄古文に同じ。「鹿」の文字

構造に小異がある。 

35. 玄 

 

 

 

 

 

 

『説文』古

文 

伝抄古文、鐘鼎文、『説文』古

文との文字構造は近いが、小異

がある。 
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米芾『紹

興米帖篆

隸卷九』字

例： 

伝 抄 古

文198 

鐘鼎

文199 

小篆 他 の

字例 

説明 

36.  

張（弡） 

 

 

 
 

 

『考古

図釈文』

疑字 

 

 鐘鼎文に同じ。『考古図』が

「弡」と隷定したが、呂大臨『考

古図釈文』は疑字と見なしてい

る。 

37.  

龍（竜） 

 
 

 

 

 

 伝抄古文との文字構造は近い

が、小異がある。 

38. 皇 

 

   

 伝抄古文、鐘鼎文、『説文』小

篆との文字構造は近いが、小異

がある。伝抄古文、小篆は「自」、

「王」に従い、鐘鼎文は「白」、

「土」に従い、米芾は鐘鼎文で

書く傾向がある。 

39. 去 

 

 秦權 

 

 伝抄古文に同じ。鐘鼎文、『説

文』小篆との文字構造は近いが

小異がある。 

40. 度 

 

 

缺 

 

 
「 秦 權

量銘」 

『説文』の「度」字は「又に

従い、庶の省略形が音である。」

209と述べる。「秦權量銘」には

「攴」に従う書き方があり、米

 
209許慎撰、徐鉉校『説文解字』（北京、中華書局、2012年 4 月）、65 頁。 
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米芾『紹

興米帖篆

隸卷九』字

例： 

伝 抄 古

文198 

鐘鼎

文199 

小篆 他 の

字例 

説明 

書はそれと類似する。 

41. 語 

 
 

缺 

 

 伝抄古文との文字構造は近い

が、「言」形に小異がある。 

42. 若 

  

 

 

 

 伝抄古文、鐘鼎文に同じ。 

43. 上 

 
 

 

 

 
『考古

図釈文』

帝 

「上」 

  

『説文』

古文 

伝抄古文に同じ。他の『考古

図釈文』には同形があるが、「帝」

に釈す。呂大臨は、「楊南仲はこ

の字を『帝』に釈す。原文は『不

彖上帝上』と云う。上帝の字は

「上 」に作り、下の字は『帝』

と読むべきである。古文は省略

し『上』字に同じである。（楊南

仲釋此為帝、按此文云不彖上帝

上、上帝字作上 、則一字當讀

為帝、蓋古文省與上字同。）」210

と述べている。 

44. 交 

 

 

 

 

缺 

 

 伝抄古文、『説文』小篆との文

字構造は近いが、小異がある。 

 
210呂大臨『考古図釈文』、『宋人著錄金文叢刊初編』（北京、中華書局、2005 年 7 月）、293 頁。 
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米芾『紹

興米帖篆

隸卷九』字

例： 

伝 抄 古

文198 

鐘鼎

文199 

小篆 他 の

字例 

説明 

45. 易 

 

 

 

 

 

 

 伝抄古文、鐘鼎文に同じ。『説

文』小篆との文字構造は近いが、

小異がある。 

46. 沫 

  

缺 

 

 伝抄古文に同じ。 

47.  

治（台） 

 

  

 米書は「台」形で書き、「台」

は「治」、「怡」と通用する用例

がある211。 

48.  

卿（卯） 

 

 

卿  

卯 

卿 

「包山楚

簡」卯 

卿 

古文の「卯」、「鄉」、「卿」の

文字構造に同じ。郭沫若は、「古

の鄉、卿は同字である。兩字は

皆「卯」形に従い、二人向き合

うかのようで、真中の部首は食

器の形である。212」と述べた。伝

抄古文には「卯」形で「食器」の

形がない字を「卿」に釈する例

がある。米芾は伝抄古文の字形

を用いて書いた。米書には二つ

の書き方であり、一つは鐘鼎文

 
211 『漢書‧地理志』には「陰館、累頭山、治水所出。」とあり、顏師古注には「治、『燕刺王

傳』作台字。」と注釈している。王輝『古文字通假字典』（北京、中華書局、2008 年 4 月）、18

頁。また、『楚辭‧大招』には「曼澤怡面、血氣盛只。」とあり、洪興祖は「怡一作台。」と述べ

ている。王輝『古文字通假字典』（北京、中華書局、2008 年 4 月）、27 頁。 
212 李圃『古文字詁林』第八冊（上海、上海教育出版社、2003 年 12 月）、121 頁。 
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米芾『紹

興米帖篆

隸卷九』字

例： 

伝 抄 古

文198 

鐘鼎

文199 

小篆 他 の

字例 

説明 

「卯」字に近く、一つは近代出

土楚簡「卯」字に同じ。 

49.  

雝（雍） 

 

 

 

 

 

 鐘鼎文に同じ。『説文』小篆と

の文字構造は近いが、小異があ

る。 

50.  

煌（皇） 

 

 

  

 米芾は「雝煌
．
惟則」と楷書の

釈文を書いている。今、「皇」と

釈す。213文字構造は鐘鼎文に同

じ。「王」形の書き方は小異があ

る。 

51. 則 

 
 

 

 『説文』籀

文 

伝抄古文、鐘鼎文、『説文』籀

文に同じ。 

52. 惠 

 

 

  

 

『説文』古

文 

鐘鼎文との文字構造が近い。

下半分の「止」形は、小異があ

る。 

53. 昌 

  

 

 

『説文』籀

文 

伝抄古文、『説文』籀文に同じ。

鐘鼎文と文字構造は近いが、小

異がある。 

 

213 宋人は出土された「盄和鐘」の銘文を釈する際に、「不顯朕皇
．
祖」と「雝二孔煌

．
」とを二字

で分別している。薛尚功『歴代鐘鼎彜器款識法帖』巻七、3、4 葉。郭沫若『両周金文辞大系』

（文求堂書店、1932 年）、273 頁。 
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米芾『紹

興米帖篆

隸卷九』字

例： 

伝 抄 古

文198 

鐘鼎

文199 

小篆 他 の

字例 

説明 

54. 命 

  

 

  

  

「 政 和

鼎」 

伝抄古文、『説文』小篆、鐘鼎

文と文字構造は近いが小異があ

る。「ㄗ」形を伸ばして「口」形

を上に置いており、鐘鼎文を真

似する傾向がある。後の徽宗朝

の「政和鼎」に同じ用例がある。 

55. 光 

   

 

 鐘鼎文、『説文』小篆との文字

構造は近いが、小異がある。 

56. 協 

 

 

 

「秦銘

勲鐘」（盄

和鐘） 

 

 

 鐘鼎文に同じ。 

57. 孝 

 

 

 
 

 

 

 鐘鼎文に同じ。伝抄古文、『説

文』小篆との文字構造は近いが、

小異がある。 

58. 典 

 

   

 『説文』古

文「典」 

『説文』小篆との文字構造は

近いが小異がある。米芾は「冊」

の下の「丌」を「両手」形に書

き直した。『説文』には「典は、

五帝の書であり、冊に従い、丌

の上に在る。214」と述べている。

 
214許慎撰、徐鉉校『説文解字』（北京、中華書局、2012年 4 月）、99 頁。 
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米芾『紹

興米帖篆

隸卷九』字

例： 

伝 抄 古

文198 

鐘鼎

文199 

小篆 他 の

字例 

説明 

 

『 篆 隸

大字典』甲

骨 

 

『説文』

共 

米芾は「共」字の下部を「廾」

形に誤写した可能性がある。215

一方、近年出土した甲骨文から

「両手」形216の「典」字がはじめ

て発見された。 

59. 詩 

 

 

缺 

 

『説文』古

文 

伝抄古文、『説文』古文は「言」、

「ㄓ」に従う文字構造があり、

書き方に小異がある。 

60.  

載（車） 

 

「載」 

「車」 

「載」

「車」 

「載」 

「車」 

 

「車」 

 

『考古

図』「輦」 

米芾は「載」に釈す。理由は

不明である。米書は鐘鼎文「輦」

に同じ。鐘鼎文「車」に近い。

今、金文「車」と釈す。 

 
215 「共」下段の「丌」の形は篆文部首の「廾」である。「共、同也、從廿廾。」許慎撰、徐鉉

校『説文解字』（北京、中華書局、2012 年 4 月）、59 頁。 
216 李宗焜『甲骨文字編』（北京、中華書局、2012 年 3 月）、1176 頁。 
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米芾『紹

興米帖篆

隸卷九』字

例： 

伝 抄 古

文198 

鐘鼎

文199 

小篆 他 の

字例 

説明 

61. 揚 

 

 

  

 鐘鼎文に同じ。 

62.  

錫（易） 

 

 
 

 

 

 鐘鼎文に同じ。「易」は「賜」、

「錫」の古形で、本字である。 

63.  

冕（网） 

 

 

 

 『説文』に「冕は、大夫以上

の冠である。」217とある。帽子の

ような形で、鐘鼎文に字例があ

る。 

64. 黃 

 

 

  

 

 

『説文』古

文

 

党 懷 英

「王安石

詩刻」 

 

鐘鼎文に同じ。伝抄古文、『説

文』古文との文字構造は近いが、

小異がある。同じ用例はやや晩

い金代の党懷英「王安石詩刻」

（1195）にもある。 

 
217許慎撰、徐鉉校『説文解字』（北京、中華書局、2012年 4 月）、156 頁。 
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米芾『紹

興米帖篆

隸卷九』字

例： 

伝 抄 古

文198 

鐘鼎

文199 

小篆 他 の

字例 

説明 

65. 鼎 

 

 

 

 

 

 

 伝抄古文、鐘鼎文、『説文』小

篆との文字構造は近いが小異が

ある。 

66.  

秬 、 鬯

（二字） 

 

 

「 秬 」

「鬯」 

 

『鐘鼎

字源』 

「秬」 

 

 

『鐘鼎

字源』 

「鬯」 

「秬」 

「鬯」 

 『説文』には「秬」、「𩰤は、

黑黍であり、一粰二米を以て醸

造するものである。鬯に従い、

音は矩である。秬は𩰤の形であ

り、また、禾に従う。」218とある。

は「秬」の正字であり、

は別体である。米書は鐘鼎文に

近い。『鐘鼎字源』に収錄する

「𩰤」字は「寅簋」、「牧敦」の

銘文があり、『考古図』の「牧敦」

銘文は、「 『矩鬯一卣』と『虎

冕練裏』の類と「寅簋」は相似

する。」219と解され、一字で「矩

鬯」二字と解釈した。翟耆年『籀

史』には米芾の「𩰤」字に対す

る理解がある。「秬鬯二字は礼器

『卣』の一つであり、一つに組

み合わせても良く、分散しても

良い」。220米書は「寅簋」、「牧敦」

兩器の銘文を参考にしたであろ

う。 

 
218許慎撰、徐鉉校『説文解字』（北京、中華書局、2012年 4 月）、106 頁。 
219 呂大臨『考古図』卷三、『宋人著錄金文叢刊初編』（北京、中華書局、2005 年 7月）、28 頁。 
220 翟耆年『籀史』、28 葉。 
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米芾『紹

興米帖篆

隸卷九』字

例： 

伝 抄 古

文198 

鐘鼎

文199 

小篆 他 の

字例 

説明 

67. 華 

 

 
  

 鐘鼎文に同じ。 

68. 軒 缺 

 

 

 鐘鼎文に同じ。 

69.  

猷（猶） 

   

 鐘鼎文に同じ。 

70. 繇 缺  

 

 

  

上 海 楚

簡 

 

鐘鼎文、『説文』小篆との文字

構造は近いが、小異がある。近

年出土した楚簡にも類似する字

形がある。 

71. 世 

 

 

 

 

 鐘鼎文に同じ。 

72. 夏  

 

 

 

 『説文』古

文 

伝抄古文、『説文』古文との文

字構造は近いが、小異がある。 
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米芾『紹

興米帖篆

隸卷九』字

例： 

伝 抄 古

文198 

鐘鼎

文199 

小篆 他 の

字例 

説明 

73. 來 

（利）

 

 

 

 

 

米芾は「来」と釈す。理由は

不明である。米書は「利」の伝

抄古文、鐘鼎文、『説文』古文と

の文字構造は近いが、小異があ

る。 

 

 

表 6「御製文宣王贊碑」米芾字例 

「御製文宣王

贊碑」米芾字例 

『説文』

小篆 

『説文』古

文 

他の字例 説明 

1. 真

 
  

 『説文』古文との文字構

造は近いが、小異がある。 

2. 稽（卟） 

 

 

 

 

『汗簡』 

「卟」は「稽」と通用す

る。米芾は「口」を三角形

に作り、『汗簡』と類似す

る。 

3.  

 

 

 

 『説文』古文に同じ。 

4. 明

 

 

 

 

 

「碧落碑」 

「日」の書き方は、口の

中に一つの鳥形を飾り、伝

抄古文の「碧落碑」、『説文』

古文に近い。 
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「御製文宣王

贊碑」米芾字例 

『説文』

小篆 

『説文』古

文 

他の字例 説明 

 

『 説 文 』 古 文 

「日」 

 

『紹興米帖』 

5. 元

 

 

 

 

 

 

『紹興米帖』 

「亢」 

『汗簡』の伝抄古文に同

じ。また、伝抄古文「亢」

の字形にも一致する。 

米芾『紹興米帖』にも字

例がある。 

6. 帝

 

   

『汗簡』 

『紹興

米帖』 

 

『説文』古文、『汗簡』と

の文字構造は近いが小異

がある。 

7. 回

   
 

『説文』古文に同じ。 
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「御製文宣王

贊碑」米芾字例 

『説文』

小篆 

『説文』古

文 

他の字例 説明 

 「詛楚文」 

 

8. 嚴

 

  

 『説文』古文に同じ。 

9. 為

 
   

『 紹 興 米 帖 』

“偽”字偏旁 

 

特殊な文字構造である。

（表１、1番を参照。） 

10. 師

 

 

 

 

鐘鼎文 

 

『紹興米帖』 

鐘鼎文に同じ。米芾の常

用字である。 

11. 彝

  

 

 『説文』古文と文字構造

は近いが、小異がある。 

12. 道（𧗟）

 

 
 

 

「石鼓」 

『汗簡』 

「𧗟」は「行」字の異体

字であり、「道」と通用す

る。石鼓文、伝抄古文に字

例がある。 

13. 薦

  

  『説文』小篆に近い。 
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「御製文宣王

贊碑」米芾字例 

『説文』

小篆 

『説文』古

文 

他の字例 説明 

14. 形

  

 

 

『 鐘 鼎 字 源 』

「刑」 

 

 

『紹興米帖』刑 

『説文』には「形は、象

形であり、彡に従い、声符

は幵である。221」とある。

米芾は「井」従う。「井」は

「幵」の古形である。米芾

の常用字であり、『紹興米

帖』にも使用する。 

15. 斯

 

 

 

 

『汗簡』 

『紹興

米帖』其 

「其」形の慣用する書き

方は、 の誤写である。

『紹興米帖』にも用例があ

る。 

16. 教

   

 

 

『紹興米帖』 

『説文』小篆の文字構造

に近いが小異がある。『説

文』には「教は、攴に従い、

𡥉に従う。222」とあり、米

芾は「𡥉」を「孝」に書く

が、誤写である。『紹興米

帖』にも用例がある。 

 
221許慎撰、徐鉉校『説文解字』（北京、中華書局、2012年 4 月）、184 頁。 
222許慎撰、徐鉉校『説文解字』（北京、中華書局、2012年 4 月）、69 頁。 
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「御製文宣王

贊碑」米芾字例 

『説文』

小篆 

『説文』古

文 

他の字例 説明 

17. 昭

 

 

 

『汗簡』 

 

『古文四声韻』 

 

『古文四声韻』の伝抄古

文との文字構造は近いが、

小異がある。 

18. 之

 

 

 

 

「石鼓」 之字 

 

「石鼓」宋拓殘

本之字 

 

「比干銅盤銘」

之字 

 

米書の文字構造は、『説

文』、伝抄古文に字例がな

い。ただ、「石鼓文」に相似

する文字構造の字例があ

り、「之」字と釈している。

別説では「芝」字とする。

「比干銅盤銘」の「之」の

文字構造にやや近い。 

この器物は唐代から伝

わるが、宋代を含めて歴代

の学者は、銘文によって偽

品と見なしている。 

19. 綱

   

 

 『説文』古文に同じ。 

20. 彌

  

 

 

 

『説文』尔 

『説文』には、「久長であ

り、長に従い、声符は爾で
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「御製文宣王

贊碑」米芾字例 

『説文』

小篆 

『説文』古

文 

他の字例 説明 

 ある。223」とある。米書は

「弓」、「尔」に従う。 

21. 酉

   

 『説文』古文に同じ。 

22. 議

 

 

 

 

 

 

 

『 紹 興 米 帖 』

 

『説文』義、「墨

翟書」から出典。 

『説文』の「議」字には

米書と一致する字例がな

いが、同じく『説文』の「墨

翟書」を出典とする「義」

字には「弗」形がある224。

米芾は小篆「議」字の文字

構造を用い、「墨翟書」の

「義」と伝抄古文の「言」

を組み合わせた可能性が

ある。『米帖』にも用例があ

る。 

23. 無

 

  

『説文』奇字 「欠」 

『説文』奇字に同じ。伝

抄古文『汗簡』の「欠」に

近い。 

24. 事

   

 『説文』古文に同じ。 

 

 
223許慎撰、徐鉉校『説文解字』（北京、中華書局、2012年 4 月）、196 頁。 
224 許慎撰、徐鉉校『説文解字』（北京、中華書局、2012 年 4 月）、267 頁。 
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図 1『考古図』 

 

図 2「石鼓文」 

 

図 3元重刻「詛楚文」 

 

 

図 4釈夢英「千字文」 

 

図 5唐「張夫人墓誌蓋」 
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図 6唐写本『説文解字』木部局部 

 

図 7唐写本『説文解字』口部残巻 

 



86 

 

 

図 8『紹興米帖‧篆隸卷九』「漆書竹簡帖」 

 

 

図 9『考古図』蘇東坡藏「楚卭仲嬭南

和鐘」 

 

 

図 10『考古図』収錄「秦銘勳鐘」（盄和鐘） 
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図 11「楚王孫銅鐘」 

 

図 12『鐘鼎款式法帖』収錄「曾侯鐘」 

 

 

 

 

 

 

 

図 13「尚書‧周官」  

図 14右「戴君碑銘」、左「千字文」 
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図 17「御製文宣王贊碑」 

 

図 18右「千字文」、左「與守道文賢書」 

 

図 19右「與守道文賢書」、左「玉己收帖」 

 

図 15 

 

図 16 

「雍煌惟

則 四 言

詩」詩書

載揚 

「雍煌惟則

四言詩」世

夏利王 
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図 20右「玉己收帖」、左「雍煌惟則四言詩」  

図 21右「雍煌惟則四言詩」、左「篆至籀帖」 

 

図 22「篆至籀帖」  

図 23「篆至籀帖」 
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第三節 小結 

   

米芾は宋代における金石学の風潮に啓発され、彼の書いた「自敘帖」では、「篆書で最愛

するのは詛楚、石鼓文であり、また、竹簡が竹の筆で漆のような濃墨をつけて運筆する道理

を悟るが、青銅器の銘文は古老の風趣が素晴らしい」と述べている。彼の学書過程において、

篆書に対する理解は、当時出土した「詛楚文」と唐代から伝わる先秦の「石鼓」、そして出

土した鐘鼎文から得たものが大きい。彼は実践の上ではあらゆる面でその筆法を試してい

る。「御製文宣王贊碑」は前朝の李陽冰の玉筯篆の書風を継承しており、また『紹興米帖』

篆隸第九の古文は、筆法が竹簡のように行書の書風を表している。 

米芾の篆書の字形を考察し、彼の古文を使用する傾向は、以下の四点を発見した。 

一、特殊な字形を用いる。（例えば、表 1、1「為」。表 4、1「米」（羋）。表 6、18「之」。） 

二、形象的な字形を用いる。（例えば、表 1、6「烈」(龍)、12「鳥」。表 2、6「日」。） 

三、自分の名の「芾」字を書くときは多くの字体を用いる。（表 5、2－4番） 

四、独自の見解によって解釈した字がある。（表 1、６「烈」(龍)。表 5、60「載」（車）、

73「来」（利）。） 

また、六書に合わない篆書が散見するため、次の二点のことが言える。 

１、隷書の結構に篆書の部首を結合して篆字を作ることが見られる点。 

２、来歴不明な疑わしい篆字（疑字）がある点。 

しかし、『紹興米帖』全八六四字中、鐘鼎文特有の文字構造で書いた文字が十八字あり（図

20、図 21）、鐘鼎文を集字して四字熟語を書いていることなどから考えると、米芾は『說文

解字』、伝抄古文、そして当時新たに出土し整理された鐘鼎文の資料を正確に使用できてい

ると考えられる。加えて訓詁学に対する相当な理解があることから、字形の解釈や通仮字の

使用も理にかない、なおかつ鐘鼎文や印文に特有な合文形式を運用して、自分の姓名「米芾」

に当てはめていることは、当時においては稀有の用例であると言ってよいであろう（表 4）。

これらのことは、米芾が宋代の金石学や文字学の盛んな風潮に啓発され研究した証しであ

ると論述した。 
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第三章 南宋における古文の応用―常杓の「盤谷序」を中心として 

 

目次 

はじめに 

第一節 常杓の作品について 

第二節 「盤谷序」にある古文の実相 

第三節 常杓の盤谷序とその時代 

第四節 小結 

 

はじめに 

 

宋代において、夥しい数の青銅器が発掘されると、皇帝は政治目的で古礼を復興するため、

青銅器を集めて器物の制度や文字の研究を命じた。北宋末期から南宋初期にかけては、複製

品を作らせて近臣に下賜している。その一方、士人たちは青銅器を収蔵して文字（鐘鼎文）

を識別し始める。例えば夏竦は、銘文を考証するため、慶暦四年（1044）に古文字に留意し

て『古文四声韻』を編集した。これが古文字学の端緒を開き、後に楊南仲、欧陽脩、劉敞、

呂大臨、王黻、趙九成、薛尚功、王俅、王楚、戴侗たちが継承し、古文字を考証する風潮が

形成された。 

宋代は金石学の濫觴と古文字学の黄金時代と認められるものの、「古文（伝抄古文と鐘鼎

文）」を用いて書いた作品は極めて少なく、かつそれらの作品に関する先学の研究も少ない

ことから、本章では、古文に関する著作の内容と成書の経緯、ならびに当時使用できた書物

を明らかにし、士人の文字学についての観点を考察するため、一例として古文で創作した常

杓の「盤谷序」の文字構造を古文字と比較考察し、南宋の古文の実相の一端を明示する。 

    

第一節 常杓の作品について 

 

常杓（生卒年不詳）の作品「篆書宋人詞」は、篆書二種「哨徧―帰去来」と「哨徧―盤谷

序」（以下、「盤谷序」と称す）、「紅白蓮詞」の詞三闋の篆書冊である。国立故宮博物院のホ

ームページの解説では、常杓と明代の張寧の跋に従い、小篆「哨徧―帰去来」、鐘鼎文「盤

谷序」、小篆「紅白蓮詞」の順に書き分けているとする225。 

そのうち「哨徧」には詞が二闋あり、一つは蘇東坡の詞の一部（為米折腰～遇坎還止）を

抽出し小篆で書いている。もう一つは韓愈の「盤谷序」に基づき改作された詞（作者不詳）

 
225国立故宮博物院、2017 年 4月 1 日～6 月 25 日「筆有千秋業」展

https://theme.npm.edu.tw/exh106/calligraphy10604/ch/index.html 
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であり、常杓はそれを「古文」で書いている226。冊末には、仲殊の「紅白蓮詞」を他の詞よ

り小さい小篆で書いている。三詞の末尾には、常杓の款識と張寧227の跋文がある。 

書誌情報は次の通りである。全葉絹本、全十三葉、共に縦二十四．五センチ、横十一．一

センチ。後副葉紙本、全四葉、第一葉から第三葉は縦二十五．一センチ、横十．四センチ、

第四葉縦二十二．五センチ、横十三．五センチ。後副葉は張寧の跋で「惜分陰処」、「清」、

「遠」、「張氏靖之」、「都諌官印」、「一笑山雲夜帰舟」の六顆の鈐印がある。 

張寧の跋は彼の『方洲集』巻二十にも記録されており、文字に異同があるので、ここでは

墨跡に従って原文を提示しておきたい。 

 

 「小篆の大らかで円やかな美しさは、李斯と李陽冰の筆法を得ており、款識文の筆画が交

差する所は、双鈎で填墨するかのように慎重で、筆先や筆画が円滑である。荘厳さは青銅古

器物に見えるものだが、文字構造が統一されていないため、恐らく六国中の一国の書写では

なく、戴侗の『六書故』に依拠するものであろうから、全字の出典を探し出すのは容易では

ないが、近頃のように勝手に筆画を屈曲して成書し、姿形の美しさを取る者が到達できるも

のではない。昔の人は、篆書は詞や曲を書くのに向かないと言ったが、「帰去来」詞や「盤

谷序」ならば、害はないであろう。成化庚子（1480）夏五（月）、呉興の庸生張寧、袁公の

為に謹んで跋す。」 

（正篆廓落圓美、得二李筆法、款識文交畫處、填墨如雙鉤筆、鋒稜刓委、儼在鐘鼎古器中見

之、但體制不類、恐非一國書、或出戴衕六書故、要之皆不易得、非近世任意盤屈、以取姿媚

者所能到。昔人謂篆書不宜寫詞曲、歸去来詞、盤谷序自當無害也。成化庚子夏五、呉興庸生

張寧為袁公謹跋。） 

 

 張寧は、常杓の小篆や鐘鼎文を上記のように評価した。さらに、鐘鼎文の字体によって、

異なる淵源を持つ六国文字を、勝手に作字した文字ではないことを見極めている。金石学が

衰えていた明代228においては、稀に見る書であるからであろう。文末には所有者の袁公の名

があるが、未詳のため今後の課題である。 

次に、常杓の款識を記しておきたい。 

 

 「宝慶丁亥（1227）、求是先生の琴斎で楽易先生と知り合った。ある日、読書の余暇に手

を入れた「哨徧」を取り、二体の篆書を作った。前闋の「帰去来詞」は李陽冰の法になぞら

 
226「盤谷序」の釈文は以下の書籍を参照。『故宮書画録』巻三、（台北故宮、1965年）29 頁。ま

た、『欽定石渠宝笈三編』延春閣蔵十三、『続修四庫全書』（上海古籍出版社、2002 年）233、

234 頁。（以下、『続修四庫全書』の出版社、年を省略する。） 
227 張寧、字は靖之、別号は方州。海鹽人。景泰五年の進士である。張廷玉『明史』巻一八〇、

一葉。（以下、葉を示す版本は全て文淵閣四庫全書本）。 
228 中国金石学の盛衰については、朱剣心『金石学』第一編、第四章に詳しく記述している。

（浙江人民美術出版社、2016 年）。 
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えて書いた。後闋の「盤谷序」は款識文になぞらえて書いた。書き終って、たまたま仲殊 

（僧揮）の「紅白蓮詞」を続けて小篆で巻末に書いた。楽易の隷書は高雅古風で、横渓先生

の心意を得ているが、私の書を見るとウマゴヤシを美味しいごちそうと比べるようなもの

である。七夕、河内の常杓敬んで書す。」 

（寶慶丁亥、識樂易先生于求是先生琴斎。一日書暇取檃括哨徧、俾作二體篆。前一闋歸去来、

擬李監法。後一闋盤谷序、擬款識文。既就、適及中(仲)殊紅白蓮詞因小篆於軸末。樂易隷學

高古、得橫谿(渓)229 心傳、是猶飫珍饈嘗苜蓿云。七夕河内常杓敬書。） 

 

 常杓は「款識文（鐘鼎文）」で書いたと明確に記している。 

 

「皇帝が収蔵している篆書は、李陽冰に学んだものであり、妙処は嶧山刻石と合致し、朝

から晩まで模写して完成したかのようである。険しい嶧山の峰に登る者は無駄骨を折ろう。

この三つの詞は全て妙筆であり、千里の彼方に住む親友に献上する。その親友とは、隷師（書

の大家）の楽易趙先生である。戊子（1228）上巳。」 

（宣中230篆畫得之於印階鳥跡、書葉蟲痕、妙處與洪碑暗合、如朝摹夕搨而成。危步嶧顛者、

勞而無功也231。此三詞皆入妙之筆、持贈千里知音。知音者□隷師樂易趙先生也、戊子上巳。） 

 

常杓は李陽冰の篆書を評価し、李陽冰の書を習得したら、妙処は嶧山刻石と符合し、こつ

こつと刻石を模写してきたもののようになる。そうなれば、わざわざ嶧山に行かなくてもい

いと認めている。『宣和書譜』巻二によると、唐代、宋代の篆書の名手は、李陽冰をはじめ

として、衛包、唐元度、釈元雅、益端献王、徐鉉、章友直の七名である。この中で、今日見

ることのできる作品に、宋代の徐鉉「許真人井銘」（上海図書館蔵）、章友直「閻立本歩輦図

跋」（北京故宮博物院蔵）があるが、両者とも李陽冰の影響を受けており、鉄線篆や玉筯篆

のような太さや空間を均一化した篆書である。 

 

第二節 「盤谷序」にある古文の実相 

 

「盤谷序」の款識には鐘鼎文を以て書いたとある。青銅器は礼器として銘文の内容が決ま

っているので、識別された文字数には限りがあり、伝抄古文や小篆を使うように自由に詩文

を書けるわけは無かろう。『説文解字』主文（字頭）の字数は九三五三字、重出は一一六三

 
229「虞似良、字仲房、號横渓。」李庚『天台前集、続集』別編巻五、5 葉。 
230 宣中とは、宣が天子の大室であり、転じて皇帝の収蔵を指す。 
231 「印階鳥跡、書葉蟲痕」とは李陽冰のことを指す。「洪碑」とは本来大きな碑の意味であ

り、ここは「嶧山刻石」を指す。ともに、「玉筯篆志」を出典とする。宋朱長文『墨池編』巻

四、59 葉。 
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字、その中で古文や籀文と表記しているのは七百余字ある232。また、伝抄古文は徐在国氏が

編集した『伝抄古文字編』によれば、主文の字数は八三八一字で、『説文解字』に近く、総

字数は二九〇三九字に上る233。一方の鐘鼎文は、北宋元祐中（1092）の呂大臨『考古図釈文』

には、主文の字数は四百字余りで総八二一字あり234、元代の楊鉤『増広鐘鼎篆韻』は南宋の

資料を基礎として増補したが、主文の字数は一〇四二字にすぎず235、大きな差がある。この

疑問を解くため、以下のような分析を試みた。 

「盤谷序」の全文二〇三字に番号を付し、宋代の字書と古文字著録を参照し、文字構造か

ら、『説文解字』小篆、鐘鼎文、伝抄古文の三つの字体に分けて総表を作った。但し二字（25

居、34 ）は全損のため除いた。その上で各字体に属す文字を考察した（表 1〜表 3）。 

 【凡例】 

 一、小篆の字例は『説文解字』「孫星衍本」（中華書局）と『訂正六書通』（上海書店）等

を参照した。以下の説明には『説』と記す。 

鐘鼎文の字例は呂大臨『考古図』、『考古図釈文』（四庫全書本、以下『考』と記す）、王黻『重

修宣和博古図』（四庫全書本、以下『博』と記す）、薛尚功『歴代鐘鼎彜器款識法帖』（四庫

全書本と朱謀垔本、以下『帖』と記す）、王俅『嘯堂集古録』（涵芬楼影印本、以下『嘯』と

記す）、元代楊鉤『増広鐘鼎篆韻』（北京図書館古籍珍本叢刊第五、清代抄本、以下『増』と

記す）等を参照した。伝抄古文の字例は徐在国『伝抄古文字編』（北京線裝書局）、『汗簡』

『古文四声韻』（中華書局）等を参照した。『汗簡』、『古文四声韻』、『集篆古文韻海』は以下

に各々『汗』、『四』、『海』と記す。 

 二、総表中、原文の網かけ文字は「出典不明」である。「〇」印は二種以上の字体に属し、

「●」印はその字体のみに属す文字である。原文＋小数字は重複して出現する回数である。 

 三、総表中、原文欄に通用字を「通」、異体字を「作」と表記する。例えば、盤「通」般、

泉「作」灥である。伝抄古文欄には『集篆古文韻海』を出典とする文字を「海」と表記する。 

四、総表中、字体を区別する基準を以下に示す。１、文字が二つの部首の組み合わせで、上

下や左右の位置がずれている場合。例えば「吁」の小篆「 」と伝抄古文「 」などであ

る。筆画が増減する場合。例えば「不」の小篆「 」と鐘鼎文「 」（斎侯、商鐘）である。

これらはともに文字構造に小異があるが同形と見なす。２、筆画の特殊な書き方があり、単

一の出典であり、文字構造が他の字体と類似しても異形と見なす場合。例えば「盤」の小篆

「 」と鐘鼎文「 」（「漢尚方鑑」）、「已」の小篆「 」と鐘鼎文「 」（「漢蓮勺鑪」）で

ある。 

 
232 趙平安『説文小篆研究』（広西教育出版社、1999 年）47 頁。 
233 徐在国『伝抄古文字編』、『中国語言文字研究叢刊』第一輯、（北京線装書局、2006 年）。ま

た、字数の統計は台湾中央研究院の数位文化中心

http://xiaoxue.iis.sinica.edu.tw/chuanchao から引用した。 
234 馬暁風『宋代金文学研究』陝西師範大学博士論文、（2008 年）187 頁。 
235容庚「宋代吉金書籍述評」、同続、『学術研究』（広東省社会科学界聯合会、1963 年 6 月、

1964 年 1 月）、99 頁。 

http://xiaoxue.iis.sinica.edu.tw/chuanchao
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（一）『説文解字』小篆のみに属す文字（十字、表 1） 

表 1には、俊、窕、噫（悥）、伺、権、趑、囁（讘）、況、歌、膏の十字があり、すべて宋代

の鐘鼎文資料に収録されていない形声字である。この中で、9「歌 」字は『説』小篆と部

首の配置に小異がある（「欠」形を下に置く）。宋代の鐘鼎文や伝抄古文の資料にはないが、

清代『訂正六書通』に収録され、「大風歌」を出典と表記する（表、その他、左）。「大風歌」

は沛県に建立された漢碑であり、明清に新旧二碑があると伝えられる。計二十九字。古文で

書かれ、書者不明である236。清代の馮雲鵬『金石索』に見える図版には同形の「歌」字があ

り（表、その他、右）237。また文字構造が小篆に類似するものの、一部の書き方が古文に近

い意識がある。例えば 2窕の「穴」形、3噫の「心」形、8況の「水」形がそれであり、10

膏「 」字は小篆より「口」を省き、文字構造や「高」字の書き方が近世に発掘された甲骨

文と類似する（表、その他）。 

 

 （二）鐘鼎文のみに属す文字（四十五字、表 2） 

 表 2『伝抄古文字編』の欄に「海」と記入した十三字例は、『汗』、『四』とは異なる字であ

り、鐘鼎文と見なせる。このうち 1 環、5 旧、7 朋、8、16 居、9 此、17 命、18 世、22 毀、

25勢、28辱、33飲、45馬の字は、すべて常杓と宋代鐘鼎文の字例と類似する。宋代鐘鼎文

に出典のある器物を遡ると、『海』の成書（1119）の前に発見され、記録された器物である

ことが分かる。例えば、1環「 」238は「𧨺敦」に出典があり、『考』（1092）は「戠敦」と

称し収録した（『考』巻三）。また通用字と異体字に９此、21誉、25勢、26已、35酒、37盤

があり、宋代鐘鼎文と同形の「 」字が著作、器物により異なる解釈がなされている。この

字は「此」と類似し、左部首の「亡」と「止」の違いがある。最初に『考』は「疑字」と判

定し、後に『嘯』、『増』は「匃（丐）」と釈し、乞うという意味であり239、共に「遲（父）

鐘」が出典である。しかし、伝抄古文では『海』のみが「此」と釈す。『増』に「此」と釈

すものもあり、北宋に発見された「虢姜敦」を出典とする。「匃」と「此」は通用字として

 
236 楊士奇『東里集続集』巻二十一、15 葉。 
237馮雲鵬『金石索』石索四、『続修四庫全書』八九四冊、463 頁。 

238 宋人が「環」と釈し、南宋の鄭樵は更に論じ、「有内外中間取○、相内為 、音雷又音回。

相外為 鄰、相間為 環。」とあり、形象によって古文を解釈した。徐鉉「千字文」（黒龍江

省博物館蔵）にも「環」として書かれるが、宋初にはまだ鐘鼎文が多く釈出されていないた

め、徐鉉「千字文」は決して宋初の作品ではなく、元豊年間（1079）以後の偽作と判断でき

る。郭沫若氏の考察によると「由合」（一字）の初文であると分かった。鄭樵『通志』巻三十

五、4 葉。郭沫若『両周金文辞大系考釈』（科学出版社、1957 年）、77 頁。「𧨺敦」、薛尚功『歴

代鐘鼎彜器款識法帖』巻十四、6 葉。 
239 丁度、司馬光『集韻』巻七、54 葉。 
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使えず、異体字でもない240。米芾「紹興米帖篆隷巻九」（上海図書館蔵）にも「此 」とし

ての用例がある。形が似ていることから誤用したと思われる。21「誉 」字は『帖』の「齊

侯鎛」を出典とし、「兪」と釈す。『増』は同釈に従う。清代の孫星衍は誉に釈した241。兪と

誉は声韻が近いため通用できるが242、用例は稀である。26「已 」と 35「酒 」は、已と

巳の字形が近く、古くから同音で通用する243。酒は、酉声のため通用する。両字は鐘鼎文資

料の「漢鑑銘文」にある特徴で書かれる（表 2、その他）。他に漢金文を出典とする字例に、

3 所、29 老、34 之、39 盤、41 寿があり（表中の網かけ文字）、文字構造が小篆や隷書に近

く、筆画を変形したり（「老 」）、部首の特別な書き方もある（「寿 」）。さらに、ある字は

独特な文字構造で特定の器銘を出典としており、他の鐘鼎文と全て異なる。宋代に解釈され

た字例は一字例のみであるが、例えば 4「盤 」244、6「友 」、11「言 」245、14「喜 」

246、15「「前 」、24「如 」247、38「中 」（近世の金文有り）、43「望 」248、44「車 」、

45「馬 」などである。 

 文字構造を用いて鐘鼎文の出典を考察する際に、佚書の王芾『鐘鼎篆韻』を出典とし、伝

来した八種の金学著作にない字例があることが判明した。例えば 6「友 」（分寧鐘銘）、15

「前 」（沈子彝銘）などである。出典の器物が特定の金学著作にしか掲載されない。容庚

氏は、『鐘鼎篆韻』は伝来した『帖』により、「分寧鐘」、「沈子彝」などの十数種の異なる器

 
240 白川静『字統』普及版、（平凡社、2000 年）八十六、363 頁。 
241 孫詒譲『古籀拾遺』上、『続修四庫全書』二四三冊、538 頁。 
242 戴侗『六書故』巻十一、二十八葉。また、巻二十七、24 葉。 
243 白川静『字統』普及版、（平凡社、2000 年）八十六、359 頁。 
244 「寿盤」を出典とする字例であるが、原銘文が散逸した。現在参照できるのは『増広鐘鼎篆

韻』に収録されている。ほか、薛氏は収録した「史孫盤」にも類似する例があり（表 2、４

番、その他）、宋人は字形が皿の形に類似するため、「盤」と釈出し、「作○者、象形篆也」とい

う。また、現代文字学者の劉昭瑞氏は文字ではないと疑う。楊銁『增広鐘鼎篆韻』卷二、51

葉。薛尚功『歴代鐘鼎彜器款識法帖』巻十六、12 葉。劉昭瑞『宋代著録商周青銅器銘文箋正』

（中山大学出版社、2000 年）、208 頁。 
245 今、「享」と釈す。白川静『字統』普及版、（平凡社、2000 年）八六、109 頁。 
246 宋人が正しく「喜」と解釈した。喜字と通用できる歖字である。郭沫若『両周金文辞大系考

釈』補録（科学出版社、1957 年）、1 頁。 
247『歴代鐘鼎彜器款識法帖』の「屈生敦」を出典とする字である。歴代の学者はこの字を解釈

するのは稀である。劉昭瑞氏は宋人が青銅器にある錆の跡を勘違いして釈した文字だと疑う。

劉昭瑞は「弡生 簋」と称する。『宋代著録商周青銅器銘文箋正』（中山大学出版社、2000

年）、207 頁。薛尚功『歴代鐘鼎彜器款識法帖』巻十三、10 葉。 
248 『歴代鐘鼎彜器款識法帖』の「商鐘」を出典とする字である。容庚氏の考察により、越王の

「王」と釈し、「商鐘」を「越王鐘」と改名した。郭沫若『両周金文辞大系考釈』補録（科学出

版社、1957 年）、1 頁。薛尚功『歴代鐘鼎彜器款識法帖』巻一、3 葉。 
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銘を収録することを考証した249。常杓は現存の金学著作以外、散逸した書物や『鐘鼎篆韻』

のような字書を使用した可能性があるとも言える。 

 

 （三）伝抄古文のみに属す文字（六十字、表 3） 

 伝抄古文の字数は全部で八千余字あり、『説』小篆の九千字に近い。故に、鐘鼎文により

も通用字や異体字が少ない。伝抄古文を使用する要因には三点あることが判明した。１、鐘

鼎文がない場合に用いる。２、鐘鼎文はあるが、鐘鼎文の文字構造が小篆に近い場合に用い

る。例えば 1 陽、８幽、11 良、12 深、15 者、21 才、34 興、42 而、54 之、53 未などであ

る。３、鐘鼎文はあるが、重出した場合に用いる。例えば之（九回）、真（三回）、而（四回）

である。重出する場合は変化をつける意識が働いており、鐘鼎文にもこの傾向が窺える。 

 （四）出典不明の文字（八字、表 4） 

 表 4の１堪、２欷、３、４阻、５趄などの字は、小篆の文字構造を以て古文の部首を組み

合わせて書かれている。堪の「 」形、欷の「 」形、阻、趄の「 」形は古文に近い。７

「矣 」字は、倒れる「矢 」の鐘鼎文と類似する。矣字は、『説』には「矢に従い、以を

声符とする」とある。宋代の戴侗は、「矣が矢に従うなら、意味はない。以に従い、矢を声

符とすべきである」と考えている250。同声通用の可能性があるが、資料の関係で矢という字

かどうか判断できない。  

 

第三節 常杓の盤谷序とその時代 

 

宋代士人の文字学の観点は、許慎の影響を受け251、伝抄古文と鐘鼎文を同源とし、はっき

りと区別する意識を持っていない。『先秦古器記』には、「先秦の古器十一種があり、繊細に

制作され、銘文があり、みな科斗書で書かれている」252とあり、『群書考索』には、「孔子の

宅を壊し、『尚書』、『論語』、『孝経』を得たが、当時の人はすでに古文（科斗書）を知らな

い」253 とある。両書とも古文（科斗書）と言っているので、お互いに通用できると思われ

る。学者は伝抄古文を以て鐘鼎文を釈し、さらに鐘鼎文を以て伝抄古文の字形の疑問を解明

すること、これが宋代の文字学の進展である254 。しかし、金石や古文字の学者には、両者

 
249これらの器銘は南宋で『博古図』という書物にも収録した記録があるものの、現存の『重修

宣和博古図』とは異なる。鄭樵『通志』巻七十三、3 葉。容庚「宋代吉金書籍述評」、同続、

『学術研究』（広東省社会科学界聯合会、1963 年 6 月、1964 年 1 月）、99 頁。 
250戴侗『六書故』巻三十三、10 葉。 
251許慎「説文解字序」、『説文解字』十五上、3 葉。 
252 劉敞「先秦古器記」、『公是集』巻三十六、15 葉。 
253章如愚『群書考索』巻十一、12 葉 
254 「古文老子其為 、或體為尊、王存乂為 、古書亦無為 者、惟顧野王以 為箕、後世共疑

於此。林罕以 為其。（中略）昔走作寶和鐘銘與季姜飲盂及石鼓皆從 為其。則林之説是

也。」董逌『広川書跋』巻三、15 葉。 
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が同源であるとしても、文字構造と芸術風格により区別することがある。黄伯思は、「孔子

の宅から発掘された文字を古文と称し、三代古器の銘文を奇文と称した」255 。また、戴侗

は『六書故』を編纂する際、伝抄古文と鐘鼎文を二類に並列して論ずる。なお宣和年間の官

学の書芸局は、鐘鼎文を学習すべき書体として科目に編入した 256。 

創作活動の方が金石学の風潮に乗り、北宋から鐘鼎文で創作する活動が始まった。李伯時と

米芾が鐘鼎文を用いて銘文を書いた記録がある257。北宋末期から南宋初期にかけ、徽宗と高

宗は銘文が収載される礼器を作り、臣下に賜わった。薛士隆が鐘鼎文によって「林南仲墓誌

銘」を書いた 258。また『遂初堂書目』にも、「鐘鼎千文」と称した作品がある259。記録によ

る作品の数は少ないものの、北宋から南宋にかけ、簡単な款識や四字熟語から長編の文章へ

と進展する傾向があるが、これは徽宗と高宗両朝に金石活動のブームに伴い、様々な字書、

金石著作が備わり、釈出した鐘鼎文が増え260、引用が便利になったためと考えられる。 

鐘鼎文と伝抄古文が同源であると言う概念に基づいて鐘鼎文で文章を書く際、伝抄古文

を転用することがある。現在見られる実例として、御製の「政龢盨」、「紹興洗」などの銘文

がある261。古文は秦以後の文章にある文字全てに対応できないため、小篆を用いて補ってい

る。楼鑰の「跋薛士隆所撰林南仲墓誌」には、「嘗て伯順が寺正に先銘を求め、彼は古篆を

用いて書いた。（中略）寺正は書を博覧し、鐘鼎、古文を甚だ好み、奇字や怪字を探し、凡

そ見分けやすい字は用いていない。古文がなければ、小篆を用いて闋字を補った。真に古を

好んでいる」262 とある。御製の器銘にある古文、およびこの創作の意識により、常杓の「盤

谷序」を比較参照すると、三つの共通点を発見した。 

１、通用できる概念に基づいて伝抄古文と鐘鼎文とを混ぜ合わせて書いた点。 

２、見分けにくい字を好んで用いた点。例えば前節（一）小篆の歌字、（二）鐘鼎文の盤、

友、言、喜、前、如、中、望などの字、（四）出典不明の矣字などがそうである。 

３、古文では対応できない字は小篆を用いた点（表 1）。 

   

  

 
255 黄伯思「跋蘇氏篆後」、『東観餘論』巻下、17 葉。 
256「宣和六年八月十四日、詔書藝置提擧措置書藝所、生徒五百人為額、篆正法鐘鼎、小篆法李

斯。」 徐松輯『宋会要』崇儒三、『続修四庫全書』七七七冊、670 頁。 
257 米芾『画史』、盧輔聖主編『中国書画全書』第二冊（上海書画出版社、2009 年）、295 頁。翟

耆年『籀史』、18 葉。また、米芾の鐘鼎文は上海図書館蔵『紹興米帖‧篆隷巻九』に見える。 
258 楼鑰「跋薛士隆所撰林南仲墓誌」、『玫媿集』巻七十、11 葉。 
259 尤袤『遂初堂書目』、12 葉。 
260 字書の編纂する総字数は『考古図釈文』（元祐年間）の八二一字から『鐘鼎篆韻』（政和年

間）の数千字に激増した。容庚「宋代吉金書籍述評」、同続、『学術研究』（広東省社会科学界聯

合会、1963 年 6 月、1964 年 1 月）99 頁。 
261 容庚『商周彜器通考』（中華書局、2011 年）187、189 頁。 
262 楼鑰「跋薛士隆所撰林南仲墓誌」、『玫媿集』巻七十、11 葉。 
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第四節 小結 

 

古文で創作した常杓の「盤谷序」の字形を古文字と比較考察した結果、伝抄古文を使用す

る要因には以下の三つの場合があることが判明した。 

一、鐘鼎文がない場合 

二、鐘鼎文はあるが文字構造が小篆に近い場合 

三、鐘鼎文はあるが重出する場合 

さらに、南宋の鐘鼎文の作品と書作記録を照合すると、 

１、作品にある伝抄古文と鐘鼎文を混用する点 

２、記録にある見分けにくい字を選ぶ点 

３、小篆で古文の闋字を補う点 

という三つの共通点があることを発見した。 

この考察結果は、古文に関する著作の内容と成書の経緯、ならびに当時使用できた書物を

明らかにした上での研究であるので、「盤谷序」一例には過ぎないが、管見の及ぶ範囲での

見解である。最後に、宋代士人の文字学に対する観点をまとめておきたい。 

まず唐代から宋代の篆書の作風は、李斯と李陽冰の影響下にあることが挙げられる。「盤

谷序」にある鉄線篆の風格と款識を論じた皇帝の収蔵事情が、何よりもその証左である。 

次に常杓が款識に言う通り、鐘鼎文を用いて書く意識があったことである。多くの字があ

りのままに書かれ、判断できない字は少ない。全二〇三字中、鐘鼎文の字形と一致する文字

が一〇六字、鐘鼎文特有の文字構造で書いたのが四十五字である。宋代に、鐘鼎文の文字認

識によってのみ宋詞を書くには限界があるはずだが、彼は広く流布した伝抄古文を用いる

ことができた263。この書作の意識は、当時の士人には、古文は通用できる字体であるという

観点を持っていたことと関わっていよう。 

  

 
263前述の伝抄古文の字書以外、宋代以前の史料と当時の作品を見た可能性もあり、現存資料で

例を挙げるならば、魏の「三体石経」、唐代の「碧落碑」、「陽華巖銘」があり、宋代の郭忠恕の

「三体陰符経」、米芾の『紹興米帖―篆隷第九』、『御製文宣王贊碑』がある。 
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表 1 『説文解字』のみに属す文字 
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表 2 鐘鼎文のみに属す文字 

番

号 

総 表 番

号、文字 

常杓「盤谷

序」字例 

『 説 文

解字』小

篆字例 

宋代鐘鼎

文の資料

字例 

『 伝 抄

古 文 字

編』字例 

その他 

 

1.  
５環 

  
 海 

 

2.  
31為 

    

 

3.  
41所 

    

 

4.  
42盤 

    「史孫盤」 

5.  
46旧 

   海 

 

『古籀彙編』 

6.  
47友 

  

 

 

  『古籀彙編』 

7.  
49朋 

 

 

 海  『説文』古文 

8.  
52居 

 

  海 

 

9.  
53此 

   海 『紹興米帖』 

10.  
54其 

    

 

11.  
55言 

   

  

 

 

12.  
56真 

  

 

 章友直「跋歩輦図」 

13.  
65我 
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番

号 

総 表 番

号、文字 

常杓「盤谷

序」字例 

『 説 文

解字』小

篆字例 

宋代鐘鼎

文の資料

字例 

『 伝 抄

古 文 字

編』字例 

その他 

 

14.  
71喜 

    

 

15.  
79前 

    『古籀彙編』 

 
16.  

83居 
   海 「南宮中鼎」 

17.  
84命 

   海 「上海楚簡」 

18.  
99世 

   海 

 

19.  
103所 

  
  『訂正六書通』 

20.  
105無 

    

 

21.  109 誉

（俞）    

 

 

「齊侯鐘」 

22.  
110毀 

   海

海 

 

23.  
118無 

    『訂正六書通』 

24.  
125如 

    

 

25.  134 勢

（埶）    海 

 

26.  141 已

（巳）     「漢十二辰鑑」 

27.  
145戮 

    「穆」 
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番

号 

総 表 番

号、文字 

常杓「盤谷

序」字例 

『 説 文

解字』小

篆字例 

宋代鐘鼎

文の資料

字例 

『 伝 抄

古 文 字

編』字例 

その他 

 

28.  
146辱 

   海 『訂正六書通』 

29.  
147老 

    「仙人鑑」 

30.  
150子 

    

  

『古籀彙編』 

31.  
152子 

    『古籀彙編』 

32.  
154言 

    

 

33.  
158飲 

   海 

  

 

34.  
159之 

    

 

 

35.  160 酒

（酉）     「漢十二辰鑑」 

36.  
163以 

   

 

 

 

 

37.  165 盤

（槃）    

 

 

 

38.  
167中 

  
   

『商金文編』 

39.  
178盤 

   

 

 

 

40.  
183楽 

    

 

41.  
184寿 

    「漢鑑」 
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番

号 

総 表 番

号、文字 

常杓「盤谷

序」字例 

『 説 文

解字』小

篆字例 

宋代鐘鼎

文の資料

字例 

『 伝 抄

古 文 字

編』字例 

その他 

 

42.  
187無 

    

 

43.  
196望 

   

 

 

 

44.  
199車 

    

 

45.  
201馬 

   海 

 

 

 

表 3 伝抄古文のみに属す文字 

番

号 

総 表 番

号、文字 

常杓「盤

谷序」字

例 

『 説 文

解字』小

篆字例 

宋 代 鐘

鼎 文 の

資 料 字

例 

『 伝 抄

古 文 字

編』字例 

その他 

 

1.  
4陽 

    

 

2.  
６抱 

  

 

 

 

3.  
11真 

    

『説文』古

文 

4.  
13記 

  

 

 

 

5.  16 間

（閒）   

 

 

 

6.  
18甘  

   

 

7.  
21肥 
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番

号 

総 表 番

号、文字 

常杓「盤

谷序」字

例 

『 説 文

解字』小

篆字例 

宋 代 鐘

鼎 文 の

資 料 字

例 

『 伝 抄

古 文 字

編』字例 

その他 

 

8.  
35幽 

    

 

9.  
38隠 

  

 

 

 

10.  
45嗟 

 

  

 

 

11.  
48良 

   
 『説文』古文 

12.  
58深 

    
「罙」 

13.  
59味 

  

 

 

 

14.  
60彼 

  

 

 

 

15.  
64者 

    

 

16.  
66知 

  

 

 

 

17.  
67之 

    

 

18.  
68坐 

  

 

 

 

19.  
69郎 

 
 

 

 

 

20.  
72怒 
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番

号 

総 表 番

号、文字 

常杓「盤

谷序」字

例 

『 説 文

解字』小

篆字例 

宋 代 鐘

鼎 文 の

資 料 字

例 

『 伝 抄

古 文 字

編』字例 

その他 

 

21.  
76才 

    

 

22.  82 閑  

(閒)   

 

 『説文』古文 

23.  
87致 

  

 

 

 

24.  91 間 

(閒)   

 

 

 

25.  
93野 

  

 

  『説文』古文 

26.  
97真 

    

 

27.  
98忘 

  

 

 

 

28.  
104適 

  

 

 

「石経」 

 

29.  
111更 

 

 

 

 

 

 

30.  
112黜 

  

 

 

 

31.  
113陟 

  

 

 

 

32.  
115知 

  

 

 

 

33.  
116廃 
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番

号 

総 表 番

号、文字 

常杓「盤

谷序」字

例 

『 説 文

解字』小

篆字例 

宋 代 鐘

鼎 文 の

資 料 字

例 

『 伝 抄

古 文 字

編』字例 

その他 

 

34.  
117興 

    

 

35.  
119与 

  

 

 『説文』古文 

36.  
121夫 

    

  

37.  
123遇 

  

 

 

 

 

38.  
124当 

  

 

 

 

39.  
127嗟 

  

 

 

 

 

40.  
133趨 

  

 

 

 

41.  
135路 

  

 

 

 

42.  
140而 

   

 

 「耏」 

43.  
149恥 

  

 

 

 

44.  
151韓 

  

 

 

 

45.  
153聞 

  

 

 

 

46.  
155而 
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番

号 

総 表 番

号、文字 

常杓「盤

谷序」字

例 

『 説 文

解字』小

篆字例 

宋 代 鐘

鼎 文 の

資 料 字

例 

『 伝 抄

古 文 字

編』字例 

その他 

 

47.  
164繫 

  

 

 

 

48.  
166之 

    

 

49.  
170稼 

  

 

 

 

 

50.  
171深 

    

 

51.  
173誰 

  

 

 

  

 

52.  
174爭 

  

 

 

 

53.  
180未 

    

 

54.  
182之 

   

 

 

  

55.  
185且 

     「祖」 

56.  
189比 

  

 

 

 

  

57.  
194更 

  

 

 「叟」 

58.  
195奚 

  

 

 「傒」 

59.  
197願 
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番

号 

総 表 番

号、文字 

常杓「盤

谷序」字

例 

『 説 文

解字』小

篆字例 

宋 代 鐘

鼎 文 の

資 料 字

例 

『 伝 抄

古 文 字

編』字例 

その他 

 

60.  
95窮 

  

 

 

 

 

表 4 出典不明の文字 

番

号 

総 表 番

号、文字 

常杓「盤谷

序」字例 

『 説 文

解字』小

篆字例 

宋代鐘

鼎文の

資料字

例 

『 伝 抄

古 文 字

編』字例 

その他 

 

1.  
12堪 

  

 

 「甚」 

2.  
177欷 

  

 

 

「希」 

3.  
37阻 

  

 

 

「丹」 

4.  
172阻 

  

 

 

 

5.  
137趄 

  

   

6.  129 候 

（侯）     

 

7.  
175矣 

  
 

 「矢」 

8.  
200秣 

 

  

 「䬴」 



113 

 

   

 

常杓「盤谷序」 

【図版】『故宮歴代法書全集』第十冊、（国立故宮博物院、一九七七年） 

 



114 

 

第四章 徽宗朝の礼器銘文について 

 

目次 

はじめに 

第一節 礼器製作の背景 

一、金石学の勃興 

二、北宋礼制の構築と礼器 

第二節 徽宗朝の礼器銘文製作 

 一、礼器製作者の翟汝文とその礼器 

二、礼器にある古文の實相 

第三節 小結 

 

はじめに 

 

本章では倣古器物の鋳造された背景とその要因を論じる。宋初から徽宗朝にかけ、三代

器物は続々と出土し、仁宗朝から金石の研究や収蔵が始まり、金石研究と文字学研究を伴

って様々な金石著作、字書が成書され、徽宗朝に至ってピークを迎えた。これらの著作は

参考資料として、器物製作に影響を及ぼした。倣古器物というのは、主に朝廷の宗廟を祀

るニーズに応じたものである。つまり、皇帝は倣古礼器を鋳造する最大の支持者であり、

そのためこの時期の礼器を作る条件は空前絶後であった。そのため、本章ではまず礼器を

鋳造する翟汝文ら官僚集団を考察して、作者翟汝文の製作の実態を明らかにする。次に銘

文の内容を考察し、当時の祭事との関係を明らかにする。最後に、銘文の文字構造を分析

し、宋代器銘の実相を明らかにする。 

 

第一節 礼器製作の背景 

 

一、金石学の勃興 

王国維は、宋代には金石学が独立した学問として確立されたと考えており264、この見解

を踏まえるならば、宋代は金石学の濫觴と古文字学の黄金時代であると考えられる。宋初

にはじめて銘文の釈読を試みたのは、『説文』校訂本を編纂した徐鉉である。翟耆年『籀

史』には「徐鉉の「古鉦銘碑一卷」の叙にいう。建陽に越王時代の城の遺跡があり、城は

 
264 王国維「斉魯封泥集存序」、『観堂集林』巻十八（中華書局、1959 年）、920 頁。葉国良『宋

代金石学研究』（台湾書房、2011 年）、5 頁。 
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建渓という川に隣接する。村民が渓中から鐘のような器物一つを得た。（中略）それを刺

史の王延政に献上した。銘文の拓本を私に見せるものがおり、ただ『連鉦』の二字だけ判

読できた。それには楷書の黒印、「江南書、開寶九年五月敇送史館」があり、巻末には史館

の印と款識があり、巻首には刻印して 篆と題している。（徐鉉古鉦銘碑一卷、叙云建

陽有越王餘城、城臨建溪、村人於谿中獲一器、狀如鐘（中略）獻之刺史王延政。有摹其字

以示余者、惟『連鉦』二字可識、上有真字黑印云、江南書、開寶九年（976）五月敇送史

館、卷末有史館印識、右刻之首題曰 篆。）」265とある。 

金学の研究は、真宗年間に始まる266。咸平三年（1000）には、乾州から古鼎が献上さ

れ、それには四角形で足が四本あり、銘文二十一字が鋳込まれていた。皇帝が学者を招い

て考証し、句中正と杜鎬が銘文により、「史信父甗」と判定した267。この銘文は天禧元年

（1017）、僧湛によって「周秦古器銘碑」に刻された268。 

仁宗皇祐三年（1051）、秘閣や太常に収蔵する器物が十一種あり、楊南仲が命じられて

銘文を考証し、初の金石図釈269の著作『皇祐三館古器図』を編纂した。また仁宗が器物の

銘文を拓して臣下に賜った。これが、鐘鼎文が流布する端緒であると考えられている270。

賜った銘文は李唐卿、王洙により釈出され、胡俛は煕寧元年（1068）にそのなかの五本を

編集した『古器図』を出版した。 

嘉祐六年（1061）、劉敞(1019－68)が長安で多くの古器を得て、『先秦古器図』（佚）を

編集した。この本は図釈して石に刻し、拓して行なわれたもので、容庚氏の「宋代金石佚

書目校補」には「此圖刻于石、凡十一器、張廷濟、趙魏所蔵拓本、止存七器」と注されて

おり、十一器のうち七器のみの拓本が残っていることがわかる271。著作は散逸したが、劉

敞は編集する目的を「先秦古器記」において、「好古博雅の君子で私の意図を汲む者を待

ちたい。礼経・礼制はこの銘文を通して古礼の制度を明らかにし、文字学は銘文を用いて

古文を校正し、史学は器物の年代と記録された人物によって歴史を整理する、そうして先

 
265宋代でいう摹本は複製品であり、常に拓本を指す。例えば、『文忠集』には「『御書禮記經解

石刻䟦』、右御書經解一卷、紹興三十年三月、詔摹本賜新進士梁克家。」とある。また、『宝刻叢

編』には「每欲摹本必躬濡紙傅石、以綿帛漬墨拓之。」とある。一方、模写で作った複製品は

「榻本」という。白川静『金文通釈』五、『白川静著作集』別巻（平凡社、2005）、53 頁。翟耆

年『籀史』、13 葉。周必大『文忠集』巻十四、5 葉。陳思『宝刻叢編』巻十四、42 葉。靳永

『書法研究的多重証拠法―文物、文献與書蹟的総合釈証』（齊魯書社、2008 年）、10-14 頁。 
266 薛尚功『歴代鐘鼎彜器款識法帖』には「仲信父甗」として収録する。容庚「宋代吉金書籍述

評」、同続、『学術研究』、（広東省社会科学界聯合会、1963 年６月、1964 年 1 月）81―97、８５

―102 頁。『歴代鐘鼎彜器款識法帖』巻十六、２葉。 
267 趙明誠『金石録』巻十一、三葉。 
268 翟耆年『籀史』、27 葉。 
269 図釈とは、彜器の図象と款識の解釈をいう。 
270 王国維「宋代之金石学」、『王国維論学集』、（中国社会科学院出版社、1997 年）、203 頁。 
271 容庚「宋代吉金書籍述評」続、『学術研究』、（広東省社会科学界聯合会、1963 年６月、1964

年 1 月）93－94 頁。白川静「集古録跋尾」、『金文通釈』五、『白川静著作集』別巻（平凡社、

2005）、56 頁。 
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秦古器をよく明らかにすることができる。（俟好古博雅君子焉終此意者、禮家明其制度、

小學正其文字、譜牒次其世諡、迺為能盡之。）」と記した。このことから劉敞は礼器銘文

の研究として、経学（礼制）、文字学（小学）、史学の三綱をたてていることがわかる272。

また劉敞は銘文の釈文や拓本を作って欧陽脩に贈った。それらの銘文は『集古録』に収録

されているからである273。 

この欧、劉両氏が宋人の金石収蔵、研究の気風を引き起した。当時、趙明誠は、「およ

そ古物の収蔵は劉敞から始まり、前代の古文字を収録するのは欧陽脩から始まった。後の

学者がわずかに古物を探し、研究方法を知るのは、全て二人の力のお陰である。（蓋収藏

古物實始於原父、而集録前代遺文亦自文忠公發之、後來學者稍稍知搜抉竒古、皆二公之力

也。）」274と述べた。欧陽脩は十八年をかけ、周代から漢代にかけての器物銘文や石刻を収

集し、その数は千本を優に超えた。彼は「慶歴五年から嘉祐七年にかけて（1045－1062）

十八年をかけて千本を収集した。（自慶厯乙酉逮嘉祐壬寅、十有八年、而得千卷）」275とい

う。その内の四百本余りが『集古録跋尾』に収録されている。これは、北宋金石学におけ

る最初の一大集成であり、特に新しい彜器観と、その学問方法とが示されている。白川静

氏は、「欧陽氏の跋尾は、宋代金文学のいわば草創期の学術を伝える貴重な資料である。

またその集古録編纂は、當時における金文学の成立に指導的な役割を果たし、その機運を

醸成した。從來の彝器觀もここにその面目を改め、古器を瑞器あるいは妖祥とする舊時の

觀念は一掃された。そこでは、彝器や器銘を古代研究の史料とし、これを歴史的に系列づ

けるという史学的方法がとられている」と指摘した276。歴史学者の欧陽脩は歴史の誤りを

訂正し、経書の缺を補うため、『集古録跋尾』を成書したのである。彼は「歴史と伝記の

不足や誤りを補うことができ、この著作を後学に伝え、学問に役立つことを願う。（可與

史傳正其闕謬者、以傳後學、庶益於多聞。）」277という。これはいわゆる「証経補史」を目

的とするものである。欧陽脩は古文に対する理解が不足していたため、古文の釈読はほと

んど劉敞、楊南仲、章友直に頼った278。 

楊南仲は北宋の文字学者とし国子監書学に任ぜられた。彼は皇帝の古文字顧問として、

献上された器銘を釈出した。嘉祐年間（1056―1063）、章友直と「二体石経」を作り、国

子監に建てた。彼の文字学に関する著作は残されていないが、鐘鼎文の考証の成果は欧陽

脩の『集古録』に収録されている。呂大臨『考古図釈文』も彼の解釈を引用している。時

代の制約のため錯誤は避けられないが、解釈の多くは、現代の学者に認められている279。 

 
272 白川静「集古録跋尾」、『金文通釈』五、『白川静著作集』別巻（平凡社、2005）、62 頁。 
273 全十本がある。欧陽脩『集古録』巻一、1、11、12、13、16、24 葉。 
274 趙明誠『金石錄』巻十二、8 葉。 
275 欧陽脩「與蔡君謨求書集古錄序書」、『文忠集』巻六十九、11 葉。 
276 白川静「集古録跋尾」、『金文通釈』五、『白川静著作集』別巻（平凡社、2005 年）、61 頁。 
277 欧陽脩『集古録』序、２葉。 
278 「自余集録古文所得三代器銘、必問於楊南仲、章友直。」欧陽脩『集古録』巻一、10 葉。 
279 馬暁風『宋代金文学研究』陝西師範大学博士論文、（2008 年）、56 頁。 
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王国維は劉敞と欧陽脩が積極的に器物銘文を収集し、楊南仲が銘文を釈読する成果に恵

まれ、宋代の古文字学の勃興をもたらしたと考えている280。また陳芳妹氏は、欧陽脩が礼

器実物を直接考察したこと、器物の出土地を重視したこと、器物の「自名法」を提起した

ことは、後の『考古図』の成書に新たな研究方法を提供したと考えている281。 

神宗朝に至ると、図釈の学は隆盛する。代表的な著作に、李公麟の二つ著作『李氏古器

録』（『籀史』に『考古図』五巻と称する）・『周鑒図』と呂大臨の『考古図』がある。李氏

の著作は全て散逸したが、『籀史』には「李公麟、字は伯時、舒城の人である。『考古圖』

を著し、毎巻には、それぞれの器物の図象を描き、銘文の釈文を作り、字形を意味と音を

解明し、使用法を叙述する。また前序と後賛を加え、天下に流行した。士人が金学に留意

するきっかけは、彼から始まる。（李公麟字伯時、舒城人也。著考古圖、每巻毎器各為圖

叙、其釋制作鏤文、窽字義訓、及所用。復總為前序後賛、天下傳之。士大夫知留意三代鼎

彛之學、實始於伯時。）」と記録した。呂大臨『考古図』の成書もこの本の体裁を用い、

資料を引用している。 

元祐七年（1092）の成書、呂大臨『考古図』は、現存する最古の金石図釈の著作である。

呂大臨の編集目的は、単なる趣味の収蔵ではなく、器物の制度の考察を通して経書の不足を

補うものであり、後学に貴重な資料を残したいと考えての編集であった。彼はいう。「暇日

に器物銘文を整理して成書した。器物は珍奇な骨董として弄ぶものではない。器物を観察し、

銘文を読み、形象を記録し、三代の遺風を追いかけて古人と会うかのようである。銘文の意

を通して古人の志を受けとり、あるいは器物製作の経緯を考察し、経書の不足を補充し、諸

儒の誤りを訂正する。天下の後世の君子で古に意を留めるものは、この本を用いて深く考察

するであろう。（暇日論次成書、非敢以器為玩也。觀其器、誦其言、形容髣髴、以追三代之

遺風、如見其人矣。以意逆志、或探其制作之原、以補經傳之闕亡、正諸儒之謬誤、天下後世

之君子有意於古者、亦將有攷焉。）」282と。 

呂大臨が収録した器物には、皇帝の秘閣、太常、内府や士人たちの三十八家が収蔵した二

百三十四器があり、283そのうち李公麟の収蔵は最多の四十九器を占めている。『考古図』全

十巻は、李公麟『李氏古器録』の体裁を援用し、各器物の形象、款識、寸法、重量、容量を

詳しく記録している。これらの資料は収蔵家の私物から出たものを、呂大臨が体系的学術的

に整理してこの世に示したものである。この『考古図』が、器物の研究を中心とする金学の

基礎を築き、清代まで影響を及ぼした。さらに呂大臨は『考古図釈文』という鐘鼎文字書を

 
280 「劉原父、歐陽永叔輩亦復蒐羅古器、徴収墨本。復有楊南仲輩為之考釋、古文之學勃焉中

興。」王国維「宋代金文著録表序」、『観堂林集』（芸文印書館、1956 年）、77 頁。 
281 陳芳妹「宋代金学的興起与宋倣古銅器」、『青銅器与宋代文化史』、（台湾大学出版中心、2019

年）、７頁。 
282 呂大臨「考古図記」、『考古図』、2 葉。 
283 目録の人数と器物数は実際に収録した数と異なる。容庚氏と馬暁風氏の考察に拠ってこの数

値を示す。容庚「宋代吉金書籍述評」、『学術研究』、（広東省社会科学界聯合会、1963 年）83

頁。馬暁風『宋代金文学研究』陝西師範大学博士論文、（2008 年）、65 頁 
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編集した。四百余りの字首を釈出し、合計八百二十一字を集めている。この字書は、初めて

の文字学の著作といえる284。陳芳妹氏の考察によれば、呂大臨の宋代金石学に対する貢献は、

以下の四点であるとする285。 

１、形象と名詞の定義。詳しく器物の情報を記録するため、器物の制度、紋様、銘文など

の名詞を定義した。 

２、実物と文献を参照する方法の確立。器物を命名する際に、銘文の内容で器物の形象を

判断する「自名法」を確立し、器物名が銘文に示されてない場合は文献を引用して命名する。

例えば、「爵」、「觚」の命名である。 

３、時間と空間を測定し器物を史料化。銘文にある干支によって、二十八器の製作時間が

判明し、七十九器の出土地が判明したことは、器物の情報を史料化する進展である。これは

現代の考古学が出土地点を重視することと一致する。 

４、器物の発展史を初めて確立。 

一方、白川静氏は『考古図』に対し、「古器彝銘をみること、經書を奉ずるのと同じ。

從つて記述の中心も、彜器を禮書に徴して説くものが多く、銘文の考釋には大きな進展を

みせていない」と指摘し、さらに、「その釋文（『中朝事後中尊』）に本づいて周禮にいう

禮制との一致を求めているが、すでに銘釋に誤が多く、また周禮の古彜器に対する知識も

甚だ不正確なものである。後中は先考の名、器はその圖によっても明らかなように壺であ

る。考古の圖釋にはこの種のものがかなり多く、また経によって器を説くために、かえっ

て誤を致すところが少くない。」と批判した286。呂大臨が「補經傳之闕亡」のため、礼器銘

文を考察する際に経書の桎梏から抜け出さない一面もあることが明らかとなった。 

しかし、時代の制約のため錯誤は避けられないものの、陳芳妹氏が提示した前人未到の

研究方法と成果を清代まで援用したことも事実であり、大きな貢献があると考えられる。 

 仁宗朝から、民間や士人たちの金石を収蔵する気風が益々盛んになり、皇室の器物収蔵が

増加している。『考古図』には「秘閣九器、太常六器、内蔵十六器」と合計三十一器を記録

されている。しかし、皇室の器物収蔵のピークは徽宗朝である。徽宗が大観年間から天下の

彜器を収集し始めた。そのうえ、入手した銘文や図版を『博古図録』（後の『重修宣和博古

図』）に編入した287。『重修宣和博古図』を編集する目的は「礼器の用い方を明らかにする（発

 
284 唐蘭『中国文字学』（太平書局、1963 年）、20 頁。 
285 陳芳妹「考古図、宋代金学的学術化」には「1、形象與名物詞彙的界定、２、視學形象與文

字互補関係的建立、３、器物史料化、時空的釐定、４、器物発展史課題雛形的初歩建立」など

の貢献を提起する。陳芳妹「宋代金学的興起与宋倣古銅器」、『青銅器与宋代文化史』、（台湾大

学出版中心、2019 年）、7－16 頁。 
286 白川静「図釈の盛行」、『金文通釈』五、『白川静著作集』別巻（平凡社、2005 年）、67－68

頁。 
287 徽宗の『博古図録』は、『四庫総目』では『読書敏求記』により、作者を王黻と定めた。し

かし、容庚氏は徽宗が執筆者であり、王黻は編集者であると考える。この書物は、大観年間

（1107ー1110）に始まり、李公麟『李氏古器録』の体裁を用いて編集された。初期に、黄伯思

が編纂に参与し、著作の『古器説』四二六篇の内容を『博古図録』に編入して、『宣和殿博古
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明礼器之所為用）」288ためであり、徽宗朝の礼器製作の模範を集めるために編集したことが

理解できた。 

徽宗は即位後、大觀初年、議礼局を設置した。289礼制を復興し、「制礼作楽」の手本を作

るため、古器を収集した。大觀二年(1108)十一月辛酉、徽宗は、兵部尚書兼議礼局詳議官

の薛昂の奏上をうけた。彼はいう、「議礼局が使用している礼器、たとえば尊、爵、簠、

簋などの類いは、士大夫の収蔵とは異なる。思うに古器の多くは墓から発掘され、およそ

千数百年間に、その器の規制はきっと偽造したものではないであろう。『礼が失われたら

民間に求める』」という。今の朝廷は礼文を修正すれば、考究できる者は、広く探して史

料を取ることができよう。私はこれを州県の官僚に委ねて、士大夫や民間の古礼器収蔵者

を訪問させようと考える。人を派遣して収蔵先で器形と器制を図象で記録させ、誤差のな

い器を確認して尚書省議礼局に送らせる。その製作費用は政府が支給する。完成された図

を他人へ貸出たり妨害をさせない。（有司所用禮器、如尊爵簠簋之類、與大夫家所藏古器

不同、蓋古器多出於墟墓之間、無慮千數百年、其規制必有所受非偽為也、曰：『禮失則求

諸野』、今朝廷欲訂正禮文、則茍可以備稽考者、宜博訪而取資焉、臣愚欲乞下州縣委守、

令訪問士大夫或民間有收藏古禮器者、遣人往詣所蔵之家圖其形製、檢無差誤申送尚書省議

禮局、其采繪物料並從官給、不得令人供借及有騷擾。）」290と。これは、「徽宗聖文仁徳顕

孝皇帝宣和博古図三十巻」にいう「多くの家臣らが家蔵する古器物を皇帝の書庫に集める

（集羣臣家所蓄舊器萃之天府）」と一致する。291 

徽宗が天下の器物を収集した成果について、蔡絛は「大観初年、李公麟の『考古図』を

模倣して『宣和殿博古図』（後の『重修宣和博古図』）を作る。収録した大小の礼器は五百

件余りに達する。この世は器物の愛すべき価値を知り、一器の値段が数十万からのちに百

万まではね上がった。それゆえ、天下の古墳がほとんど盗掘された。これは政和年間が最

も盛んであった。皇室の収蔵は六千数百器余りに至り、三代の礼制の文章を見、先儒が著

した経書と読み比べると、笑うべきものがある。（中略）徽宗朝が注目するのは三代の器

物のみで、秦漢代の物は特殊でないと収めない。宣和以降の物は、全て収録し一万余器に

至った。「岐陽宣王石鼓文」、「西蜀文翁礼殿の絵像」など有名な物は、大小や出土地の遠

近を問わず、全て皇室に収蔵した。そして、宣和殿の後ろに保和殿を建て、その左右に稽

古閣、伝古閣、尚古閣を設置し、古玉印璽、鼎彞礼器、法書図画を収蔵した。（大觀初、

乃倣公麟之考古作宣和殿博古圖、凡所藏者、為大小禮器則已五百有幾。世既知其所以貴

 

図』と称して成書した。全五百余器が収録されている。さらに、宣和年間（1119ー1125）にか

け、内府が得た器物を『宣和殿博古図』に増補し、器物の数は八三九器に増え、『重修宣和殿博

古図』と称して成書した。これが現在『四庫全書』に見える王黻『重修宣和博古図』である。 
288 「徽宗聖文仁徳顯孝皇帝宣和博古圖三十巻」、翟耆年『籀史』、1 葉。 
289 「大觀初、置議禮局於尚書省、命詳議檢討官具禮制本末議定…初議禮局之置也、詔求天下古

器,更制尊爵鼎彝之屬。」脱脱『宋史』巻九十八、3、4 葉。 
290 鄭居中『政和五礼新儀』卷首、14 葉。 
291 翟耆年『籀史』、1 葉。 
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愛、故有得一器其直為金錢數十萬、後動至百萬不翅者。於是天下塚墓破伐殆盡矣、獨政和

間為最盛。尚方所貯至六千餘數百器、遂見三代典禮文章、而讀先儒所講説殆有可哂者。

（中略）時所重者三代之器而已、若秦漢間物非殊特蓋亦不収、及宣和後則咸蒙貯録、且累

數至萬餘。若岐陽宣王之石鼓、西蜀文翁禮殿之繪像、凡所知名、罔間巨細逺近、悉索入九

禁、而宣和殿後又剏立保和殿者、左右有稽古、傳古、尚古等諸閣、咸以貯古玉印璽、諸鼎

彞禮器、法書圖畫盡在。）」292と述べている。 

しかし、この膨大な収蔵の一部、八百三十九器しか『重修宣和博古図』には収録されて

いない293。そのため葉国良の「宋代吉金嘉石之発見与聚散」では『重修宣和博古図』に収

録されない内府収蔵の器物を考察している294。 

国家が力を入れて、天下の器物を皇室に集め、古文字に精通している士人を選んで礼局に

任じ、古文を探究し、皇帝自らも訓詁の研究に参加した。そして最後には、『重修宣和博古

図』を成書した295。しかし、南宋の洪邁は、この本には歴史考証について問題があると非難

した296。その原因は、「政和、宣和年間、蔡京が宰相となり、史書を読むことを禁ずる政策

を行い、『春秋三伝』は高い楼閣にしまわれたので、史実の引用には、誤りや矛盾がある。

（政和、宣和間蔡京為政、禁士大夫不得讀史、而春秋三伝、真束髙閣、故其所引用、絶為乖

盾。）」297という。当時の士人は、銘文を釈読する際に、史学の知識が足らないまま、史書

によって銘文の内容を判断したため、多く古文が誤って釈出され、解釈した内容も史実と異

なることになった。また、『四庫全書総目提要』には、『重修宣和博古図』は誤って釈出され

た文字があるものの、字形や器物の図象がありのままに記録されている。これは後の研究者

にとって豊な資料であると評価した298。 

白川静氏は『考古図』と『重修宣和博古図』とは、劉敞、欧陽脩らが唱えた経学、小学、

史学を器物学で統合し、最も望ましい研究方法を自覚しないため、多く鑿説をもたらしたと

指摘している。彼は「考古は礼書を以て彝器を解し、博古は史を以て彝銘を解しようとする

が、何れも甚だしい鑿説に陷ることが多い。彝器・銘識の学は即物の学であり、それ自身の

うちに原則と体系とを求めなければならぬものである。欧陽脩を唱首とする諸人によって

主張された礼制・文字・史伝の学は、彝器の学において統合されることが最も望ましい方法

 
292 蔡絛『鉄囲山叢談』巻五、13―14 葉。 
293 『博古図』は成書以降も続修している。宣和年間に至って収録する器物は、五百二十七器か

ら八百三十九器に増加した。容庚「宋代吉金書籍述評」続、『学術研究』、（広東省社会科学界聯

合会、1963 年６月、1964 年 1 月）90 頁。 
294 葉国良『宋代金石学研究』（台湾書房、2011 年）、16-17 頁。 
295 「集羣臣家所蓄舊器、萃之天府、選通籕學之士、䇿名禮局、追跡古文、親御翰墨、討論訓

釋、以成此書。」翟耆年『籀史』、1 葉。 
296 洪邁『容斎隨筆』巻十四、6－7 葉。 
297 洪邁『容斎隨筆』三筆巻十三、3 葉。 
298 「其書考證雖疎、而形模未失、音釋雖謬、而字畫具存。讀者尚可因其所繪以識三代鼎彛之

製、欵識之文、以重為之核訂。當時裒集之功、亦不可没、其支離悠謬之説、不足以當駁詰、置

之不論不議可矣」。『重修宣和博古圖』提要、３葉。 
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であるが、考古と博古とには、そのような自覚が乏しいようである、そこに北宋末の時運の

退潮をみることができよう。」と述べる。299 

一方、陳芳妹氏の考察により、『重修宣和博古図』の成書は『考古図』より進展があり、

それは以下の四点を指摘する。 

１、礼器銘文を史料化にすること。銘文の内容や文献によって、あらゆる器物の時代を判

断した。誤りがあるが、『考古図』からの初めての試みである。 

２、器物を確実に分類すること。『考古図』にある「彜」を用いて様々な器物を通称する

現象は『重修宣和博古図』には見られない。 

３、各器物の「総説」を立てること。器物を文献と連携し、人と祭事との関係を繋げて器

物の体系を作った。 

４、歴史の現象を体系化すること。器物にある情報を倫理的に解釈する。例えば、饕餮の

模様は貪欲を戒める意を示すという解釈である。歴史現象を道徳や倫理的に解釈する意識

があると判明した300。 

北宋末、欧陽脩の『集古録』を継承し、金石の著作目録を作ったのが『金石録』であ

る。趙明誠『金石録』三十卷は宋代金石著目の最後のものであり、彼は家藏の金石二千本

を目録十卷に編集し（十一巻以下は跋尾）、その巻一に記す第二十二条までは古器銘であ

る。その器物はほとんど先行の著録にあったもので、趙氏が収蔵した僅か六器は「家蔵古

器物銘上、下」条に編入している。跋尾には先行の著録を引用したものが多いが、器物の

時代や作器者についてはみだりに論断することを避け、極めて慎重な態度をとっている。 

 白川静氏は「宋代の金石学は、欧陽氏の集古にはじまり、趙氏の金石学はその精神を繼

承し、その学の後勁を為すものといえよう。」と評価した。301 

 靖康の変（1126）で、戦争とともに徽宗朝の一万件の器物が金人に奪われ、ほとんど壊

され、また民間に流出したものもある。『金史』には「詔により、遼国と宋国を平定によ

って得た器物は、長い歳月を重ねた不祥なものであるため、全て破壊せよと命じた。（詔

平遼、宋所得古器、年深嵗久多為妖變、悉命毁之。）」とある。302そのため『重修宣和博古

図』に収録された器物はほとんど伝わらないのである。 

内府収蔵の器物が乏しいため、高宗が礼器を鋳造する際は、『重修宣和博古図』を参考

にしたほか、家臣の収蔵を借りた。『中興礼書』には、「（紹興十五年十一月十一日）かつ

て翟汝文は礼制局の官僚だった。家には多く古礼器の制度、文字や図版を多く収蔵してい

 
299 白川静「図釈の盛行」、『金文通釈』五、『白川静著作集』別巻（平凡社、2005 年）、75 頁。 
300 陳芳妹「皇家古器物図錄、重修宣和博古図」は「1、材料史料化２、分類呈現更為一致３、

毎種類別、各立總説４、試圖對歴史現象作理論化或體系化的解釋」などの進展を提起した。陳

芳妹「宋代金学的興起与宋倣古銅器」、『青銅器与宋代文化史』（台湾大学出版中心、2019 年）、

43－45 頁。 
301 白川静「彜器の散佚と款識の学」、『金文通釈』五、『白川静著作集』別巻（平凡社、2005

年）、75 頁 
302 宇文懋昭『欽定重訂大金國志』卷十四、5 葉。 
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た。翟耆老に乞い、全ての収蔵を検査して礼器局に送り、時には赴いて議論し、終了後に

返還すると。（翟汝文曾任禮制局官、其家有古器制度、文字併圖様、甚多。乞下翟耆老、

盡數検尋、時踅發赴禮器局、参照討論、候了畢、給還。）」とある303。 

南宋に至ると、士人たちは新出土の器物を入手することが難しくなり、器物の研究が衰

え、新たな器物の図象を編集した書物は稀である。この時の金石学は、北宋末の「図釈の

学」から「款識の学」に転換し304、鐘鼎文の研究は再び民間で進展した。薛尚功『歴代鐘

鼎彜器款識法帖』、王俅『嘯堂集古録』、王厚之『復斎鐘鼎款識』はこの時期の代表作であ

る。薛尚功『歴代鐘鼎彜器款識法帖』二十卷は、紹興十四年（1144）に成書し、呂大臨

『考古図』と王黼『重修宣和博古図』とをベースに銘文や文字の考釈を収録し、新收集の

材料を加えて五百十一種の銘文を編集した。『四庫全書総目提要』には「諸家の長所を取

ってその異同を比較する。多くの訂正・校正の貢献があり、単なる剽窃や伝写と比べるこ

とはできない。（集諸家所長而比其同異、頗有訂說刊誤之功、非抄撮蹈襲者比也。）」とあ

る305。王俅『嘯堂集古録』上、下二卷306の成書時期は『重修宣和博古図』より遅いと見ら

れる。これは、商、周、秦、漢以來の青銅器と印、鏡などの銘文三百余器を収録するが、

銘文と釈文を記すのみで考證がなく、銘文の間に脱字、闕字がある。これに対し、吾丘衍

は、「夏禹印」、「滕公墓銘」の偽器を収録するが、摹刻が良いため、研究の価値があると

考えている307。王厚之『復斎鐘鼎款識』は、五十九種の銘文と釈文を記すのみで考證がな

いが、その印記題跋によって南宋から清代にかけての伝承が見える。 

南宋以後、金石学の研究や著作の編纂は停滞した。款識の著作は、南宋の諸作以來、阮

元の著作に至るまでとうとうあらわれず、空白の時期を迎える。器物の出土蒐集もまたこ

の時期以後にはみえない308。 

宋代に『説文解字』の研究と伝抄古文の字書を完備したことは、鐘鼎文の研究と考釋に

有利な環境を提供した。宋初において、徐鉉と徐鍇は『説文解字』を校正、注釈し、『説

文解字韻譜』、『説文繋伝』を著し、これが流布され、さらに官学の教科書として習われ他

 
303 宋礼部太常寺纂修、徐松輯『中興礼書』卷九、7 葉。『続修四庫全書』八二二冊、38 頁。 
304 皇帝が主導した礼器製作の活動から、民間の士人たちが鐘鼎文を考釈する活動に転換したこ

とを意味する。この転換は、鐘鼎文の釈出と研究は皇室に奉仕することのみならず、南宋の士

人が鐘鼎文を研究し、その著作を広く民間に流布することにより、直接的に鐘鼎文の書作に影

響を及ぼしたものであると考えられる。 
305 現存のテキストには明崇禎( 1628-1644 )朱謀垔刊本、阮元刻本があり、また中央研究院が

石刻宋拓本殘葉を蔵す。陳志平編『書学史料学』（北京、人民美術出版社、2010 年 8 月）、121

頁。 
306 作者王俅、字は子弁、生卒未詳、北宋南宋の間の人。書テキストについて、蕭山朱氏蔵宋淳

熙本は尤も良い。また涵芬樓影印版は『続古逸叢書』に収載している。容庚「嘯堂集古錄述

評」、『宋人著錄金文叢刊初編』（北京、中華書局、2005 年 7 月）、561-562 頁。 
307 吾丘衍「学古編」、『歷代印学論文選』（杭州、西泠印社、2005 年 7 月）、22 頁。 
308 白川静「彜器の散佚と款識の学」、『金文通釈』五、『白川静著作集』別巻（平凡社、2005

年）、82 頁。 
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ことにより、宋代の文字学の基礎を作った。また、宋初の郭忠恕が伝抄古文を編集した

『汗簡』309とその後の夏疎の『古文四声韻』は、鐘鼎文を考釈する上での参考資料であ

る。宋人の鐘鼎文に対する概念は、小篆のように一律の字形ではなく、一字が多体の場合

があり、部首や筆画の増減があり、左右の位置がずれている場合があり、左右反転する場

合があるといえる。 

北宋元祐中（1092）の呂大臨『考古図釈文』には、「古器の銘識の字義を考察すると、

小篆と異なるだけではなく、同じ器物の同じ字でも筆画の増減や偏旁の上下左右の位置が

異なる。たとえば、『伯𦣻父敦』の𦣻字は、 に作り、また に作る。宝字は、 作り、

また に作る。蘄字は、 に作り、また に作る。『叔高父簋』の蓋底にはすべて銘文が

あり、簋字は、 に作り、また に作る。『晉姜鼎』の作字は、 に作り、また に作

る。異なる器物では、彜、尊、寿、万などの字は、器ごとに筆画に小異があることから、

古文字は必ずしも同文でなく、秦代になって省略改定して一律になった。それゆえ古文の

筆画は小篆では該当できないのである。（古器銘識、考其文義不獨與小篆有異、而有同是

一器、同是一字而筆畫多寡、偏旁位置左右、上下不一者、如『伯𦣻父敦』之𦣻字一作 、

一作 。寳字一作 、一作 。蘄字一作 、一作 。『叔高父簋』蓋底皆有銘、其簋字

一作 、一作 。『晉姜鼎』之作字一作『 』、一作『 』。其異器者如彜、尊、夀、萬

等字、器器筆畫皆有小異、乃知古字未必同文、至秦既有省改以就一律、故古文筆畫非小篆

所能該也。）」310と述べている。。 

また、呂大臨は、伝抄古文を用いて一部の鐘鼎文を釈出することができ、小篆の文字構

造と参照する方法と、特殊な形象によって六、七割の鐘鼎文が判断できるとした。「古文

で今日まで伝来する古文は、その三、四割を釈出できる。その他は形象によって釈出す

る。たとえば、 は射、 は丁、 は壺、 は鬲、 は車といった類である。あるい

は字義によって釈出する。たとえば、 は鬳、 は𡤀の類である。あるいは筆画が小篆

を省略したもの、たとえば、 は惟、 は位の類である。あるいは筆画が小篆より多い

もの、たとえば、 は万で、小篆では邁字であり、 は受で、 は秦で、 は𨚕に作る

類である。あるいは左右が反転し、上下が異なるもの、たとえば、 と はともに永、

と はともに福、 と はともに姜、 と はともに姬の類である。また部首は弁

別できるが発音が伝わらないもの、たとえば、 は 𥃘に作る類である。その他の

六、七割を釈出できるのである。（古文有傳于今者、既可考其三四。其餘或以形象得之、

如 為射、 為丁、 為壺、 為鬲、 為車之類。或以義類得之、如 為鬳、 為𡤀

 
309 郭忠恕の『汗簡』は伝抄古文の大集成であり、以後の古文書の発掘と収集はほとんど進展し

ていない。しかし、『汗簡』は当時に広く流布されていない。代わりに、慶暦四年（1044）に

『汗簡』の基礎の上に成書した夏疎『古文四声韻』は『汗簡』の内容を世に広めた。李零「出

版後記」、郭忠恕、夏竦編『汗簡、古文四声韻』（北京、中華書局、2010 年 9 月）、161、163

頁。李学勤序、黄錫全『汗簡注釈』（台湾古籍出版社、2005 年）、２頁。 
310 呂大臨『考古図釈文』、2 葉。 
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之類。或筆畫省於小篆、如 作惟、 作位之類。或筆畫多於小篆、如 作萬、小篆乃邁

字。 作受、 作秦、 作𨚕之類。或左右反正、上下不同如 皆作永、 皆作

福、 皆作姜、 皆作姬之類。有部居可别、而音讀無傳者、如 作 作𥃘

之類。又可考其六七。）」とある311。『考古図』の編集に伴って、鐘鼎文の「射 」が初め

て釈出されたことにより312、宋初徐鉉の「千字文」（黒龍江省博物館蔵）は、この字形

「 」を使用する作品は偽物であると判明した。313『考古図釈文』の主文（字頭）の字数

が四百字余り、総数が八二一字あることは314、青銅器を収蔵したり、研究したりする金石

活動が徐々に盛んになったことを意味しよう。 

徽宗朝（1100－1126）に刊行された、王楚『鐘鼎篆韻』の主文の字数は一〇四二字、総

数六六四八字である315。一気に増加したことがわかるが、収蔵や研究が黄金時期を迎えた

結果ともいえよう。この時期の鐘鼎文の考釈について、王国維は「『考古図』と『重修宣

和博古図』は、器物の形制（形状・款式）の模写、名物（名称・特徴）の考証に全力を尽

くしており、多くの成果を獲得した。（中略）文字の考釈については、前人未到の功績で

ある。清朝の阮元や呉雲などの諸家もその範囲を超えることができなかった。もしこれを

牽強付会だ錯誤だと非難するのであれば、これもまた清朝の諸大家が免れられなかったの

である。（考古、博古二図、摹寫形制、考訂名物、用力頗巨、所得亦多（中略）至于考釋

文字、宋人也有鑿空之功。國朝阮呉諸家不能出其範囲。若其穿鑿紕謬誠若有可譏者、然亦

國朝諸老之所不能免也。）」と評価した316。その阮元は、「商周銅器説」に「北宋以後は、

荒野や古墓から獲得した器物が多く、初めは古器を神奇な祥瑞なものとは見なさなかった

が、これを賞玩し、さらに学者たちの考証や銘文の釈出が、日に日に益々精確になった。

そのため、『考古図』は宋代の収蔵家たち、河南の文彦博、盧江の李公麟など三十余家を

列挙している。士人たちは家に器物を収蔵し、その銘文を認識し、三、四千年の器物を考

察し、そこでこの道は大いに明らかになったのである。（北宋以後、高原古冢、捜獲甚

多、始不以古器為神奇祥瑞、而或以玩賞、加之學者考古釋文、日益精核、故考古圖列宋人

收藏者、河南文潞公、廬江李伯時等三十餘家、士大夫家有其器、人識其文、閲三四千年、

 
311 呂大臨『考古図釈文』、2-3 葉。 
312 呂大臨『考古図』巻三、9 葉。 
313 曹宝麟氏は文献と書法によって本物の可能性があると判断する。彼は徐鉉「千字文」の古文

墨跡は『宣和書譜』に記録されている徐鉉「千字文」二種の一つという可能性があり、線質が

弱くて本物であれば早期の作品であると認める。曹宝麟『中国書道史・宋遼金巻』、（江蘇教育

出版社、1999 年）14 頁。 
314 馬暁風『宋代金文学研究』陝西師範大学博士論文、（2008 年）、187 頁。 
315 王楚『鐘鼎篆韻』は佚書であるが、容庚氏の考察により、王楚は即ち王黻、徽宗朝の重臣で

あり、『宣和博古図』編纂者の王楚であるといえる。彼の『鐘鼎篆韻』は後の楊鈞が増訂して

『増広鐘鼎篆韻』を成書した。楊鈞は新たな編入字を必ず表示するため、これらを引くと元本

の字数が試算できた。容庚「宋代吉金書籍述評」続、『学術研究』、（広東省社会科学界聯合会、

1963 年６月、1964 年 1 月）89、99 頁。 
316 王国維『観堂林集』（芸文印書館、1956 年）、78 頁。 
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而道大顯矣。）」317と記して、北宋における器物の収蔵や研究を評価したのである。 

宋代における鐘鼎文の成碑、成書時期と著作について、以下の表１にまとめておきた

い。 

表１ 宋代における鐘鼎文の成碑、成書時期と著作 

成碑、成書時期 作者  著作 

不明 徐鉉 「古鉦銘碑」一卷（佚） 

天禧元年（1017） 僧湛 「周秦古器銘碑」一卷（佚） 

皇祐三年（1051） 楊南仲 「皇祐三館古器図」（佚） 

煕寧元年（1068） 胡俛 『古器図』一卷（佚） 

嘉祐六年（1061） 劉敞 『先秦古器図』一卷（佚） 

嘉祐七年（1062）以後 欧陽脩 『集古録』十卷 

不明 李公麟 『李氏古器録』五卷 

元祐六年（1096） 李公麟 『周鑒図』一卷 

元祐七年（1092） 呂大臨 『考古図』十卷 

崇寧三年（1104）以後 趙九成 『続考古図』五卷 

大観（1107－1110）初年編纂開

始、宣和五年(1123)以後成書318 

王黼 『重修宣和博古図』三十卷 

徽宗朝（1100－1126） 王楚 『鐘鼎篆韻』七卷（佚） 

紹興十四年（1144） 薛尚功 『歴代鐘鼎彜器款識法帖』二十卷 

淳煕三年（1176）以前 王俅 『嘯堂集古録』二卷 

不明 王厚之 『復斎鐘鼎款識』一卷 

 

 

二、北宋礼制の構築と礼器 

宋初は五代の衰乱をうけ、太祖即位の翌年、五代以来の礼制崩壊を嘆き、改めて制度を築

くため、聶崇義に命じ、唐代以前にあった『礼図説』を考察して『三礼図』を編纂させた319。

これによって宗廟の礼制を修正し、宗祀用の器物を造った。そして、この内容を広めるため、

教科書として流布させ、国子監の壁に描いた。『三礼図』の礼器制度は南宋まで、地方の州

県にある官学の礼器にも影響を及ぼした320。 

太祖以降、礼制が数回修訂され、仁宗朝の天聖五年（1027）には、王皥が『礼閣新編』を

 
317 阮元「商周銅器説」下、『揅経室三集』巻三、『続修四庫全書』一四七九冊、212 頁。 
318 葉国良『宋代金石学研究』（台湾書房、2011 年）、278 頁 
319 白川静「彝器の倣鋳と辨偽」、『金文通釈』五、『白川静著作集』別巻（平凡社、2005）、89、

91 頁。 
320 朱熹『紹熙州県釈奠儀図』、十六葉。 
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監修し、慶暦四年（1044）に賈昌朝が『太常新礼』を作成した。皇祐五年（1053）、王洙が

周代の礼制を考察し、『周礼礼器図』を献上し321、同年閏月（七月）、「皇祐三鼎」を鋳造し

て郊壇、太廟、慈后廟で祖先を祀った。九月戊寅（十二日）322、十二鼎を鋳造し、五鼎を用

いて圜丘で天（上帝）を祀り、七鼎を用いて宗廟で祖先を祀った。この祭事までは、圜丘で

天（上帝）を祀る際に、鼎を用いる前例がなかった。仁宗は礼官と諮って名儒の阮逸、胡瑗

323に礼器を作らせ、さらに皇帝は自ら銘文を書き刻入させた。乙酉十九日、崇政殿において

新楽と新作の「晉鼓」、「三牲鼎」、「鸞刀」を観賞する。そして、劉敞に命じ、新作の鐘、鼎、

鸞刀などの銘文四種を作る324。これらは、極めて礼器を重視している事柄であると考えられ

る。しかし、その当時出土した彝器はまだ少なく、製作の模範とする『三礼図』に挙げる器

物は、経書や文献を参照し、想像で画いていたのである。三代器物の形象や制度とは遠いと

考えられる。 

皇祐以後（1054年以後）、士人たちが続々と三代器物に触れ、収蔵と研究は盛んになって

いく。そのため『三礼図』に根拠のない器物や解説に対する批判が始まった。蔡襄は「礼家

が伝える（経書の）説は、器物の形状を見ておらず、器名は在るが実物は残っていない。（禮

家傳其說、不見其形制、故名存實亡）」325と指摘した。また、董逌は新出土の「叔郭父簋」

と「犧尊」を例に挙げ、器形によって「簋」の誤りを指摘し、彼は、「簋形は亀のような楕

円形である。劉敞は礼器の散佚を嘆いたので、これによって『三礼図』の誤りを証明するこ

とができる。今使っている簋は、礼家（礼官）には根拠がないと疑う。（簋形圜而楕如龜、

原父因歎禮器散亡、得此可以證、禮圖誤謬、且今所用簋、疑禮家無所據。）」と述べた。 

徽宗朝に至ると、皇帝は礼制に対する関心を持ち、崇寧二年（1103）、「王者の政権の初め

は、すべて礼楽制を築くことは重要であり、五礼を制定し、これによって人民に礼節を示し

た。（王者政治之端、咸以禮樂為急、蓋制五禮、則示民以節。）」326と述べ、即位すると自分

専属の礼制の制定を通して、政治や社会を安定させる意図があったとことがわかる。同年、

徽宗は太廟に九廟を建て、崇寧四年（1105）、九鼎を作る。周代天子の九鼎の制度を援用し、

三代の君臨する威儀を再現するが、実際には、この制度は方士の魏漢津の意見を受けたもの

あり、三代を追いかける名に乗じて、道教の祭事に関連させている。その後の一連の礼器鋳

造は、道教に関わるものである。（例えば、政和六年（1116）、天章閣に鋳造した九鼎を移置

 
321 翌年、皇帝の好学によって「至和礼器図」も編集された。章如愚『群書考索』卷二十三、13

葉。 
322 中央研究院「両千年中西暦転換」で試算。https://sinocal.sinica.edu.tw/2020 年、６月 
323 また、阮逸と胡瑗は内府蔵の古鐘を用いて楽律を考察し、太常の楽器を校正した。「皇祐三

年、改造樂律、内出古鍾、命有司考詳聲韻安定、胡瑗得古四參、定尺度、眀年樂、成還之御

府。」董逌『広川書跋』 巻三、18 葉。 
324 王応麟『玉海』卷八十八、25、26 葉。 
325 欧陽脩『集古録』巻一、十一葉。 
326 鄭居中『政和五礼新儀』卷首、3 葉。 

https://sinocal.sinica.edu.tw/2020年、６


127 

 

し、七年、「上清宝籙宮神宵九鼎」を鋳造した327。）そして、三代の楽制を復興するため、崇

寧四年（1105）、大晟楽を完成した。礼と楽を分け、大晟府を設置して礼局から独立させた。

大観元年（1107）、議礼局を尚書省に設置した。政和二年（1112）、兵部尚書充議礼局詳議官

の薛昂の意見を採用し、三代の礼器を再現するため、天下の器物を収集した328。政和三年

（1113）七月、礼制局として議礼局を改設し、劉昺が礼制局を司る。議礼局の改設は、蔡京

が主導する政策であり、宰相として再起用された蔡京が権利を奪還する取り組みと見られ

る329。蔡京の相権復帰と伴って、翟汝文を起用することを決め、製器お役目の礼制局詳議官

に任ずる。翌政和四年（1114）、『政和五礼新儀』が公布され、皇帝はこの公布を通して王権

の権威を示し、尊卑上下を分けた。九鼎や明堂の制度を実行することは、このための手段で

ある。 

王権に対する意義について、藤本猛氏は「世界の中心たる王宮に、『時間的・空間的に宇

宙を模した王権のシンボル』たる九鼎を設置し、明堂によって時間の秩序を正す。これら可

視的・具象的な象徴を用い、外面的に威儀を現し秩序づけを行うのが時令思想における王者

像であった。これこそが徽宗の目指した礼制で、時令思想具現化の装置が九鼎や明堂であり、

それらを使った儀式の次第を定めたのが『新儀』であった。」と指摘する330。 

同政和四年、徽宗朝製器の模範である『博古図』の初稿が完成した。政和六年（1116）、

周代の天子が諸侯に彝器を賜る制度を復古して、初めて臣下に家廟用の礼器を賜った。政和

七年（1117）、祭事の重要な場所である「明堂」が落成した。明堂制度の確立は周代の天子

と諸侯との礼制を再現するためであると考えられる。 

そもそも「明堂の礼」を行ったのは、皇祐二年（1050）、仁宗朝が最初である。場所は正

殿の大慶殿に設置している。正殿を布の幕で五つの「室」を分けて「青陽」、「総章」、「明堂」、

「玄堂」、「太室」などの「五室」を配置し、その上に宸翰の「明堂」、「明堂之門」を飾る331。 

政和五年（1115）から宗祀の場所として「明堂」を独立して建て、七年に落成したのであ

る。明堂制度の確立に沿って三代礼器の複製も整備されている。これ以降、宣和七年（1125）

まで、徽宗は必ず毎年自ら祭事を行っている。 

宋代の皇帝が天を祀る祭事は、「南郊大礼」と「明堂大礼」の二つがある。仁宗の嘉祐末

年から、三年に一回、定期的に皇帝自ら祭事を行う「明堂大礼」が定着した332。そして、周

 
327 陳芳妹「宋代金学的興起与宋倣古銅器」、『青銅器与宋代文化史』、（台湾大学出版中心、2019

年）、19 頁。 
328 鄭居中『政和五礼新儀』卷首、14 葉。 
329 藤本猛『風流天子と君主独裁制―北宋徽宗朝政治史の研究』（京都大学学術出版会、2014

年）、149－150 頁。 
330 藤本猛『風流天子と君主独裁制―北宋徽宗朝政治史の研究』（京都大学学術出版会、2014

年）、146 頁。 
331 楊高凡『宋代明堂礼制研究』（河南大学博士論文、2011 年）、55 頁。 
332 三年に一回、皇帝が主祭する「明堂大礼」に対して毎年四回の太常礼院が行う「明堂常礼」

もあり、英宗朝（1064）から徽宗朝（1125）にかけ、その「配祀」の対象はいずれも先考であ

る。楊高凡『宋代明堂礼制研究』（河南大学博士論文、2011 年）、60、158 頁。 
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代の礼制に沿って、明堂では先祖を天（上帝、天帝）に附属して共に祀る「配祀」というこ

ともあった。始めは配祀の先祖の人数や対象は決まっていない。治平元年（1064）、英宗が

「厳父配天（尊敬する父は天と並び立つほどである）」という観点を認め、父のみを配祀し

始める333。それゆえ、徽宗朝における明堂の先祖を祀る対象は、父の神宗のみであり、明堂

の器銘にある「昭考」、「烈考」、「神考」などの対象は神宗を指すと理解できる。政和八年

（1118）、道教祭事用の「政和豆」を作る。宣和三年（1121）、方澤が祭事用の「宣和山尊」

を作る。宣和七年、周邦彦に賜る「宣和豆」を作る。これら現存する徽宗朝の器物は、三代

器物を模範として製作されたのである334。また、仁宗朝の『三礼図』に基づいて作った牛鼎

を徽宗朝の牛鼎と比べると、両者の様式は異なり、徽宗朝の牛鼎は『考古図』の「牛鼎」と

一致する。これは徽宗朝で出土した実物を用い、誤った『三礼図』を修正した成果である。

（詳細は後述の、第二節、「二、礼器にある古文の実相」の「1牛鼎」を参照）。 

 

第二節 徽宗朝の礼器銘文製作 

 

一、礼器製作者の翟汝文とその礼器 

徽宗朝の礼器を製作する官僚集団には、蔡京、童貫、翟汝文、梁師成、劉昺らがいた335。

その中で翟汝文は当時の文字学者であり、篆書の名手でもある。そのため、彼は礼器に載せ

る篆書銘文の書手として、また間接的な作者の可能性もあると考えられるので、彼の身分と

篆書に対する観点を更に考察する。 

翟汝文（1076－1141）、字は公巽、潤州の丹陽人、進士出身。親が老いて十年間職に仕え

ず、後に議礼局詳議官、秘書郎に任ぜられ、中書舍人に累官する。紹興年間、参知政事に至

ったが、秦檜にその専擅を劾せられて罷め去る。篆籀に精通し、書に工みである。政和三年

七月（1113）、蔡京の宰相復帰によって議礼局を礼制局として改設し、翟汝文を起用するこ

とを決め、製器役目の礼制局詳議官に任ずる。しかし、翌年（1114）には宦官の梁師成の不

徳を批判し、左遷された336。彼の礼制局詳議官の職はわずか二年未満であったが、現存する

十七種の銘文のうち、六種は彼の作品であると判明した337。以下、この点について考察する。 

南宋『京口耆舊傳』には「政和二年（1112）、知陳州に復職する。明くる三年の春、中書

 
333 楊高凡『宋代明堂礼制研究』（河南大学博士論文、2011 年）、45、60 頁。杜佑『通典』卷四

十三、3 葉。 
334 「宣和山尊」は『重修宣和博古図』の「商祖戊尊」を模範として製作されたとみられる。ま

た、陳芳妹氏は徽宗、高宗朝の豆器は三代器物を模倣して作った可能性があると指摘する。周

錚「宣和山尊考」『文物』（文物出版社、1983 年）、75 頁。陳芳妹「宋代金学的興起与宋倣古銅

器」、『青銅器与宋代文化史』、（台湾大学出版中心、2019 年）、46 頁。 
335 陳芳妹「宋代金学的興起与宋倣古銅器」、『青銅器与宋代文化史』（台湾大学出版中心、2019

年）、85 頁。 
336 翟汝文『忠恵集』附録、6-7 葉。 
337 通常、礼制局詳議官という官職は中央官僚が兼任するが、翟汝文が「宛陵郡守」として地方

に配流されたため、政和四年以後、器物の製作に参加していないと推測する。 
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舍人に任ぜられる。時に楽章の制度を改め、勒銘彛噐（銘文がある器物）のうち、おおよそ

大きな器物の製作は、すべて彼の製作である。（政和壬辰、復職知陳州。明年春除中書舍人、

一時更制樂章、勒銘彛噐、凡大制作、皆出其手。）」338とある。現存する銘文には彼の作品

の割合が高く、中書舍人の時期は製作量が特に多く、彼の役割が重要であると考えられる。 

『忠恵集』には「政和洗」、簠銘三種、簋銘二種、鶏彝銘二種、豆銘三種、「明堂犠尊款識」、

「圜丘犠尊款識」、山罍銘三種、「景鐘銘」など十七種の銘文を記録している339。この中で伝

来する拓本や図版は「甲午簋」340、「宋政和礼器帝承天休簠銘」（台湾中央研究院蔵）、「象物

簠（帝作簠）銘」341、「元祀豆（欽崇豆）銘」342、「天錫簋」343、「山罍」（台湾中央研究院蔵）

の六種である。このうち、紀年があるものは全て政和四年（1114）である（ただし、本節「二、

礼器にある古文の実相」の「１牛鼎」はこの時（1114）の製作であるが、類似する古文の字

例もあるが、銘文内容が翟汝文の文集に見当たらないため、彼の製作とは判断できない）。 

徽宗は、大観二年（1108）に薛昂の意見を採用して、天下の礼器を収集し、礼制を考察し

始めたが、まだ礼器の銘文には留意していない。大観末年になって、翟汝文が礼器を製作す

るため、礼制を考察するにも銘文の古文を研究すべきであると次のように提言した。 

「聶崇義が腐儒の説を集め、『三礼図』を著したことにより、後学を誤らせた。今、商周

の礼器と古文（科斗文字）が燦然と数多く出土している。皇帝は、ようやく三代の光明なる

典礼を継承されるが、未だ低調で不十分である。願わくは詔を発せられたい。碩儒や博聞の

士人が、六経を考察して校正する上で、礼制を夏商の器物を用いて考察し、文字を青銅器に

拠って校正し、誤謬の文字を刪除し、消失散逸の文字を捜訪させたい。六経の器物（尊、罍、

犧、象）の用途、六書の文字（象形、科斗）の書法を、明らかに輝かせ、六経と表裏の関係

にあることを、後世に教えるのである。（聶崇義集腐儒之説、著三禮圖以誤後學。今商周禮

器、科斗文字燦然畢出。陛下方紹稽三代光明典禮、此獨鬱而未揚、疑有闕也。願詔碩儒博聞

之士稽正六經、考禮於夏商之器、正字於鼎彞之間、剗革繆偽、捜訪失絶、使六經尊罍犧象之

用、六書象形科斗之書、昭明炳煥與六經相表裏、以教後人天下幸甚。）」344 

これを受け、「徽宗皇帝は大変喜んで礼官に即座に検討させるよう、役人に命じた（上大

喜詔禮官即議、以聞有司）」345。そして、翟汝文が礼器銘を作る際、唐宋代特有の器物名を

入れるが346、文章はほとんど三代礼器と経書にある言葉を模倣して作った。これに対し当時

 
338 佚名『京口耆舊傳』卷四、2 葉。 
339 翟汝文『忠恵集』巻十、１-3 葉。 
340 阮元『積古斎鐘鼎彜器款識』巻七、『続修四庫全書』（上海古籍出版社、2002 年）九〇一、

658 頁。 
341 馮雲鵬、馮雲鵷『金石索』、『続修四庫全書』八九四冊、101 頁。 
342 劉体智編『小校経閣金石文字』巻十三、景印盧江自叙刊本、99 葉。 
343 劉体智編『小校経閣金石文字』巻十三、景印盧江自叙刊本、98 葉。 
344 翟汝文『忠恵集』附録、20-21 葉。 
345 翟汝文『忠恵集』附録、21 葉。 
346 陳芳妹「宋代金学的興起与宋仿古銅器」、『青銅器与宋代文化史』（台湾大学出版中心、2019

年）、35、38 頁。 
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の人は、彼の文は「文風は古雅な尚書体である」と評価した347。このことから、徽宗朝の礼

器製作には、礼制（器種、器制を含む）、文字、文体いずれも三代の古典を再現する意識が

あったと理解できる。 

銘文の作り方には、皇帝の詔書と同じく一定の形式がある。場所、主催者（帝）、対象、

器物、賛辞、祝辞などを組み合わせている。こういった器物を鋳造する経緯を明らかにし、

銘文を正確に解釈するため、表 2「徽宗の礼器鋳造に関する年号・事項対照表」を作成した。 

祭事を行う場所は、伝来する徽宗朝の器銘や文献によって、明堂（世室、五室、合宮、総

章などの別名がある）、太廟（太室、太宮、宗祧、清廟、祢宮などの別名がある）、神廟（閟

宮などの別名がある）、圜丘・方澤がある。祀る対象は、天（皇天、上帝、天帝などの別名

がある）、先祖（皇考、先后などの別名がある）、父親の神宗（昭考、烈考、神考などの別名

がある）がある。宋代の皇帝の祭事は、対象によってそれぞれの場所で行うことが決まって

いる。 

 

表２ 徽宗の礼器鋳造に関する年号・事項対照表 

年号 事項 出典文献 

崇寧二年癸未

（1103） 

▪太廟である七廟を九廟に増設。 『宋史』巻一〇六、17葉。 

崇寧三年甲申

（1104） 

▪仲春、隠士魏漢津の提言を受け、九鼎の鋳

造を始める。 

『霊巖集』巻六、19-20

葉。 

崇寧四年乙酉

（1105） 

▪春、九鼎を完成。 

▪八月、大晟府を独立設置し、大晟楽が完成。

（宣和七年廃止） 

『霊巖集』巻六、20葉。 

『玉海』巻一六六、36葉。 

大観元年丁亥

（1107） 

▪正月、尚書省に、議礼局を設置。 

▪九月、徽宗は初の明堂大礼を大慶殿で行

う。 

『東都事略』巻十、10葉。 

『宋史』巻一〇一、11葉。 

大観二年戊子

（1108） 

▪兵部尚書充議礼局詳議官の薛昂の意見を

採用し、天下の器物を収集。 

『宋史』巻三五六、9葉。

『政和五礼新儀』卷首、

14葉。 

政和二年壬辰

（1112） 

▪七月、礼制局として議礼局を改設し、劉昺

が礼制局を司る。 

『通鑒続編』巻十一、37

葉。 

政和三年癸巳

（1113） 

▪『政和五礼新儀』を公布。 

▪『博古図』の初稿を完成。 

▪鎬京で「周罍」を得る。秋、「商卣」を得

『政和五礼新儀』巻首、

２葉。 

『宋代金石学研究』、66-

 
347 范楨『翟汝文与兩宋之際的礼制改革』（浙江大学碩士論文、2016 年）、43 頁。 
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る。長安で「兕敦」を得る。また浚都で「黃

目尊」を得る。 

▪九月癸未、戸部尚書劉昺、中書舎人翟汝文

は礼制局詳議官に任ぜられる。 

78頁。348 

『籀史』、二葉。 

『皇宋通鑑長編記事本

末』巻一三四、四葉。349 

政和四年甲午

（1114） 

▪「周錞」を得る。三月甲子、「宝簋」を得、

翟汝文に命じて新たな宋器を作らせる。 

▪五月十二日丙戌、方澤で夏祭を行い、「牛

鼎」、「簋」、「簠」の器銘を彫り、並びに

「犧尊」、「象尊」、「鼎」、「彛」、「尊」、

「罍」、「壺」、「豆」などの二十八種の器

物を陳列する。 

▪八月丙寅、「牛鼎」を鋳造。 

▪八月丙寅、「甲午簋（盨）」を鋳造。 

▪八月丙寅、「宋政和礼器帝承天休簠」を鋳

造。 

▪翟汝文が「天錫簋」を鋳造。 

 

『籀史』、五葉。 

『籀史』、六葉。 

『金石索』金索、78葉。

350 

『積古斎鐘鼎彜器款識』

巻七、14葉。351 

中央研究院歷史語言研究

所藏拓。『忠恵集』附録、

2 葉。 

 

『忠恵集』附録、2 葉。

352 

 

政和五年乙未

（1115） 

▪五月甲子、「景鐘」を鋳造。（翟汝文作銘） 

▪八月壬子、明堂を建て始める。 

▪某月、「政和洗」、「簠」、「簋」、「豆」、

「明堂犠尊」、「山罍」などを鋳造。（翟汝

文作銘） 

▪国子監の『三礼図』を廃却。 

『忠恵集』巻十、３-4 葉。 

『玉海』巻九十六、19葉。

『忠恵集』巻十、３葉。 

『玉海』巻五十六、19葉。 

政和六年丙申

（1116） 

▪五月辛酉、「鉶鼎」（政和鼎Ⅱ）を鋳造。 

▪十一月甲午、「政和鼎（童貫鼎）」を鋳造。 

『宋政和礼器文字考』、

12-13葉。 

 
348 葉国良「博古図修撰始末及其相関問題」、『宋代金石学研究』（台湾書房、2011年）、66-78

頁。 
349 楊仲良『皇宋通鑑長編記事本末』、『続修四庫全書』（上海古籍出版社、2002 年）三八七、

416 頁。 
350 馮雲鵬、馮雲鵷『金石索』、『続修四庫全書』（上海古籍出版社、2002 年）八九四、101 頁。 
351 阮元『積古斎鐘鼎彜器款識』巻七、『続修四庫全書』（上海古籍出版社、2002 年）九〇

一、658－659 頁。 
352 「孫繁重刋翟氏公巽埋銘」には「明年（1114）天錫帝簋、帝承天休、詔禮官革漢唐諸儒臆説

之陋、憲三代稽古象物、昭徳于彞器、凡祀圜丘、祭方澤、享祢宫及太室諸器、專命公監三代正

軌、則制器銘功、以格神祗、祖考。於是宋器大備、匹休商周。」とある。清代の孫詒譲は、政和

甲午年に皇帝が「宝簋」を得、翟汝文に命じて新たな宋器を作ったことは「天錫簋」銘文と一

致する。「天錫簋」はその時に造られた器物の一つである。孫詒譲『宋政和礼器文字考』、『続

修四庫全書』（上海古籍出版社、2002 年）九〇四冊、9－10 頁。 
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▪十一月甲午、「童貫壺（政和壺）」を鋳造。 

▪天章閣に鼎を移し、鼎閣を建つ。 

 

台湾故宮博物院蔵器、故

宮博物院Ｘ線摹本353 

『商周彝器通考』、188

頁。354 

『容斎随筆』三筆巻十三、

11葉。 

 

政和七年丁酉

（1117） 

▪六月、明堂が落成。 

▪七月二十三日、「明堂制度編類」を成書。

「明堂記」と表裏をなす。 

▪「政和盨（政和簋）」を鋳造。 

『玉海』巻九十六、19葉。 

『玉海』巻九十六、14葉。 

 

『商周彝器通考』、187

頁。355 

政和八年戊戌、

重和元年（1118） 

▪「政和豆」を鋳造。 

▪九鼎が完成し、上宝籙官神霄殿に置く。 

 

フランス、チェルヌスキ

美術館蔵器、「宋代金学

的興起与宋倣古銅器」356。 

 

宣和元年己亥

（1119） 

▪五月二十七日、地方の州祠にある祭器を礼

制局の公表した標準を踏まえて製作するこ

とを命じる。357 

『玉海』巻五十六、19葉。 

 

宣和三年辛丑

（1121） 

▪「宣和山尊」を鋳造。 北京故宮博物院蔵器、中

央研究院歷史語言研究所

藏『謐齋金文拓本』358。 

宣和七年乙巳

（1125） 

▪「宣和豆」を鋳造。 上海博物館蔵器 

 

二、礼器にある古文の実相 

陳芳妹氏の研究により、徽宗朝で作った礼器銘文二十八種中十七種の拓本や摹本の図版

が明らかになった。清代の馮雲鵬、馮雲鵷『金石索』、阮元『積古斎鐘鼎彜器款識』、劉体智

編『小校経閣金石文字』を出典とするものと、博物館に収蔵される実物の拓本がある。その

 
353陳芳妹「宋代金学的興起与宋倣古銅器」、『青銅器与宋代文化史』（台湾大学出版中心、2019

年）、36 頁。 
354 容庚『商周彝器通考』（哈佛燕京学社、1941 年）、187 頁。 
355 容庚『商周彝器通考』（哈佛燕京学社、1941 年）、187 頁。 
356 陳芳妹「宋代金学的興起与宋倣古銅器」、『青銅器与宋代文化史』（台湾大学出版中心、2019

年）、49 頁。並びに自作の摹本。 
357 「詔諸州祠祭器、令禮制局絵圖攽降、依圖製造」。王応麟『玉海』巻五十六、19 葉。 
358 柯昌泗（1899-1952）輯『謐齋金文拓本』である。 
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ほか、容庚氏が宋器と判明した「嘉礼犠尊」がある359（清代の官僚は周器と認め、『西清古

鑑』に収録した）。また、中央研究院蔵で、清代の柯昌泗（1899-1952）輯『謐齋金文拓本』

に宋代の銘文があり、「山罍」、「宣和山尊」（北京故宮博物院蔵器）、「政和八年器銘」（残存

する半分の銘文は政和豆と一致する）がある。これらの銘文図版を文献と照合し、誤釈と思

われる文字と不明な文字の訂正を試みる。更に文字構造を分析し、文字使用の習慣や共通点

を明らかにしてみたい。 

 

１．牛鼎 

１牛鼎 

 
359 容庚『商周彝器通考』（哈佛燕京学社、1941 年）、188 頁。 
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牛鼎、河北省文物保護中心蔵360 

 

 

牛鼎、『考古図』 牛鼎、『皇祐新楽図記』 

 

隹甲午八月丙寅、帝若稽（卟）古、肇作（乍）宋器、審厥（氒） 象作（乍）牛鼎、格於

（于）太室、迄用享。億寧神休、隹帝時宝、万世其永賴。 

（甲午八月丙寅、皇帝は古を考証するに従い、宋代の器物を作ることを始める。三代の器物

の模様を考案して牛鼎を作り、宗廟に置き、十分に供える。神が安寧や福をくだす。皇帝は

常に貴重に扱い、萬世永遠に利益を得る。） 

この器物の伝来過程と銘文については、清代の孫詒譲が『宋政和礼器文字考』において考

察しているので、これを参照して論じる。牛鼎は、宋代の倣鋳する礼器に常に見える様式で

ある。三代器物の発掘はまだ低調である。仁宗皇祐五年（1053）、圜丘、宗廟で祭事を行う

際に、胡瑗は皇帝のため、聶從義『三礼図』（996）にある模様を踏まえて制作した361。後に

本物が出土し、内府に入り、呂大臨『考古図』（1092）に収録している362。徽宗朝の「牛鼎」

はこれを踏まえて制作した。その器物は伝来し、現在、河北省文物保護中心に収蔵され、器

 
360 

http://www.chnmus.net/sitesources/hnsbwy/page_pc/clzl/zlhg/dszhzgdwh/dsbfggdx/article

ce6f4b685e6e446f976dba251338933b.html 
361 阮逸、胡瑗『皇祐新楽図記』卷下、3－4 葉。王応麟『玉海』卷八十八、25、26 葉。 
362 呂大臨『考古図』巻一、20 葉。 

http://www.chnmus.net/sitesources/hnsbwy/page_pc/clzl/zlhg/dszhzgdwh/dsbfggdx/articlece6f4b685e6e446f976dba251338933b.html
http://www.chnmus.net/sitesources/hnsbwy/page_pc/clzl/zlhg/dszhzgdwh/dsbfggdx/articlece6f4b685e6e446f976dba251338933b.html
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形は『考古図』の図版と変わらない。一方、仁宗が制作したものは『皇祐新楽図記』卷下に

見え、両者の様式は異なる。これは徽宗朝において、出土の実物を用いることにより、誤っ

た『三礼図』を修正した成果である。牛鼎は羊鼎と豕鼎と並び三鼎と呼ばれ、古には天子、

諸侯しか使えず、身分によって器の飾りが異なる。当時董逌は詳しく考察した363。 

文字構造について、鐘鼎文を使用する傾向があり、例えば、隹、寅、帝、作、宋、室、用、

享、休、宝、万、世、其の字は、繰り返して器銘に用いている。（後述の【常用字表】3、16、

1、2、50、33、14、19、29、23、17、28、9を参照）。八月「 」 は三代器銘に慣用する合

文 「 」364を用いて書く傾向があり、10「宋政和礼器帝承天休簠」にも字例がある。伝抄

古文を使用するのは、例えば象、太、神などの字がある（【常用字表】45、46、18を参照）。

ほかに、稽「 」字の形は唐代の「碧落碑」「 」365と一致する（常用字表 58）。審「 」

は『汗簡』「 」366、時「 」は『汗簡』「 」367を出典とする。宋代に出土した鐘

鼎文には「厥（氒）」字が釈出されていない。清代に釈出された金文厥（氒）「 」は、宋

代では「乃」、「及」、「故」などと解釈された368。「牛鼎」銘文中の「厥（氒） 」字形は

伝抄古文「 」369の特殊な書き方である。また、  若「 」は鐘鼎文「 」370 と伝

抄古文「 」371 の字形に近いが、小異がある（【常用字表】59）。 

  

 
363 董逌『広川書跋』 巻一、7－8 葉。 
364 楊銁『增広鐘鼎篆韻』卷七、15 葉。 
365 孫詒譲はこの字は俗体であり、宋人が考證不足で誤字を使用したとみとめる。孫詒譲『宋政

和礼器文字考』、『続修四庫全書』（上海古籍出版社、2002 年）九〇四冊、7 頁。 
366 現存する宋代の鐘鼎文の著作には「審」字を収録していない。一方、『説文』には「宷、悉

也、知宷諦也。从宀、从釆。」といい、近代で出土した金文にも「从宀、从采」の文字構造があ

り、「采」の字形は「米」に近いのがあり、伝抄古文と同じ。黃錫全『汗簡注釈』（台湾古籍出

版有限公司、2005 年）、257 頁。 
367 「古尚書」、郭忠恕『汗簡』巻三、33 葉。 
368薛尚功『歴代鐘鼎彜器款識法帖』巻十一、３葉。同前、巻十四、二十二葉。同前、巻十五、

十二葉。李圃編『古文字詁林』（上海教育出版社、2004 年）九冊、931 頁。 
369 「義雲章」、夏竦『古文四声韻』巻五、10 葉。 
370 「尨敦」、薛尚功『歴代鐘鼎彜器款識法帖』巻十四、11 葉。 
371 「古老子」、夏竦『古文四声韻』巻五、23 葉。 
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２甲午簋 

  

２甲午簋 

 

隹甲午八月丙寅、帝盥清廟、作（乍）礼簋吉蠲明神、神鑒馨德、俾帝万年、永綏受命。 

（甲午八月丙寅、皇帝は宗廟で祀る。礼簋を作って神を拝む。神は皇帝の美徳を知り、万年

に天命を受けさせる。） 

この銘文も孫詒譲が考察しているので参照する。阮元はこの器物を宋代のものではなく

秦昭襄王の時代と判定した。しかし、孫詒譲は宋代の器物と判定し、「宋政和礼器文字考」

に編入した。それゆえ、彼は翟汝文作の銘文と認める372。阮元『積古斎鐘鼎彜器款識』巻七

には「唯甲午八月丙寅、帝盥清廟、作禮簋、吉蠲明神、神覧是德、俾帝萬年、永綏受命。」

とある。翟汝文『忠恵集』には「（「隹甲午八月丙寅」なし）帝祼清廟作簋、吉蠲明神、神鑒

馨德、俾帝萬年、永綏受命」とある。「盥」と「祼」との発音は同じで、酒を以て大地に注

いで祀ることである373。阮元の釈文「神覧是德」は翟汝文の原文にいう「神鑒馨德」の誤り

で、馨「 」は伝抄古文の字形「 」374である。この字形は小篆、鐘鼎文、伝抄古文に

 
372 孫詒譲『宋政和礼器文字考』、『続修四庫全書』（上海古籍出版社、2002 年）九〇四冊、7

頁。 
373阮元『積古斎鐘鼎彜器款識』巻七、『続修四庫全書』（上海古籍出版社、2002 年）九〇一、

658－659 頁。翟汝文『忠恵集』巻十、２葉。 
374 出「義雲章」、夏竦『古文四声韻』巻二、22 葉。 
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はともに「是」と釈す字例がないことが判明した375。 

文字構造については、鐘鼎文を使用する傾向があり、例えば、隹、月、寅、帝、作、簋、

明、万、年、綏、受、命などの字があり、繰り返して器銘に見える。（【常用字表】3、5、16、

1、2、39、53、17、7、42、39、10を参照）。このうちに、綏字は「晋姜鼎」（韓城鼎銘）を

出典とする字である。最初に欧陽脩が劉敞から入手した銘文であり、劉敞は「 」を「綏」

字と釈し、楊南仲は「緐」字と釈した376。『考古図』、『重修宣和博古図』、『歴代鐘鼎彜器款

識法帖』はともに劉氏の説に従って「綏」に釈す。 しかし、楊南仲の「緐」説が正しく、

現代の学者たちに認められた377。この器銘のみ有る德「 」は鐘鼎文「 」378に近い。

孫詒譲は宋人の誤釈は、礼器銘文を作る際に、誤字が発生したためと指摘し、この器銘の俾

「 」は、宋人が畏「 」379を「俾」として誤って釈したためであるとする380。また、

伝抄古文を出典とする禮「 」、神「 」（常用字表 26、18）があり、清「 」は「義

雲章」の「 」381と一致する。もう一つの神「 」は「詛楚文」の字形に近い（【常用字

表】18）。小篆の文字構造を用いて古文の部首を組み合わせる字例もある。例えば、蠲「 」

は、小篆「 」の文字構造で伝抄古文「 」382を取替えたものである。 

  

 
375 ほか、清代の劉心源は「專」と釈した。劉心源『奇觚室吉金文述』巻十七、33 葉。 
376 欧陽脩『集古録』巻一、4 葉。 
377 馬暁風『宋代金文学研究』、（陝西師範大学博士論文、2008 年）、86 頁。 
378 出「晉姜鼎」、薛尚功『歴代鐘鼎彜器款識法帖』巻十、13 葉。 
379 出「師𡯷敦」、薛尚功『歴代鐘鼎彜器款識法帖』巻十四、17 葉。 
380 孫詒譲『宋政和礼器文字考』、『続修四庫全書』（上海古籍出版社、2002 年）九〇四冊、8

頁。 
381 夏竦『古文四声韻』巻二、20 葉。 
382 夏竦『古文四声韻』巻五、16 葉。 
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３童貫壺 

 

 

３童貫壺 

隹政和六年 (□□□□□)十又一月甲午（□）、帝命作（乍）壺尊(□)、錫（易）領枢（□□）

密院（寏）事（□）貫、以（□）祀其先（□□）、子₌（□）孫₌其永（□）保之（□）。  

（政和六年十一月甲午、皇帝は壺尊を作り、領枢院事の童貫に賜る。これを以て其の祖先を

祀り、子孫は永くこれを保用する。） 

この銘文は端方『陶斎吉金続録』に収録されている383。ただし文字はほとんど磨滅した。 

容庚氏は考証して、「口(隹)政穌□□(甲午)十又一月甲午、帝命作壺□(尊)、錫領樞密寏

事貫以祀其□、子₌孫₌其□（永）保之。」という釈文を作り384、政和甲午、四年（1114）の

ものと判定する。しかし、「童貫」は政和六年（111６）二月、簽書樞密院事（領樞密院事の

副職）に命じられ、五月に権領樞密院事（領樞密院事の代行）に命じられ、十二月に領樞密

院事に正式命じられている385。よって、容庚氏の説は彼の任官時期と合わない。一方、彼は

五月から十二月にかけての権領樞密院事の時期に、太師の蔡京、太宰の鄭居中、知枢密院事

の鄧洵武、門下侍郎の余深、中書侍郎の侯蒙、尚書左丞の薛昂、尚書右丞の白時中と共に礼

器を賜った。386この「童貫壺」は、「政和鼎」とこの際に下賜された器物と考える。 

  

 
383 端方『陶斎吉金続録』、『続修四庫全書』（上海古籍出版社、2002 年）九〇四、392 頁。 
384 容庚『商周彝器通考』（哈佛燕京学社、1941 年）、188 頁。 
385 徐自明『宋宰輔編年錄』卷十二、45―46 葉、76 葉。 
386馬瑞臨『文献通考』卷一〇四、25 葉。 
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４政和鼎 

 

 

４政和鼎、台湾故宮博物院蔵器387 

 

４政和鼎、故宮博物院Ｘ線摹本388 

 
387 https://theme.npm.edu.tw/selection/Article.aspx?sNo=04003882 
388 童貫に賜る「政和鼎」は二つ現存している。陳芳妹「宋代金学的興起与宋倣古銅器」、『青銅

器与宋代文化史』（台湾大学出版中心、2019 年）、36 頁。 

https://theme.npm.edu.tw/selection/Article.aspx?sNo=04003882
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隹政和（龢）六年十又一月甲午、帝命作（乍）鉶鼎、錫（易）領枢密院（寏）事貫、以祀

其先、子孫其永保之。 

（政和六年十一月甲午、皇帝は鉶鼎を作り、領枢院事の童貫に賜る。これを以て其の祖先

を祀り、子孫は永くこれを保用する。） 

この銘文の器物は現在台湾故宮博物院に収蔵され、銘文は陳芳妹氏の論文「宋代金学的興

起与宋仿古銅器」に掲載された珍しい X線摹本である。この銘文は上述３「童貫壺」の內容

に類似し、時間も一致する。 

文字構造について、鐘鼎文を使用する傾向があり、例えば、隹、和、年、月、午、帝、命、

作、錫、事、祀、其、孫、保などの字があり、繰り返して器銘に出ている。（【常用字表】3、

6、7、5、32、1、10、2、12、54、13、9、36、11 を参照）。その中、祀「 」389の字形は

「政和鼎」に使用したほか、７「政和豆」（【常用字表】13）にも用いた。特有の貫「 」

の字形は鐘鼎文の「召公尊」「 」390を出典とする。この字の解釈は宋人の新たな見解と

見られる391。近代学者の張政烺は、国名として「厲」に釈した392。また、『說文』には「寏」

の或体は「院」393であり、常用字表 44 にある鐘鼎文、伝抄古文、小篆、及び近代金文の字

形は何れも類似するが、部首の書き方に小異がある。事「 」の字形は鐘鼎文「 」と一

致するが、「碧落碑」「 」、『說文』小篆「 」 と 小異がある（【常用字表】54）。 

  

 
389 「兄癸卣」、楊銁『增広鐘鼎篆韻』卷四、12 葉。薛尚功『歷代鐘鼎彝器款識法帖』卷三、18

葉。 
390 「召公尊」、楊銁『增広鐘鼎篆韻』卷五、28 葉。「周召公尊」王黻『重修宣和博古図』卷

六、35 葉。王俅『嘯堂集古録』上卷上、33 葉。「召公尊」另作「召夫尊」、薛尚功『歷代鐘鼎彝

器款識法帖』卷十一、3 葉。ほか、「中觶」に作る。郭沫若『両周金文辞大系考釈』（科学出版

社、1957 年）、18 頁。 
391 陳芳妹「宋代金学的興起与宋仿古銅器」、『青銅器与宋代文化史』、（台湾大学出版中心、2019

年）、35 頁。 
392 張政烺批注『両周金文辞大系考釈』（中華書局、2011 年）、60 頁。 
393 徐鍇『説文繋伝』卷一四、4 葉。 
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５鉶鼎 

 

 

５鉶鼎 

 

隹政和（龢）丙申五月辛酉、帝宗祀於（于）五室、 作（乍）鉶鼎、永集宝命隹休。  

（政和丙申五月辛酉、皇帝は明堂に於いて上帝を祀り、鉶鼎を作った。永遠に天命をなすこ

とは恩賜である 。） 

この銘文は孫詒譲の旧蔵した拓本であり、『宋政和礼器文字考』に収録されている394。「鉶

鼎」という言葉は三代銘文としては稀であり、陳芳妹氏の考察により、これは唐宋以来、初

めて使われた言葉である395。「４政和鼎」の銘文にも使われている。五室とは明堂であり、

宗祀とはあらゆる祭事を指す。徽宗朝の明堂祭事は英宗治平元年（1064）以来の慣例を引き

続き、専ら天（上帝、天帝）と皇帝の父親（厳父配天という伝統）を祀る396。徽宗朝に至り、

明堂の役割はさらに確立し、『政和五礼新儀』の「皇帝宗祀上帝儀一」には「今年九月某日、

皇帝は明堂において祭事を行う。その二日前の朝に、景霊宮で祭りを行う。一日前の朝に、

 
394 孫詒譲『宋政和礼器文字考』、『続修四庫全書』（上海古籍出版社、2002 年）九〇四冊、8

頁。 
395 陳芳妹「再現三代―從故宮宋代倣古銅器説起」『千禧年宋代文物大展』、（国立故宮博物院、

2000 年）、303 頁。 
396 楊高凡『宋代明堂礼制研究』（河南大学博士論文、2011 年）、60 頁。 
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太廟で祭りを行う。官僚らは各々その職を務め、謹んで務めなければ、国に刑罰がくだる。

（今年九月某日、皇帝宗祀於明堂、前二日朝献景靈宮、前一日朝享太廟、各揚其職、或不恭、

国有常刑。）」397と述べ、先祖を祀る場所の「景霊宮398、太廟」と天（上帝）、皇帝の父を祀

る場所の「明堂」とを区別している。銘文末尾の「永遠に天命をなすことは恩賜である（永

集宝命隹休）」という言葉は天（上帝）を祀る証の一つである。「集○命」とは、詔書に使わ

れている言葉であり、三代青銅器銘文にもある。例えば、「毛公鼎」には「集厥（氒）命」

（厥
そ

の命を集
な

す）があり、「集」という義は、白川静氏は、なる、なすと釈す。休とは、金

文では名誉と恩賜の義がある399。 

文字構造について、鐘鼎文を使用する傾向があり、例えば、隹、和、酉、帝、室、作、宝、

命、休などの字があり、繰り返して器銘に出ている（後述の【常用字表】3、6、55、1、33、

2、23、29を参照）。そのほか、辛「 」は鐘鼎文「 」400と一致するが、伝抄古文「 」

401と小異がある。また、丙申「 」は唐代に伝来した「石鼓文」の「 」を参照した可能

性がある。ただ丙字は鐘鼎文「 」と伝抄故文「 」と小篆「 」を組み合わせた

可能性があり、上述１「牛鼎」銘文の「 」も同じである（【常用字表】15）。 

  

 
397 鄭居中「皇帝宗祀上帝儀一」、『政和五礼新儀』巻三十、3 葉。 
398 景霊宮は先祖を祀る場所と見られる。天聖元年（1023）、仁宗が万寿殿を立ち、真宗を祀

る。元豊五年（1082）、神宗が十一殿を建て歴代の皇帝、皇后の像を立ち、並びに開封で全ての

神御殿（先帝を祀る場所）を移入して祀る。本来、景霊宮は太廟ではないものの、太廟の役割

になった。張文昌『制礼以教天下：唐宋礼書与国家社會』（台湾大学出版中心、2012 年）、167

頁。 
399「白川静『漢字の世界―中国文化の原点』１、（平凡社、1994 年）、205 頁。白川静『字統』

普及版、（平凡社、2000 年）八六、410 頁。 
400 「世母辛卣」、薛尚功『歷代鐘鼎彝器款識法帖』卷三、5 葉。 
401 郭忠恕『汗簡』卷六、80 葉。 
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６政和盨402 

 

６政和盨 

 

隹政和（龢）丁酉十二月甲子、皇帝肇新礼器、作（乍）盨以祀太一、其万年永保用。 

（政和丁酉十二月甲子、皇帝は新たな礼器を鋳造することをはじめる。盨を作って天皇大帝

（天神である六御の一柱）を祀る。其れを万年永く保用する。） 

この銘文は容庚氏の『商周彝器通考』にに収録する。釈文は「隹政和（龢）丁酉十二月甲

 
402 ここでは容庚氏の図版を引用するため、彼の命名に従う。宋代で「盨」という器名はまだ釈

出されていない。全て「簋」と命名する。 



144 

 

子、皇帝肇仿
．
礼器、作盨以祀太一、其萬年永保用。」である。「 」は伝抄古文の新「 」

である。翟汝文「辞免創修大晟樂章狀」には「皇帝は新たな大晟楽を作りはじめ、天地の神

が感応する。改めて礼器を作り、三代の隆盛な様子に比す。（皇帝陛下肇新
‧‧

晟樂、天地顧答、

改作禮器、比隆商周。）」403とある。「肇新」の用例があり、新なものを作り始める義である。

「太一」という信仰を宋代の皇帝は重視している。『群書考索』には「宋朝は太一の祠を尤

も重視する。太一という神は九宮のあらゆる方位に飛び、四十年余で一回りする。臨んだ地

は戦事、水害や旱魃が起こらない。（中略）孔子の釈奠のような祭事は眞宗からはじまる。

東にある廟に御幸して拝謁の儀式を行い、元聖の号を賜り、二月上旬の丁日に祀る時間を定

める。ともに籩、豆、簠、簋などの礼器の数を明らかにし、内外の三献の官吏を定め、とも

に祭事や礼器の制度を公表する。（宋朝尤重太一之祠、以太一飛在九宫、每四十餘年而一徙。

所臨之地則兵役不興、水旱不作。（中略）釋奠之禮自眞宗。東幸其廟加展拜之儀、増元聖之

號、定所祭二丁之日。與明籩、豆、簠、簋之数、定内外三獻之官、與頒儀注祭器之式。）」

404とある。この祭事は南宋まで続いている。この礼器は専ら太一を祀るために作った「簋」

であり、宋代ではまだ「盨」という器物を分別していないため、文献には「簋」と記す。 

文字構造について、鐘鼎文を使用する傾向があり、例えば、隹、和、帝、作、簋（盨）、以、

太、其、万、年、保、用などの字があり、繰り返して器銘に出ている（【常用字表】3、6、

1、2、39、24、46、9、17、7、11、14 を参照）。また、伝抄古文を出典とする丁、甲、新、

礼、器などの字がある。そのうち、甲、礼、器などの字が繰り返して器銘に見える（常用字

表 21、26、49）。甲 は『說文』古文「 」と一致し、器 は『古文四声韻』「 」

405と一致し、礼 は『汗簡』「 」と一致する。伝抄古文を出典とする礼字は 2「甲午簋」、

14「嘉礼尊」にも使われている。 

  

 
403 翟汝文『忠恵集』巻七、２葉。 
404章如愚『群書考索』卷三十二、26-27 葉。  
405 「天臺」、夏竦『古文四声韻』卷七、7 葉。 
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７政和豆 

 

７政和豆、フランス、チェルヌスキ美術館蔵406 

 

「政和八年器」、中研院藏『謐

齋金文拓本』 

 

隹政和（龢）八年十月戊子、皇帝寅奉上真、作（乍）豆以祀長生大帝君、其万年永保用。 

（政和八年十月戊子、皇帝は上真仙人を謹んでうけ、豆を作って長生大帝（天神である六御

の一柱）を祀る。其れを万年永く保用する。） 

この銘文は陳芳妹氏の論文「宋代金学的興起与宋倣古銅器」に掲載される。図版が不鮮明

のため、稿者は改めて摹本を作成した。なお中央研究院は「政和八年器」（残篇）という拓

本を収蔵し、内容がこの銘文の前半と一致する。この銘文の拓本とみられるので参照した。

器物はフランスのチェルヌスキ美術館に収蔵されている。美術館のホームページに掲載す

る銘文の釈文は、「惟(唯)政和八年十月戊子皇帝[崇 ?]挙上真、作豆以祝長生大帝君、其万

 
406 陳建明主編『復興的銅器芸術－湖南晚期銅器展』（中華書局、2013 年）、262頁。陳芳妹「宋

代金学的興起与宋倣古銅器」、『青銅器与宋代文化史』（台湾大学出版中心、2019 年）、49 頁。 
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年用保用。」407である。美術館の研究者が釈した銘文の釈字には疑義がある。その釈文には

[崇 ?]挙（ ）とあるが、「寅奉」の誤釈であろう。寅字の特殊な字形は『考古図』の

「寅簋」を出典とし408、呂大臨は と隷定した。字形が『說文』古文「 」に近いので、

「寅」に釈した409。後の清代に金石学家の端方が「挙肇家鬲」を入手し、銘文の は「挙」

と釈出し410、『陶斎吉金続録』に収録した。郭沫若は、「 」は「 」の繁体字（繁文）で、

「 」は屡々甲骨文にみえ、「城塞」の意があり、「塞」の古字であると釈字した411。 

上述の２「甲午簋」にも用例「 」があり、丙寅の「寅」に釈した412。「寅」に釈せば、

「寅奉」で謹しみつかえる、謹んでうけるという意味である。「皇帝寅奉上真（皇帝は上真

仙人を謹んでうけ）」と解釈すれば意味が通じる。 

政和末年、道教に夢中の徽宗は道士の林霊素の進言「皇帝は長生大帝君の転生である」413

を信じ、「敎主道君」と自号して宝籙宮を建て、長生大帝君と青華大帝君像を祀った414。「政

和豆」はこの時に鋳造した礼器と考えられる。 

文字構造について、鐘鼎文を使用する傾向があり、例えば、隹、和、年、月、帝、寅、作、

以、其、万、保、用、豆、祀などの字があり、繰り返して器銘に見える。（【常用字表】3、

6、7、5、1、16、2、24、9、17、11、14、38、13を参照）また、特殊な字例に長「 」

があり、宋代著作にある漢鐘鼎文「 」415と一致する。隷化した漢金文の特徴である。そ

 
407 http://www.cernuschi.paris.fr/ja/collections/collections/zhong-guo-

korekusiyon/song-toyuan/vase-dou-dou 2020 年 5月 5 日、16：52。 
408 呂大臨『考古図』卷三、35-36 葉。 
409 呂大臨『考古図釈文』、10 葉。 
410 端方『陶斎吉金続録』、『続修四庫全書』（上海古籍出版社、2002 年）九〇四、366 頁。図

版は中央研究院サイト https://bronze.asdc.sinica.edu.tw/rubbing.php?00633 にある。 
411 この字について、甲骨文の「貴」、「墾」、「壅」に釈出する説もある。郭沫若『両周金文辞大

系』（文求堂書店、1932 年）、157-158 頁。松丸道雄、高嶋謙一『甲骨文字字釋綜覧』（東京大学

出版会、1994 年）、367 頁。 
412 この字例は、元代『増広鐘鼎篆韻』や宋代鐘鼎文の資料と一致するものがあり、全て孤例で

ある「寅簋」を出典とする。 
413 脫脫『宋史』卷四百六十二、16 葉。 
414 王偁『東都事略』卷十一、6 葉。 
415 「好畤鼎」、楊銁『增広鐘鼎篆韻』卷五、28 葉。薛尚功『歴代鐘鼎彜器款識法帖』巻十八、

15 葉。 

http://www.cernuschi.paris.fr/ja/collections/collections/zhong-guo-korekusiyon/song-toyuan/vase-dou-dou　2020年5月5
http://www.cernuschi.paris.fr/ja/collections/collections/zhong-guo-korekusiyon/song-toyuan/vase-dou-dou　2020年5月5
https://bronze.asdc.sinica.edu.tw/rubbing.php?00633
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の他に、伝抄古文『汗簡』「 」416を出典とする上「 」がある417。 

８宣和山尊 

 

８宣和山尊、中央研究院歷史語言研究所藏 

 

隹宣和（龢）三年正月辛丑、皇帝考古、作（乍）山尊、豑於（于）方澤、其万年永（□□

□）保用（□）。 

（宣和三年正月辛丑、皇帝は古のことを考察し、山尊を作り、方澤（地を祀る場所）で供え

る。其れを万年永く保用する。）418 

 
416 郭忠恕『汗簡』卷一、3 葉。 
417 また、同じ字形は宋人が「帝」と釈した例もある。「秦銘勲鐘」、呂大臨『考古図』卷七、8

葉。薛氏は「盄和鐘」と称する。薛尚功『歴代鐘鼎彜器款識法帖』巻七、3 葉。 
418 「豑」、『説文』には「爵の次第なり」、「秩」と通用することができる。ここは礼制に沿って

礼器を順番に陳列し、祀るという意味がある。『公羊伝』には「天子秩而祭之」がある。周錚

「宣和山尊考」、『文物』（文物出版社、1983 年 11）、74 頁。徐彦、陸徳明『春秋公羊伝注疏』

卷十二、35 葉。 



148 

 

この拓本の器物は、北京故宮博物院に収蔵され、テキストは中央研究院歷史語言研究所

『謐齋金文拓本』に見える。陳芳妹氏は「豑於方澤
．
」を「豑於方濩

．
」と解釈する419。拓本の

銘文「 」により、「豑於方澤
．
」の解釈に従い420、鐘鼎文を出典とする字例である。文字

構造によって水、手、睪に従い、宋人は選擇の擇と釈す。「 」は字書の『增広鐘鼎篆韻』

に弧例として見える421。薛尚功は「窖磬の銘文は五十七字あり、『擇其吉石』は潤澤の澤を

用い、古人はもとから用字には拘らない。（（窖磬）此銘五十七字、擇其吉石乃用潤澤之澤、

古人用字固不拘耳。）」422といい、古人は「澤」と「擇」と通用すると認めている。 

現存する出土した金文をみると、「宣和山尊」の字例のように、文字構造が水、手、睪に

従い、「澤」と「擇」の何れも釈出されていない。水に従う「澤」は清代以前の金文資料に

も見えないが423、楚簡には、水、睪に従う澤「 」がある。 

文字構造について、鐘鼎文を使用する傾向があり、例えば、隹、和、年、帝、作、尊、其、

保などの字があり、繰り返して器銘に見えている（【常用字表】3、6、7、1、2、48、9、11

を参照）。この銘文に特有の字例として、丑「 」は漢鐘鼎文「 」424を出典とし、字

形は『說文』小篆「 」と小異がある。山「 」は鐘鼎文「 」を出典とし、

現存する宋代の著作に孤例として収録されるが425、今の金文「 」426には多くの字例が

ある。 

  

 
419陳芳妹「宋代金学的興起与宋倣古銅器」、『青銅器与宋代文化史』、（台湾大学出版中心、2019

年）、61 頁。 
420 周錚「宣和山尊考」、『文物』（文物出版社、1983 年 11）、74 頁。 
421 澤字は「窖磬」を出典とする。宋代に出土した三代の「磬」は石製のものではなく青銅器で

あった。薛尚功『歴代鐘鼎彜器款識法帖』巻八、13 葉。楊銁『增広鐘鼎篆韻』卷六、23 葉。王

黻『重修宣和博古図』卷二十六、5 葉。 
422 「窖磬」は薛氏の著作にしか見えず、後世の学者もあまり言及しない。銘文にある独有の字

形に妹、盡などがある。また、窖「 」は近年出土の東周「公孫造壺」の造「 」に近い

（春秋時代の金文が多くある）。薛氏が収録した「窖磬」の年代と身分はまだ不明である。黃錫

全『汗簡注釈』（台湾古籍出版有限公司、2005 年）、528 頁。薛尚功『歴代鐘鼎彜器款識法帖』

巻八、13 葉。 
423 徐文鏡『古籀彙編』卷十一上、10 葉。 
424 「漢蓮芍爐」、楊銁『增広鐘鼎篆韻』卷四、49 葉。 
425 「伊彝」、楊銁『增広鐘鼎篆韻』卷二、52 葉。薛尚功『歴代鐘鼎彜器款識法帖』巻二、15

葉。 
426 「山禦作父乙器」、張亞初編『殷周金文集成引得』（中華書局、2001 年）。 
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９宣和豆 

 

9 宣和豆427、上海博物館藏 

 

隹宣和（龢）七年 二月丙辰、帝令作 （乍）豆、錫(易) 少宰邦彥、以祀其先。子(子子)

孫 (孫孫)其永保之。 

（宣和七年二月丙辰、皇帝は豆を作り、少宰の邦彥に賜り、これを以て其の祖先を祀る。子

孫は永く保用する。） 

この器物は上海博物館に収蔵されている。公表する図版には制限があり、全銘文を取得で

きず、徽宗朝の礼器銘文を俯瞰するため、ここでは銘文の内容のみを記すに留め、字体の考

察は今後の課題としたい。邦彦は李邦彦であり、宣和四年（1122）から建炎元年（1127）に

少宰として仕えた428。 

  

 
427 図版、陳建明主編『復興的銅器芸術­－湖南晚期銅器展』（中華書局、2013 年）、262 頁。 
428脱脱『宋史』巻三五二、5 葉。徐自明『宋宰輔編年録』巻十三、４葉。 
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10 宋政和礼器帝承天休簠 

 

10宋政和礼器帝承天休簠、中央研究院歷史語言研究所藏 
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隹甲午八月丙寅（1114）、帝承天休受簠、錫（易）命臣昺（炳）、臣師成範金孔肖、称祀於

（于）世室。臣京
‧
祗帝顕命、識（誌）於（于）簠曰:「永宝用享」。429 

（甲午八月丙寅、皇帝は天命の簠を受け、臣下の劉昺、梁師成に命じ、三代の器物を真似

して鋳造する。明堂に献上して祀る。臣下の蔡京は皇帝の命令を慎んで受け、簠に「永宝用

享」の銘文をしるす。） 

この銘文は中央研究院に収蔵されている。銘文は翟汝文が作り、拓本の「臣京
．
祗帝顕命」

は、翟汝文の原文では「臣某
．
祗帝顕命」に作る。京は宰相の蔡京であり、彼は政和三年礼制

局を設置し430、翟汝文を詳議官として仕えさせ、三代器物を鋳造し、器銘を作らせた。翟汝

文、戸部尚書の劉昺、宦官の梁師成の三人は、礼器鋳造の中心の官僚と考える431。孫詒譲『宋

政和礼器文字考』は『忠恵集』に、「臣炳即劉炳、宋史劉昺傳云、初名炳、賜今名（中略）

作器時昺蓋尚未賜名、故仍作炳。」432と判断した。すなわち、この「宋政和礼器帝承天休簠」

が鋳造された時期は、劉昺が名を賜わる以前と判断するのである。 

拓本の字例「 」は、伝抄古文「 」を使用したと考えられる。「昺」は「炳」

の異体字であり、鐘鼎文には日、丙に従う字例がなく、伝抄古文『汗簡』、『古文四声韻』に

も収録されていない。やや遅く成書した『集篆古文韻海』には特有の字形「 」がある。

隷書を篆書の筆画で書き直して収録したかどうかは不明である433。範「 」は竹形を省き、

「𨊠」は「軓」の或体「 」で、意は「範」に同じである。 

文字構造について、鐘鼎文を使用する傾向があり、例えば、隹、月、丙、寅、帝、承、天、

休、受、簠、錫、命、祀、世、室、宝、用、享などの字があり、繰り返して器銘に見える（【常

 
429 翟汝文『忠恵集』には「（「隹甲午八月丙寅」なし）帝承天休受簠、錫命臣炳臣師成範金孔

肖、稱祀於世室。臣某祗帝顕命、識於簠曰:『永寶用享』。」がある。『忠恵集』巻十、１葉。 
430 蔡京は大観三年（1109）に失脚し、政和二年（1112）に復権した。復権した翌年に、鄭居中

主導の礼議局が『政和五礼新儀』を完成するうち、礼議局を廃し、かわりに自分主導の礼制局

を設置した。大観から政和前半における礼制関連政策の中心には議礼局があり、政和三年

(1113) からはこれを礼制局が引き継いだ。それらの担い手は違っており、前者は徽宗と鄭居

中、後者は蔡京であった。藤本猛『風流天子と君主独裁制―北宋徽宗朝政治史の研究』（京都大

学学術出版会、2014 年）、149-150 頁。 
431 陳芳妹「宋代金学的興起与宋仿古銅器」、『青銅器与宋代文化史』（台湾大学出版中心、2019

年）、85 頁。脱脱『宋史』巻三五六、10 葉。 
432 孫詒譲『宋政和礼器文字考』、『続修四庫全書』（上海古籍出版社、2002 年）九〇四冊、

528 頁。 
433 『集篆古文韻海』は宣和（1119）以後成書した。収録している古文篆書は、度々『玉篇』、

『集韻』にある隸定された文字を篆書の筆画で書き直して収録した。杜從古『集篆古文韻海』

序、『続修四庫全書』（上海古籍出版社、2002 年）二三六冊、367―368 頁。 
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用字表】3、5、15、16、1、51、35、29、37、41、12、10、13、28、33、23、14、19を参照）。

この銘文に特有の鐘鼎文を出典とする字例に、臣「 」、師「 」、成「 」、金「 」、

孔「 」、京「 」があり、宋代の鐘鼎文の臣「 」434、師「 」435、成「 」436、

金「 」437、孔「 」438、京「 」439の字形に一致する。八月「 」の布字は「卭

仲盦」の合文「 」440に類似する。また、伝抄古文を出典とする字例は上述の炳字のほか

に、稱（爯）「 」は『古文四声韻』の「 」441に一致し、祗「 」は『古文四声

韻』の「 」442に一致する。 

  

 
434 「師𣫏敦」、薛尚功『歴代鐘鼎彜器款識法帖』巻十四、18 葉。 
435 「高克尊」、薛尚功『歴代鐘鼎彜器款識法帖』巻十一、5 葉。 
436 「季父鼎」、薛尚功『歴代鐘鼎彜器款識法帖』巻十、5 葉。 
437 「張仲簠」、薛尚功『歴代鐘鼎彜器款識法帖』巻十五、5 葉。 
438 「孔文父鼎」、楊銁『增広鐘鼎篆韻』卷四、3 葉。薛尚功『歴代鐘鼎彜器款識法帖』巻九、

16 葉。 
439「師𡯷敦」、薛尚功『歴代鐘鼎彜器款識法帖』巻十四、18 葉。 
440 合字「八月」、楊銁『增広鐘鼎篆韻』卷七、15 葉。 
441 「古老子」、夏竦『古文四声韻』卷二、28 葉。 
442 「義雲章」、夏竦『古文四声韻』卷一、17 葉。 
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11 象物簠 

 

11象物簠 

 

帝作（乍）簠象物、用昭事神、神永有（又）依帰、純（屯）佑（右）命于我邦。  

（皇帝は簠を作り、模様をこれにえがく。これを用いて神を祀ることを顕彰する。神は永遠

に依るところがある。我が国を守って福を賜る。） 

この銘文は『金石索』443に収録されている翟汝文の作銘である444。純佑とは、守る、助け

るの意があり、銘文で常に使われる言葉である。例えば、宋代に出土した「㣲欒鼎」や、近

代出土した北京博物館蔵の「小克鼎」にも「純佑眉寿」という言葉がある445。翟汝文が礼器

銘を作る際、唐、宋代の特有の器物名を入れるが446、文章はほとんど三代礼器と経典にある

言葉を模倣して作っている。当時の人が彼の「文風は古雅である尚書体」と評価したのと一

致する447。 

文字構造について、鐘鼎文を使用する傾向があり、例えば、帝、作、簠、用、命などの字

があり、繰り返し器銘に見える（【常用字表】1、2、41、14、10を参照）。また、この銘文

 
443 馮雲鵬、馮雲鵷『金石索』、『続修四庫全書』第八九四冊、101 頁。 
444 「帝作簠象物、用昭事神、神永有依歸、純佑命於我邦。」翟汝文『忠恵集』巻十、１葉。 
445 三代器物に「純祐」という言葉を使う例は少なくない。中央研究院「殷周金文暨青銅器資料

庫」合計 40 例があり。https://bronze.asdc.sinica.edu.tw/dore/listm.php。「㣲欒鼎」、薛尚

功『歴代鐘鼎彜器款識法帖』巻十、10 葉。 
446 陳芳妹「宋代金学的興起与宋仿古銅器」、『青銅器与宋代文化史』（台湾大学出版中心、2019

年）、35、38 頁。 
447 范楨『翟汝文与兩宋之際的礼制改革』（浙江大学碩士論文、2016 年）、43 頁。 

https://bronze.asdc.sinica.edu.tw/dore/listm.php
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は特有の鐘鼎文を出典とする。我「 」は「晉姜鼎」の「 」448と一致する。一方、伝

抄古文を出典とする字例に、神「 」は「古老子」の「 」449と一致し、漢鐘鼎文の

「 」450と小異がある。別の神「 」字形は、宋代の出土資料「詛楚文」の「 」

451と一致する。神字を重複して書く際、翟汝文は二つの字形で分別する習慣があり、上述 2

「甲午簋」にもみえる（參常用字表 18）。そのほか、象「 」は伝抄古文「 」と一致す

るが、1「牛鼎」の象字（伝抄古文を出典とする字例）とは異なる（【常用字表】45）。 

 

12 帝作簠 

12帝作簠 

 

帝作（乍）銅簠（□）、格（□）茲明神、万（□）世永享。 

（皇帝は銅簠を作り、この神に感応する。万世に利益を得る。） 

この銘文は『小校経閣金石文字』に収録されている。図版の「格」字は磨滅したが、『小

校経閣金石文字』には「各茲明神」に作る452。「格」は「各」に通用し、至る、感応すると

 
448 「晉姜鼎」、楊銁『增広鐘鼎篆韻』卷四、38 葉。 
449 「古老子」、夏竦『古文四声韻』卷一、31 葉。 
450 「神宝鑑」、楊銁『增広鐘鼎篆韻』卷二、37 葉。 
451 楊銁『增広鐘鼎篆韻』卷二、37 葉。 
452劉体智編『小校経閣金石文字』巻十三、景印盧江自敘刊本、98 葉。 
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いう意味がある。「銅簠」は宋人が作った言葉で、三代の銘文には見えない453。図版の文字

はほとんど磨滅したが、僅かに、帝、茲、明、神、世、永、享の七字が見える。鐘鼎文を出

典とする字例は、帝「 」、享「 」があり、繰り返して器銘に見える（【常用字表】1、

19）。神「 」 は「詛楚文」の字形と一致する（【常用字表】18）。明「 」は小篆、

鐘鼎文、伝抄古文などの三つの文字構造と類似するが、部首の配置はより鐘鼎文に近いと考

える。上述の 2「甲午簋」にある明字と同じである（【常用字表】52）。 

 

13 元祀豆 

 

13元祀豆、『筠清館金石録』 

 
453 陳芳妹「宋代金学的興起与宋仿古銅器」、『青銅器与宋代文化史』（台湾大学出版中心、2019

年）、35、38 頁。 
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13元祀豆、『小校経閣金石文字』 

 

帝欽崇元祀、作（乍）豆隹旅、其典神天於（于）永世（□）。  

（皇帝は敬意を持ち、盛大な祀りのため、豆を作って陳列する。永世に其れを用いて神と天

を祀る儀式を司る。）454 

南宋の薛季宣はこの器物を得て、商代の豆と見なした。鋳造された僅か四十年後、宋人は

徽宗朝の礼器を見分けることができない455。翟汝文が繊細に模倣して礼器を作ったと考えら

れる。 

文字構造について、鐘鼎文を使用する傾向があり、例えば、帝、作、豆、隹、其、天など

の字が繰り返して器銘に見える（【常用字表】1、2、38、3、9、35を参照）。この銘文特有

の「旅」字は吳榮光の摹本は「 」に作り、劉体智の拓本は「 」に作り、ともに鐘鼎文

の「 」456に近い。また、崇「 」は伝抄古文「 」457と一致する。 

  

 
454 呉栄光はこの銘文の摹本を『筠清館金石録』に収録して「龔定庵蔵器」と記し、「秦豆」と

呼んでいる。銘文は「帝欽崇元祀作豆維旅、其典神天於永（「世」闕）」と記す。翟汝文は「帝

欽崇元祀作豆維旅、其典神天於永世。」という銘文を作った。劉体智編『小校経閣金石文字』巻

十三に収載される図版には「（「帝」闕）欽崇元祀作豆隹旅、其典祀子孫永（以下闕）。」とあ

る。「維（隹）旅」という言葉は金文では稀であり、『毛詩注疏』には、「籩豆有楚、殽核維旅

（中略）旅、陳也。（楚国の祭事には肉類と野菜などの供え物を陳列する。旅は、陳列する。）」

という解釈がある。翟汝文『忠恵集』巻十、２葉。呉栄光『筠清館金石録』『続修四庫全書』

（上海古籍出版社、2002 年）九〇二冊、125―126 頁。孔穎達『毛詩注疏』卷二十一、54 葉。 
455 薛季宣「得欽崇豆記」『浪語集』卷三十一、10 葉。孫詒譲『宋政和礼器文字考』、『続修四庫

全書』（上海古籍出版社、2002 年）九〇四冊、9 頁。 
456 楊銁『增広鐘鼎篆韻』卷四、16 葉。 
457 「古尚書」、郭忠恕『汗簡』卷四、15 葉。 
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14 嘉礼尊 

   

14嘉礼尊、『小校経閣金石文字』 14嘉礼尊、『積古斎鐘鼎彜器款識』 

 

帝肇称（爯）嘉（□）礼、作（乍）壺尊用薦、神保是（□）享、隹休於（于）永世。  

（皇帝は嘉礼（五礼である祭事の一つ）を行うことをはじめ、作った壺尊を用いて献上す

る。祖先がこの利益を得る。永世の子孫が恩賜を受ける。） 

「嘉礼尊」は清代に広く流布している。劉心源『奇觚室吉金文述』、阮元『積古斎鐘鼎彝

器款識』、朱善旂『敬吾心室彝器款識』、劉体智『善齋金文拓片餘存』、曹戴奎『懐米山房吉

金図』などにみな収載され、テキストがある。 

『小校経閣金石文字』の釈文は「神保追享」に作る。阮元『積古斎鐘鼎彜器款識』にはよ

り明晰な摹本があり、「神保是享」に作る。「神保是享」とは、宋代の皇帝が先祖を祀る祭文

に使う慣用句であり、「祫享八首―初献順祖酌献大寧」には、「孝孫有慶、嘉薦令芳、神保是

享、錫羡無疆。」458とある。両テキストの字形を比べると、『小校経閣金石文字』の字は半損

 
458 脱脱『宋史』巻一三四、13 葉。 
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するが残っており、「 」は「辵
ちゃく

」ではなく、「止」に見える。阮元『積古斎鐘鼎彜器

款識』の「 」、曹戴奎『懐米山房吉金図』（台湾中央研究院蔵）の「 」、元代楊鈞『広増

鐘鼎篆韻』の「 」と、字形が類似する。そのため、阮元の釈文は正しく、摹本が原作に近

いと考えられる。一方、類似する銘文の内容や字形は、清代内府に収蔵された「周犠尊（後

述 16「嘉礼犧尊」）」にもある459。清代の士人は「周犠尊」を周代の器物と認め、『欽定西清

古鑑』に収録したが、容庚氏の考察により徽宗朝の器物と判明した。また、『小校経閣金石

文字』は「休于永用」 、『積古斎鐘鼎彜器款識』は「休于永世」 と釈すが、銘文の文

脈により、16「嘉礼犧尊」と類似する形式であり、字形も「嘉礼犧尊」にある「休于永世」

を参照することができ、「世」と判断した。 

文字構造は、鐘鼎文を使用する傾向があり、例えば、帝、作、尊、用、保、享、隹、是な

どの字があり、繰り返して器銘に見える（【常用字表】1、2、48、14、11、19、57を参照）。

この銘文に特有で、鐘鼎文を出典とする字例に肇「 」がある。戈に従っており、「刺公

敦」の「 」460と一致する。『說文』小篆「 」の攴に従う字形とは小異がある。また、

薦「 」は唐、宋代で発見された「石鼓文」の「 」461と一致する。孫詒譲はこの字形

の出典を不明とする。『宋政和礼器文字考』462の「嘉礼尊」条に、「廌部に云う、薦は獣の

食する所、廌と艸に従う。此れ変じて艸艸に従う、本づく所を詳らかにせず。（廌部云、薦、

獸之所食、從廌艸、此變為從艸艸未詳所本。）」とある。孫詒譲は薛尚功『歴代鐘鼎彜器款

識法帖』を用いて徽宗朝の礼器銘文を考察するが、同書に収録された「石鼓文」を見落とし

たと考えられる。16「嘉礼犧尊」にも「 」が使われている（【常用字表】56）。一方、

伝抄古文を出典とする字例に、礼、神の字がある（【常用字表】26、18）。 

 
459 劉体智編『小校経閣金石文字』巻十三、景印盧江自叙刊本、98 葉。阮元『積古斎鐘鼎彜器

款識』、『続修四庫全書』（上海古籍出版社、2002 年）九〇一、621 頁。梁詩正等編『欽定西清古

鑑』巻九、50 葉。 
460 出「刺公敦」、薛尚功『歴代鐘鼎彜器款識法帖』巻十三、9 葉。 
461 楊銁『增広鐘鼎篆韻』卷五、31 葉。 
462孫詒譲『宋政和礼器文字考』、『続修四庫全書』（上海古籍出版社、2002 年）九〇四冊、8、10

頁。 
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15 天錫簋 

 15天錫簋 

 

帝受元命、天錫（易）帝簋、用綏於（于）神祇、罔弗格（各）、隹万世無斁。 

（皇帝は天命を受け、天は皇帝に簋を賜る。これを用いて神を祀り、神を安泰させる（満足

させる）。神が感応しないことはない。万世に中断しないようにする。） 

この銘文は『小校経閣金石文字』に収録されている。阮元『積古斎鐘鼎彝器款識』と劉心

源『奇觚室吉金文述』にも収録されるが、いずれも末字の「斁」が磨滅したテキストである。

翟汝文『忠恵集』には「明年（1114）天錫帝簋、帝承天休
．．．．．．．．．

、
．
詔禮官革漢唐諸儒臆説之陋、憲

三代稽古象物、昭徳于彞器、凡祀圜丘、祭方澤、享祢宫及太室諸器、專命公監三代正軌、則

制器銘功、以格神祗、祖考。於是宋器大備、匹休商周。」463とある。政和甲午年、皇帝は「宝

簋」を得、翟汝文に命じて新たな宋器を作った。その記録は「天錫簋」銘文と一致する。孫

詒譲は「天錫簋」はその時造られた器物の一つと考えた464。「用綏於～」は安泰させるの意

味で、翟汝文「賢妃崔氏贈曽祖父制」には「皇帝が百官に身を安泰させることは、全て天の

恩賜である。（朕用綏於庶工、均受帝祉。）」という用例がある465。「無斁」とは皇帝の誥命を

作る際に翟汝文が慣用する言葉であり、終止しないの意味である466。 

 
463 翟汝文『忠恵集』附録、6 葉。 
464 孫詒譲『宋政和礼器文字考』、『続修四庫全書』（上海古籍出版社、2002 年）九〇四冊、9－

10 頁。 
465 翟汝文「賢妃崔氏贈曽祖父制」『忠惠集』卷四、24 葉。 
466 翟汝文『忠惠集』卷二、8 葉、23 葉；卷三、8 葉、22 葉；卷四、25 葉。銘文の結尾は、「簋

銘」には「其永無斁」と作り、「豆銘」には「永寶無斁」と作る。翟汝文『忠惠集』卷十、2

葉。 
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文字構造は、鐘鼎文を使用する傾向があり、例えば、帝、受、命、天、錫、簋、用、綏、

隹、万、世などの字があり、繰り返して器銘に出ている（後述の【常用字表】1、33、10、

35、12、39、14、42、3、17、28を参照）。そのほか、伝抄古文を出典とする字例に神字があ

る（【常用字表】18）。 

 

16嘉礼犠尊 

 

16嘉礼犠尊 

 

帝肇称（爯）嘉礼、作（乍）犧尊用薦、神保是享、惟（隹）休于永世。 

（皇帝は嘉礼（五礼である祭事の一つ）を行うことをはじめ、作った犠尊を用いて献上す

る。祖先がこの利益を得る。永世の子孫が恩賜を受ける。） 

この「嘉礼犠尊」は清代の內府に収蔵され、『欽定西清古鑑』に「周犠尊」として収録さ

れている。容庚の考証により、宋代の礼器であることが判明した。內容は 14「嘉礼尊」と類

似し、字形には小異がある。 

文字構造について、鐘鼎文を使用する傾向があり、例えば、帝、肇、嘉、作、尊、保、用、

是、享、隹、世、休などの字があり、繰り返して器銘に見える（【常用字表】1、27、52、2、

48、11、14、57、19、3、28、29を参照）。そのほか、「礼」字は伝抄古文の字形に一致し（【常

用字表】26）、「神」字は「詛楚文」に一致し（【常用字表】18）、「薦」字は「石鼓文」に一

致する（【常用字表】56）。 
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17山壘 

 

17山罍、中央研究院歴史語言研究所蔵 

 

帝若稽（卟）古作宋器、貢金九牧（□）、始用壺罍（櫑）於（于）嘉享、子子孫孫永保承。

（皇帝は、皇帝は古を考証するに従い、宋代の器物を作る。天下の器物を献上させ、始めて

壺罍を用いて祭事を行う。永遠に子々孫々は継承する。） 

この拓本は、中央研究院歴史語言研究所に収蔵される、柯昌泗『謐齋金文拓本』の一つで

ある。銘文は翟汝文「山罍銘」と同文であるため、翟氏が作った銘文とみられる467。「貢金

九牧」とは「天下九州の諸侯に銅を献上させる（使九州之牧貢金）」468という意味である。

『左伝』宣公三年の条に、「九州の諸侯に銅を献上させ、（共に宗主の禹を擁立する。）禹は

 
467 柯昌泗は銘文の拓本に「宋、山罍」と記す。銘文には「其」が欠け、文集の「山罍銘」には

「帝稽古作宋器、貢金九牧、始用山罍於嘉享、子子孫孫其永保承。」とある。翟汝文『忠恵集』

巻十、3 葉。 
468 王応麟『玉海』巻八十八、3 葉。 
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あらゆる物象を鼎にのせて鋳造し、あらゆる物の形象が備わり、世人に鬼神や善悪を示して

知らせる。（貢金九牧、鑄鼎象物、百物而為之備、使民知神姦。）」469とある。夏禹が天下の

銅を集めて鼎を鋳造する話を引用し、転じて、徽宗は天下に三代の礼器を集め、それを模範

として宋器を鋳造させたと考えられる470。しかし宋代の金石著作には「罍」字が釈出されて

いない。そのため、宋人は器物を命名する際に、常に使われる「自名法」471に依拠すること

ができないのである。「罍」と類似する器物に「彝」があり、呂大臨は「罍」と「彝」は形

制と容量によって分別する。この方法は彼が初めて開発したものである。『考古図』には、

「この「足跡罍」の形制（形状・款式）は「師艅彞」に類似し、容量がより大きいものは、

「罍」に属す。（此器形制（「足跡罍」）與『師艅彞』略相似、而容受加大、蓋罍屬也。）」472

とある。当時、「罍」という器物を「雷 」と自名する方法を知らなかったのである473。

そのため、「罍」字を作る際に鐘鼎文を参考にできず、『說文』小篆「 」の字形を用いて

書いたのである。 

文字構造については、鐘鼎文を使用する傾向があり、例えば、帝、若、作、宋、用、嘉、

享、子子、孫孫などの字は、繰り返して器銘に見えている。（【常用字表】1、59、2、50、14、

52、19、31、36 を参照）。そのほか、器、承などの字は伝抄古文と一致する（【常用字表】

49、51）。 

 

以上、徽宗朝の現存する器銘を考察した。これに基づき、器名、銘文内容、鋳成時期、出

典の事項に分け、表３「徽宗朝の器名・銘文内容・鋳成時期・出典」を一覧表に整理した。

「器銘」は、命名が文献によって異なる場合もあるため、上掲画像の命名を採用し、別名が

あるった場合は「（ ）」で後に付した。「銘文内容」は、釈義を原則として釈文を作り、異

体字、通用字、闕字がある場合は「（ ）」で後に付した。「鋳成時期」は、銘文に記録した

時期によって記入した。ただし「15天錫簋」は考察結果に基づいて記入した。また「９宣和

豆」の実物が上海博物館に収蔵され、拓本図版を公表されてはいないが、現存図版の全体を

俯瞰するため、本表に加えた。なお「番号」は年代順ではない。 

 
469 高士奇『左伝紀事本末』卷二十六、9 葉。 
470 「大觀初、置議禮局於尚書省、命詳議檢討官具禮制本末議定…詔求天下古器、更制尊爵鼎彝

之屬。」脫脫『宋史』巻九十八、3、4 葉。 
471 宋人が三代器物を分類する際、二つの方法を用いて命名する。一つは「自名法」であり、即

ち器銘の内容にある器物名で命名する方法である。もう一つは、文献の名を引用し、形状によ

ってほかの器物と比べて判断する方法である。劉昭瑞『宋代著録商周青銅器銘文箋正』（中山大

学出版社、2000 年）、8－9 頁。 
472 呂大臨『考古図』巻四、62 葉。 
473 1973 年に出土した「對罍」には「罍」と「雷」が通用する字例がある。『考古与文物』

（1984 年 1 期）、55 頁。中央研究院 https://bronze.asdc.sinica.edu.tw/rubbing.php?09826 

https://bronze.asdc.sinica.edu.tw/rubbing.php?09826
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表３ 徽宗朝の器名・銘文内容・鋳成時期・出典表 

番号、器名 銘文内容 鋳成時期 拓本、摹本出

典 

そ

の

他 

1. 牛鼎 隹甲午八月丙寅、帝若稽（卟）

古、肇作（乍）宋器、審厥（氒）

象作（乍）牛鼎、格於（于）太

室、迄用享。億寧神休、隹帝時

宝、万世其永賴。474 

政和甲午、四年

（1114） 

『金石索』475  

2. 甲 午 簋

（盨） 

隹甲午八月丙寅、帝盥清廟、作

（乍）礼簋吉蠲明神、神鑒馨德、

俾帝万年、永綏受命。 

政和甲午、四年

（1114） 

『積古斎鐘鼎

彜器款識』476 

翟

汝

文

作 

3. 童 貫 壺

（ 政 和

壺） 

隹政和六年 (□□□□□)十又

一月甲午（□）、帝命作（乍）

壺尊(□)、錫（易）領枢（□□）

密院（寏）事（□）貫、以（□）

祀其先（□□）、子₌（□）孫₌

其永（□）保之（□）。 

政和丙申、六年

（1116） 

『陶斎吉金続

録』477 

 

4. 政 和 鼎

（ 童 貫

鼎） 

隹政和（龢）六年十又一 月甲

午、帝命作（乍）鉶鼎、錫（易）

領枢密院（寏）事貫、以祀其先、

子孫其永保之。 

政和丙申、六年

（1116） 

北京中国歴史

博物館蔵器、

台湾故宮博物

院蔵器、故宮

博物院Ｘ線摹

 

 

474「隹甲午八月丙寅、帝若稽古、作宋器、審厥象作牛鼎、格於大
‧

室、迄用享億寧神體
‧

、隹帝口
‧

寶、萬世其永賴。」、『金石萃編』巻一四五、29 葉。陳芳妹「宋代金学的興起与宋倣古銅器」、

『青銅器与宋代文化史』（台湾大学出版中心、2019 年）、59 頁。河南博物院の HP には、「隹甲午

八月丙寅、帝若稽古、肇作宋器、審厥象作牛鼎、格于太室、从
．
用享、万

．
宁神休、隹帝时寶、万

世其永赖。」と釈している。

http://202.102.241.208:8080/sitesources/hnsbwy/page_pc/clzl/zlhg/dszhzgdwh/dsbfggdx/a

rticlece6f4b685e6e446f976dba251338933b.html 、2020 年 5 月 16 日、17:34。 

清代の『金石索』には、「隹甲午八月丙寅、帝若稽古、肇作宋器、審眂
．
象作牛鼎、格於太室、

迄
．
用享億寧神休、隹帝時宝、萬世其永賴。」と記録している。馮雲鵬、馮雲鵷『金石索』、『続修

四庫全書』第八九四冊、101 頁。 
475 馮雲鵬、馮雲鵷『金石索』、『続修四庫全書』（上海古籍出版社、2002 年）八九四、101 頁。 
476 阮元『積古斎鐘鼎彜器款識』巻七、『続修四庫全書』（上海古籍出版社、2002 年）九〇

一、658－659 頁。 
477 端方『陶斎吉金続録』、『続修四庫全書』（上海古籍出版社、2002 年）九〇四、392 頁。 

http://202.102.241.208:8080/sitesources/hnsbwy/page_pc/clzl/zlhg/dszhzgdwh/dsbfggdx/articlece6f4b685e6e446f976dba251338933b.html
http://202.102.241.208:8080/sitesources/hnsbwy/page_pc/clzl/zlhg/dszhzgdwh/dsbfggdx/articlece6f4b685e6e446f976dba251338933b.html
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番号、器名 銘文内容 鋳成時期 拓本、摹本出

典 

そ

の

他 

本 

5. 鉶鼎（政

和鼎Ⅱ） 

隹政和（龢）丙申五月辛酉、帝

宗祀於（于）五室、 作（乍）鉶

鼎、永集宝命隹休。478 

政和丙申、六年

（1116） 

『宋政和礼器

文字考』479 

 

6. 政 和 盨

（ 政 和

簋） 

隹政和（龢）丁酉十二月甲子、

皇帝肇新礼器、作（乍）盨以祀

太一、其万年永保用。 

政和丁酉、七年

（1117） 

『商周彝器通

考』480 

 

7. 政和豆 隹政和（龢）八年十月戊子、皇

帝寅奉上真、作（乍）豆以祀長

生大帝君、其万年永保用。 

政和戊戌、八年

（1118） 

フランス、チ

ェルヌスキ美

術館蔵、「宋代

金学的興起与

宋倣古銅器」

481 

 

8. 宣 和 山

尊 

隹宣和（龢）三年正月辛丑、皇

帝考古、作（乍）山尊、豑於（于）

方澤、其万年永（□□□）保用

（□）。 

宣和辛丑、三年

（1121） 

北京故宮博物

院蔵器、中央

研究院歷史語

言 研 究 所 藏

『謐齋金文拓

本』482 

 

9. 宣和豆 隹宣和（龢）七年 二月丙辰、帝

令作 （乍）豆、錫(易) 少宰邦

彥、以祀其先。子(子子)孫 (孫

孫)其永保之。 

宣和乙巳、七年

（1125） 

上海博物館蔵  

10. 宋 政 和 隹甲午八月丙寅、帝承天休受 政和甲午、四年 中央研究院歷 翟

 

478 陳芳妹氏の釈文は「隹政和丙申五月辛酉、帝宗祀於五室、 作鉶鼎、永□
．
寶命隹休。」であ

る。『宋政和礼器文字考』に載っている摹本と釈文により、「集」字と判明した。「永集宝命」と

は永遠に天命を達成することである。陳芳妹「宋代金学的興起与宋倣古銅器」、『青銅器与宋代

文化史』（台湾大学出版中心、2019 年）、60 頁。 
479 孫詒譲『宋政和礼器文字考』、『続修四庫全書』（上海古籍出版社、2002 年）九〇四冊、8

頁。 
480 容庚『商周彝器通考』（哈佛燕京学社、1941 年）、187 頁。 
481 陳芳妹「宋代金学的興起与宋倣古銅器」、『青銅器与宋代文化史』（台湾大学出版中心、2019

年）、49 頁。並びに自作の摹本。 
482 柯昌泗（1899-1952）輯『謐齋金文拓本』である。 
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番号、器名 銘文内容 鋳成時期 拓本、摹本出

典 

そ

の

他 

礼 器 帝

承 天 休

簠 

簠、錫（易）命臣昺（炳）、臣

師成範金孔肖、称祀於（于）世

室。臣京祗帝顕命、識（誌）於

（于）簠曰:「永宝用享」。483 

（1114） 史語言研究所

藏 

汝

文

作 

11. 象 物 簠

（ 帝 作

簠） 

帝作（乍）簠象物、用昭事神、

神永有（又）依帰、純（屯）佑

（右）命于我邦。 

不明 『金石索』484 翟

汝

文

作 

12. 帝 作 簠

Ⅱ 

帝作（乍）銅簠（□）、格（□）

茲明神、万（□）世永享。 

不明 『小校経閣金

石文字』485 

 

13. 元 祀 豆

（ 欽 崇

豆）486 

帝欽崇元祀、作（乍）豆隹旅、

其典神天於（于）永世（□）。 

不明 『小校経閣金

石文字』487、

『筠清館金石

録』 

翟

汝

文

作

488 

14. 嘉 礼 尊

（ 嘉 礼

壺尊） 

帝肇称（爯）嘉（□）礼、作（乍）

壺尊用薦、神保是（□）享、隹

休於（于）永世。 

不明 『小校経閣金

石文字』489、

『積古斎鐘鼎

彜器款識』490 

 

15. 天錫簋 帝受元命、天錫（易）帝簋、用

綏於（于）神祇、罔弗格（各）、

隹万世無斁。 

政和甲午、四年

（1114） 

『小校経閣金

石文字』491、

『積古斎鐘鼎

翟

汝

文

 
483 翟汝文『忠恵集』には「（「隹甲午八月丙寅」なし）帝承天休受簠、錫命臣炳臣師成範金孔

肖、稱祀於世室。臣某祗帝顕命、識於簠曰:「永寶用享」。」とある。『忠恵集』巻十、１葉。 
484 馮雲鵬、馮雲鵷『金石索』、『続修四庫全書』第八九四冊、101 頁。 
485劉体智編『小校経閣金石文字』巻十三、景印盧江自叙刊本、98 葉。 
486 劉体智編『小校経閣金石文字』は「元祀豆」と呼び、孫詒譲『宋政和礼器文字考』には「欽

崇豆」と呼ぶ。 
487 劉体智編『小校経閣金石文字』巻十三、景印盧江自叙刊本、99 葉。 
488 孫詒譲『宋政和礼器文字考』、『続修四庫全書』（上海古籍出版社、2002 年）九〇四冊、9

頁。 
489 劉体智編『小校経閣金石文字』巻十三、景印盧江自叙刊本、98 葉。 
490 阮元『積古斎鐘鼎彜器款識』巻五、『続修四庫全書』（上海古籍出版社、2002 年）九〇

一、621 頁。 
491 劉体智編『小校経閣金石文字』巻十三、景印盧江自叙刊本、98 葉。 
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番号、器名 銘文内容 鋳成時期 拓本、摹本出

典 

そ

の

他 

彜器款識』492 作 

16. 嘉 礼 犠

尊 

帝肇稱（爯）嘉禮、作（乍）犧

尊用薦、神保是享、惟（隹）休

于永世。 

 欽定西清古鑑  

17. 山壘 帝若稽（卟）古作宋器、貢金九

牧（□）、始用壺罍（櫑）於（于）

嘉享、子子孫孫永保承。 

 中央研究院歷

史語言研究所

藏 

翟

汝

文

作 

 

以下の表４「徽宗朝の器銘常用字表（【常用字表】）」は、礼器を考察するものである。上

掲十七種の器物の銘文から、重出する字例を常用字とみなし、全五十九字例を摘出した。た

だし磨滅した字例、および「９宣和豆」の実物は上海博物館に収蔵され、拓本の図版を公表

していないが、全体的な常用字数を俯瞰するため、本表に加えてある。 

「宋器銘字例」は上掲十七種から摘出した。 

鐘鼎文、伝抄古文、小篆の字例は、次の文献から摘出した。 

◎小篆の字例は、『説文解字』「孫星衍本」（中華書局）と『訂正六書通』（上海書店）等を

参照した。 

◎鐘鼎文の字例は、呂大臨『考古図』、『考古図釈文』（四庫全書本）、王黻『重修宣和博古

図』（四庫全書本）、薛尚功『歴代鐘鼎彜器款識法帖』（四庫全書本と朱謀垔本）、王俅『嘯堂

集古録』（涵芬楼影印本）、楊鉤『増広鐘鼎篆韻』（北京図書館古籍珍本叢刊第五、清代抄本）、

汪立名『鐘鼎字源』（四庫全書存目叢書）等を参照した。 

◎伝抄古文の字例は、徐在国『伝抄古文字編』（北京線裝書局）、『汗簡』『古文四声韻』（中

華書局）等を参照した。 

◎その他は、宋代の篆書作品、宋代で流布された「詛楚文」、清代以後出土された金文等

を参照した。 

なお、１.帝、２.作（乍）、３.惟（隹）の「番号」は使用頻度による順不同である。釈

義を原則として釈文を作り、異体字、通用字がある場合は「（ ）」で後に付した。 

  

 
492 阮元『積古斎鐘鼎彜器款識』巻七、『続修四庫全書』（上海古籍出版社、2002 年）九〇

一、658－659 頁。 
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表４ 徽宗朝の器銘常用字表（【常用字表】） 

番号 宋器銘字例 鐘鼎文 伝 抄 古

文 

小篆 その他 

 

1. 帝 

 

1 牛鼎  

2 甲午簋 

 

３ 童 貫

壺 

 

4 政和

鼎 

5 鉶鼎 

 

 

 

 

 

 

  

６政和盨 

７ 政 和

豆 

 

8 宣和山

尊 

９宣和

豆 
 

 

10 宋政

和 礼 器

帝 承 天

休簠 

 

11 象物簠 

12 帝作

簠Ⅱ 

  

13 元祀

豆 

14 嘉

礼尊 

 

 

15 天賜

簋 

 

16

嘉礼犧尊 

17 山罍 

       

2.  

作（乍） 

 

 

1 牛鼎 

2 甲午簋 ３ 童 貫

壺 

 

4 政和

鼎 

 

5 鉶鼎 
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番号 宋器銘字例 鐘鼎文 伝 抄 古

文 

小篆 その他 

 

６

政和盨 

 

７ 政 和

豆 

 

8 宣和山

尊 

９宣和

豆 

11 象物

簠 

12

帝作簠Ⅱ 

 

13 元祀

豆 

14 嘉礼

尊 

16 嘉

礼犧尊 

17 山罍 

3.  

惟（隹） 

 

1

牛鼎 

 

2 甲午簋     

4 政和鼎 

 

 

5 鉶鼎 

６ 政 和

盨  

  

 

 

７

政和豆  

8 宣和山

尊 

９ 宣 和

豆 

 

13 元

祀豆 14 嘉礼

尊 
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番号 宋器銘字例 鐘鼎文 伝 抄 古

文 

小篆 その他 

 

15

天賜簋 

 

10 宋政

和 礼 器

帝 承 天

休簠 

16

嘉 礼 犧

尊 

 

  

4.  

於（于） 

 

1 牛鼎 

  

5 鉶鼎    

 

 

8 宣和山

尊 

 

 

10 宋

政和礼

器帝承

天休簠 

 

11 象物

簠  

 

  

 

 

13 元祀豆  

 

14 嘉礼

尊  

15 天賜

簋 

16 嘉

礼犧尊 

17 山罍 

5. 月 

1 牛鼎 
 2

甲午簋     

３ 童 貫

壺  

4 政和

鼎 

 

 

5

鉶鼎 
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番号 宋器銘字例 鐘鼎文 伝 抄 古

文 

小篆 その他 

 

６

政和盨  

７ 政 和

豆   

8 宣和山

尊 

９宣和

豆 

 

10 宋政

和 礼 器

帝 承 天

休簠 

 

6.  

和（龢） 

 4

政和鼎  

 

5 鉶鼎 ６ 政 和

盨 

７政和

豆 

 

 

8 宣和山

尊 

 

  

 

 ９宣和豆       

7. 年 

 2

甲午簋  

 

 

4 政和鼎 

    

６ 政 和

盨 

 

７政和

豆   

8 宣和山

尊 

  

 

 

 

 

 ９宣和豆     

8. 永 

1

牛鼎 

 

2 甲午簋     4

政和鼎 5 鉶鼎 ６ 政 和

盨  

  

 

７

8 宣和山

尊   

９ 宣 和

豆 

10 宋

政和礼

器帝承

11 象物

簠   



171 

 

番号 宋器銘字例 鐘鼎文 伝 抄 古

文 

小篆 その他 

 

政和豆  天休簠 

12

帝作簠Ⅱ 13 元祀

豆 

14 嘉礼

尊 16 嘉

礼犧尊 

17 山罍 

9. 其 

 1

牛鼎  

３ 童 貫

壺     

 

 

4 政和鼎 

 

６政和

盨 

 

７ 政 和

豆  

 

 

  

 

 

8 宣和山尊 

９ 宣 和

豆 

  

13 元祀

豆 

  

10. 命 

 

  

2 甲午簋  ３ 童 貫

壺    

 

4 政和鼎 

 

5 鉶鼎 

 

 

10 宋政

和 礼 器

帝 承 天

休簠 

 

 

  

 

「嘉祐石

經」 
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番号 宋器銘字例 鐘鼎文 伝 抄 古

文 

小篆 その他 

 

 

 11象物簠   

 

15 天賜

簋 

    

 

11. 保 

 

３

童貫壺  

 

4 政和鼎 

  ６ 政 和

盨 ７政和

豆  

９ 宣 和

豆 

許子鐘 

  

「褱鼎」 

 

 14

嘉礼尊  

 

 

8 宣和山

尊 

16 嘉礼

犧尊 

17 山

罍 

 

     

12.  

錫(易)  

３

童貫壺 

 

4 政和鼎 

 

９ 宣 和

豆 

 

10 宋

政和礼

器帝承

天休簠 

 

15 天賜

簋 

 

  

 

13. 祀 

 

３

童貫壺  

4 政和鼎  

5 鉶鼎  

６政和

盨  

７ 政 和

豆 

兄癸卣 

 

 

「嘉祐石

經」 
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番号 宋器銘字例 鐘鼎文 伝 抄 古

文 

小篆 その他 

 

９宣和豆   

10 宋政

和 礼 器

帝 承 天

休簠  

13 元祀

豆  

  

14. 用 

 

６

政和盨   

７ 政 和

豆 

8 宣和山

尊 

 

10 宋

政和礼

器帝承

天休簠   

 

11 象物

簠  

 

  

 

「嘉祐石

經」 

 

 

 14

嘉礼尊  

 

15 天賜

簋 16 嘉礼

犧尊 

17 山

罍 

     

15. 丙 

 

  

1 牛鼎 

  

2 甲午簋 

 

5 鉶鼎 

 

10 宋

政和礼

器帝承

天休簠 

９ 宣 和

豆 

 

 

  

 

16. 寅 

 

 

 1 牛鼎    

2 甲午簋 

 

 

10 宋

政和礼

器帝承

天 休
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番号 宋器銘字例 鐘鼎文 伝 抄 古

文 

小篆 その他 

 

７ 政 和

豆    

 

「 丙

寅」 

「丙寅」

丙 寅 卣

伯姬鼎 

17. 万 

1

牛鼎  

７ 政 和

豆  

8 宣和山

尊 

15 天

賜簋 

 

2 甲午簋 

 

 

 

 

 

６政和盨 

    

18. 神 

 
 

 1 牛鼎  

 

2 甲午簋 

 

11 象物

簠   

12 帝

作簠Ⅱ 

13 元祀

豆 

 

詛楚文 

孤例 

   

元拓「詛

楚文」 

「 寧 簋

蓋」  

14

嘉礼尊  

15 天賜

簋 16 嘉礼

犧尊 
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番号 宋器銘字例 鐘鼎文 伝 抄 古

文 

小篆 その他 

 

19. 享 

 

1 牛鼎 

 

10 宋政

和 礼 器

帝 承 天

休簠 

12 帝作

簠Ⅱ 

14 嘉

礼尊 

 

16 嘉礼

犧尊 

 

石  

 

 

17

山罍 

        

20. 政 

 

4 政和鼎  

5 鉶鼎  ６ 政 和

盨  

７政和

豆 

 

 石 

 

 

21. 甲 

 

 

1 牛鼎  

 2

甲午簋  

３ 童 貫

壺 

 

4 政和

鼎 

６ 政 和

盨  

 

説 古

 

汗 

 

 

 10

宋政和礼器

帝承天休簠 

    

22. 鼎 

 

1 牛鼎  

 

4 政和鼎 

  

5 鉶鼎 
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番号 宋器銘字例 鐘鼎文 伝 抄 古

文 

小篆 その他 

 

23. 宝 

 

 

1 牛鼎  

 

5 鉶鼎 

 

10 宋政

和 礼 器

帝 承 天

休簠 

  

 

   

 

24. 以 

 

4 政和鼎  ６ 政 和

盨 

７ 政 和

豆 

９宣和

豆 

 

陀鼎 

  

 

25. 皇 

６政和盨   

 

７ 政 和

豆 

 

8 宣和山

尊 

  

 

  

 

26.  

礼（禮）   

2 甲午簋 

６ 政 和

盨 

 

 

14 嘉礼

尊 

16 嘉

礼犧尊 

 

 

 

 

 

 

 

27. 肇 

1 牛鼎 ６ 政 和

盨 

16 嘉

礼犧尊 

 

 

  

「 勃 興

頌」 
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番号 宋器銘字例 鐘鼎文 伝 抄 古

文 

小篆 その他 

 

14 嘉礼

尊 

28. 世 

  

1 牛鼎 

 

10 宋政

和 礼 器

帝 承 天

休簠  

 

12 帝作

簠Ⅱ    

14 嘉

礼尊 

15 天賜

簋  

  

 

 

 

16

嘉礼犧尊 

        

29. 休 

 

 

1 牛鼎  

5 鉶鼎 

 

10 宋政

和 礼 器

帝 承 天

休簠 14 嘉

礼尊 

16 嘉礼

犧尊 

 

 

三 體 石

經 

 

宋「五箴

刻石」 

30.  

有（又） 

３童貫壺 

 

4 政和鼎 

 

11 象物

簠 

  

 

 

 

 

31.  

子、子₌ 

 4

政和鼎 ６ 政 和

盨 

 

７ 政 和

豆 

９宣和

豆  

17 山罍  
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番号 宋器銘字例 鐘鼎文 伝 抄 古

文 

小篆 その他 

 

32. 午 

 

 

1

牛鼎 

2甲

午簋 

4 政和鼎 10 宋

政和礼

器帝承

天休簠 

 

 

 

 

 

33. 室 

 

 

1 牛鼎 

 

5 鉶鼎 

 

10 宋政

和 礼 器

帝 承 天

休簠  

  

 

  

 

34. 八 

1

牛鼎 2 甲午簋 10 宋政

和 礼 器

帝 承 天

休簠 

  

 

 

 

 

35. 天 

10

宋政和礼器

帝承天休簠  

13 元祀

豆 

15 天賜

簋 

  

 

  

 

36.  

孫、孫₌ 

 

３童貫壺 4 政和鼎 

９ 宣 和

豆 

17 山

罍 
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番号 宋器銘字例 鐘鼎文 伝 抄 古

文 

小篆 その他 

 

37. 受 

2

甲午簋 

 

10 宋政

和 礼 器

帝 承 天

休簠 

15 天賜

簋 

  

 

 

 

 

 

38. 豆 

 

７

政和豆 

13 元祀

豆 

９ 宣 和

豆  

  

 

 

 

 

39.  

簋（盨） 

 

2 甲午簋 

６ 政 和

盨 

 

 

15 天賜

簋 

  

 

 

 

 

 

 

 

40. 壺 

３童貫壺 

 

14 嘉礼

尊 

 

17 山罍 
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番号 宋器銘字例 鐘鼎文 伝 抄 古

文 

小篆 その他 

 

41. 簠 

 

 

10

宋政和礼器

帝承天休簠  

 

11 象物

簠 

   

 

張仲簠 

 

 

 

 

42. 綏 

 

2 甲午簋 

 

15 天賜

簋 

   

  

 

 

 

43. 辛 

 5鉶

鼎 
 

8 宣和山

尊 

   

 

  

 

44.  

院（寏） 

３童貫壺  4 政和鼎 

   

 

師 寏 父

鼎 

   

45. 象 

1 牛鼎 

11 象物

簠 

   

  

 

 

 

46. 太 

 

1 牛鼎 ６ 政 和

盨 
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番号 宋器銘字例 鐘鼎文 伝 抄 古

文 

小篆 その他 

 

47.  

稱（爯） 

10

宋政和礼器

帝承天休簠 

14 嘉礼

尊 

 

16 嘉礼

犠尊 

   

 

 

   

 

夢英「篆

書 千 字

文」 

48. 尊 

8 宣和山尊 

14 嘉礼

尊 

 

16 嘉礼

犠尊 

  

仲父鬲 

  

 

 

49. 器 

 

1 牛鼎 

 

6 政和盨 17 山罍 

   

  

 

50. 宋 

 

1 牛鼎 17 山罍 

   

 

  

「劉子羽

墓碑」 

51. 承 

10

宋政和礼器

帝承天休簠 

17 山罍 
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番号 宋器銘字例 鐘鼎文 伝 抄 古

文 

小篆 その他 

 

52. 嘉 

 

 

16 嘉礼

犧尊 

17 山罍 

  

晉姜鼎   

 

53. 明 

2 甲午簋 12 帝作

簠Ⅱ 

   

 

晉姜鼎 

  

 

「 勃 興

頌」 

54. 事 

４政和鼎 

11

象物簠 

   

  

 

 

「宣聖四

十四代墓

碑」 

55. 酉 

 

5 鉶鼎 

 

6 政和盨 

   

  

 

 

 

56. 薦 

14

嘉礼尊 

 

16 嘉礼

犧尊 

   

 

石鼓文 

 

 
 

 

金文「叔

朕簠」 

57. 是 

 

14 嘉礼尊 

16

嘉 礼 犧

尊 
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番号 宋器銘字例 鐘鼎文 伝 抄 古

文 

小篆 その他 

 

58.  

稽（卟） 

 

1 牛鼎 17 山罍 

   

 

 

 

 

米芾「文

宣 王 贊

碑」 

 

59. 若 

 

1 牛鼎 

 

17 山罍 
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第三節 小結 

 

宋初において、徐鉉が史館に収蔵された器物銘文の釈出をはじめ、咸平三年（1000）に、

乾州から献上した古鼎の考証することや、仁宗皇祐三年（1051）初の金石図釈の著作『皇祐

三館古器図』を編纂することや、字書の『古文四声韻』を編纂することが皇帝の収蔵とは関

わる。欧陽脩『集古録』に至り、初めて「証経補史」を目的とし、礼器銘文の研究を通して

経学（礼制）、文字学（小学）、史学の三綱をたてている。劉敞と欧陽脩が積極的に器物銘文

を収集し、楊南仲が銘文を釈読する成果に恵まれ、宋代の古文字学の勃興をもたらしたと考

えられる。 

器物と鐘鼎文を図釈した著作である、李公麟の『李氏古器図』（考古図）は元豊年間（1079）

から流行している。その後、元祐七年（1092）の呂大臨『考古図』が跡を継ぎ、収蔵家三十

八人の所持する銅器二二四件、石器一件、玉器十三件を収録し、さらに、『考古図釈文』と

いう鐘鼎文字書を編集した。四百余りの字首を釈出し、合計八二一字を集めている。この本

は最初の文字学著作と考えられる。この鐘鼎文字書は、以後の王楚『鐘鼎篆韻』の一連の鐘

鼎文字書に影響を及ぼした。徽宗朝に至り、「制礼作楽」の手本を作るため、古器大集成の

『重修宣和博古図』を成書した。これを基ついて、王楚『鐘鼎篆韻』では、主文の字数は一

〇四二字、総六六四八字を釈出した。南宋に入ると、士人たちは新出土の器物を入手するこ

とが難しくなり、器物の研究が衰え、新たな器物の図象を編集する書物は稀である。この時

の金石学は北宋末の「図釈の学」から「款識の学」に転換し、鐘鼎文の研究は再び民間で発

展した。薛尚功『歴代鐘鼎彜器款識法帖』、王俅『嘯堂集古録』、王厚之『復斎鐘鼎款識』は

この時期の代表作である。 

徽宗朝の祭事は多く道教活動と関連する。太廟を建て、九鼎を作る。周代天子の九鼎の制

度を援用し、三代の君臨する威儀を再現するが、実際に、この制度は方士の魏漢津の意見を

受け、三代を追いかける名に乗じ、道教の祭事に関連している。礼器製作について、作者の

翟汝文の製作観を考察すると、礼制（器種、器制を含む）、文字、文体がいずれも三代の古

典を再現する意識があったと理解できる。 

徽宗朝における礼器銘文の製作については、以下の通り古文を使用する特徴が判明した。 

1、少数の磨滅した文字を除き、半分以上は鐘鼎文の字形と一致し、文字構造が他の分類

と類似する場合は美的風格が鐘鼎文に近づく傾向があること。 

この傾向は製作者の一人の翟汝文が言う、「稽正六經、考禮於夏商之器、正字於鼎彞之間、

剗革繆偽、捜訪失絶。使六經尊罍犧象之用、六書象形科斗之書、昭明炳煥、與六經相表裏、

以教後人。（六経を考察して校正する上で、礼制を夏商の器物を用いて考察し、文字を青銅

器に拠って校正し、誤謬の文字を刪除し、消失散逸の文字を捜訪した。六経の器物（尊、罍、

犧、象）の用途、六書の文字（象形、科斗）の書法を、明らかに輝かせ、六経と表裏の関係

にあることを、後世に教えるのである。）」という概念と一致し、強く復古の意識があるとみ

える。 
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２、特殊な字形は宋代の新たに解釈した文字を使ったこと。 

例えば、寅、以、貫などの字は宋代に釈出した孤例である。 

3、時折、宋代に流布した「石鼓文」、「詛楚文」や伝抄古文を混用し、古文では対応でき

ない字は小篆を用いたこと。 

このような書作意識は、当時の士人に古文が通用できる字体であるという観点と関わっ

ている。 
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終章 

 

まず、両宋の間に古文がどのように展開し、どのように応用されたか、各章で考察した結

果をまとめておきたい。 

第一章「宋代における篆書発展の背景について」では、「識字と篆書の教育」と「字書の

流布」について考察した。宋代において、官立、私立学校の興学に沿って、唐代の士族教育

から庶民教育に転換し、識字率や士人の数が激増した。この背景が、後の文字研究に重要な

基盤を提供した。公、私立学校における教育の内容では、篆書についての記録が稀ではある

が、神宗は文字学の衰退に留意し、王安石の『字説』を用いて科挙の試験用として流布させ

た。『字説』にある訓詁には無理にこじつけた解釈が多く、批判を浴びたものの、訓詁の気

風を引き起こし、当時の士人たちに文字学を啓発した。徽宗の時代に設置した「書学」、「書

芸局」は断続的に存在したが、教育する文字は古文（伝抄古文、鐘鼎文）を幅広く編入した。

一方、拓本を作る技術の普及に沿って、法帖、歴代の石刻、鐘鼎文が広く流布し、様々な篆

書の芸術風格が見られるようになった。印刷技術の発達に沿って、さらに字書が広く流布し、

文字学の学習や篆書を調べることが便利になった。これらは以前の時代に比べ、宋代におけ

る篆書学習の優位であると考えられると論述した。 

第二章「北宋における古文の応用―米芾の篆書を中心として」では、「米芾が実見するこ

とができた篆書資料のテキスト（版本）とその様式」と「米芾の篆籀に対する理解と創作」

について考察した。 

米芾は宋代における金石学の風潮に啓発され、学書過程における篆書に対する理解は、当

時出土された「詛楚文」と唐代から伝わる先秦の「石鼓」、また当時出土した鐘鼎文から得

たものが大きいといえる。彼は実践の上ではあらゆる面でその筆法を試している。「御製文

宣王贊碑」は前朝の李陽冰の玉筯篆の書風を継承しており、また『紹興米帖』篆隸第九の古

文は、筆法が竹簡のように行書の書風を表している。 

米芾の篆書の字形を考察し、彼の古文を使用する傾向は、以下の四点を発見した。 

一、特殊な字形を用いる。 

二、形象的な字形を用いる。 

三、自分の名の「芾」字を書くときは多くの字体を用いる。 

四、独自の見解によって解釈した字がある。 

また、六書に合わない篆書が散見するため、次の二点のことが言える。 

１、隷書の結構に篆書の部首を結合して篆字を作ることが見られる点。 

２、来歴不明な疑わしい篆字（疑字）がある点。 

しかし、『紹興米帖』全八六四字中、鐘鼎文特有の文字構造で書いた文字が十八字あり、

鐘鼎文を集字して四字熟語を書いていることなどから考えると、米芾は『說文解字』、伝抄

古文、そして当時新たに出土し整理された鐘鼎文の資料を正確に使用できていると考えら

れる。加えて訓詁学に対する相当な理解があることから、字形の解釈や通仮字の使用も理に
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かない、なおかつ鐘鼎文や印文に特有な合文形式を運用して、自分の姓名「米芾」に当ては

めていることは、当時においては稀有の用例であると言ってよいであろう。これらのことは、

米芾が宋代の金石学や文字学の盛んな風潮に啓発され研究した証しであると論述した。 

第三章「南宋における古文の応用―常杓の「盤谷序」を中心として」では、「常杓の作品

について」、「『盤谷序』にある古文の実相」、「常杓の盤谷序とその時代」について考察した。

鐘鼎文作品であると自称した常杓の「盤谷序」の字形を古文と比較考察した結果、伝抄古文

を使用する要因には以下の三つの場合があることが判明した。 

一、鐘鼎文がない場合 

二、鐘鼎文はあるが文字構造が小篆に近い場合 

三、鐘鼎文はあるが重出する場合 

さらに、南宋の鐘鼎文の作品と書作記録を照合すると、 

１、作品にある伝抄古文と鐘鼎文を混用する点 

２、記録にある見分けにくい字を選ぶ点 

３、小篆で古文の闋字を補う点 

という三つの共通点があることを発見した。この考察結果は、古文に関する著作の内容と成

書の経緯、ならびに当時使用できた書物を明らかにした上での研究であるので、「盤谷序」

はほんの一例に過ぎないが、管見の及ぶ範囲での見解である。 

そしてこの見解を踏まえ、宋代士人の文字学に対する観点を論述した。 

まず唐代から宋代の篆書の作風は、李斯と李陽冰の影響下にあることが挙げられる。「盤

谷序」にある鉄線篆の風格と款識を論じた皇帝の収蔵事情が何よりもその証左である。 

次に常杓が款識に言う通り、鐘鼎文を用いて書く意識があったことである。多くの字があ

りのままに書かれ、判断できない字は少ない。全二〇三字中、鐘鼎文の字形と一致する文字

が一〇六字、鐘鼎文特有の文字構造で書いたのが四十五字である。宋代に、鐘鼎文の文字認

識によってのみ宋詞を書くには限界があるはずだが、彼は広く流布した伝抄古文を用いる

ことができた。この書作の意識は、当時の士人には、古文は通用できる字体であるという観

点を持っていたことと関わっていよう。 

第四章「徽宗朝の礼器銘文について」では、「礼器製作の背景」と「徽宗朝の礼器銘文製

作」について考察した。王国維は、宋代では金石学が独立した学問として確立されたと論じ

る。宋初において、徐鉉が史館に収蔵された器物銘文の釈出をはじめ、咸平三年（1000）に、

乾州から献上した古鼎の考証することや、仁宗皇祐三年（1051）初の金石図釈の著作『皇祐

三館古器図』を編纂することや、字書の『古文四声韻』を編纂することが皇帝の収蔵とは関

わる。欧陽脩『集古録』に至り、初めて「証経補史」を目的とし、礼器銘文の研究を通して

経学（礼制）、文字学（小学）、史学の三綱をたてている。劉敞と欧陽脩が積極的に器物銘文

を収集し、楊南仲が銘文を釈読する成果に恵まれ、宋代の古文字学の勃興をもたらしたと考

えられる。 

器物と鐘鼎文の図釈著作について、李公麟の『李氏古器図』（考古図）は元豊年間（1078）
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から流行している。その後、元祐七年（1092）呂大臨『考古図』が跡継ぎ、収蔵家三十八人

の所持する銅器二二四件、石器一件、玉器十三件を収録し、さらに、『考古図釈文』という

鐘鼎文字書を編集した。四百余り字首を釈出され、合計八二一字を集めている。この本は初

めての文字学著作と考えられる。以後の王楚『鐘鼎篆韻』の一連の鐘鼎文字書に影響を及ぼ

した。徽宗朝に至り、「制礼作楽」の手本を作るため、古器大集成の『重修宣和博古図』を

成書した。これを基づいて、王楚『鐘鼎篆韻』には主文の字数一〇四二字、総六六四八字を

釈出された。南宋に入り、士人たちは新出土の器物を入手するのは難しくなり、器物の研究

が衰え、新たな器物の図象を編集する書物は稀である。この時の金石学は北宋末の「図釈の

学」から「款識の学」に転換し、鐘鼎文の研究は再び民間で発展する。薛尚功『歴代鐘鼎彜

器款識法帖』、王俅『嘯堂集古録』、王厚之『復斎鐘鼎款識』はこの時期の代表作である。 

徽宗朝の祭事は多く道教活動と関連する。太廟を建て、九鼎を作る。周代天子の九鼎の制

度を援用し、三代の君臨する威儀を再現するが、実際に、この制度は方士の魏漢津の意見を

受け、三代を追いかける名に乗じ、道教の祭事に関連している。礼器製作について、作者の

翟汝文の製作観を考察すると、礼制（器種、器制を含む）、文字、文体がいずれも三代の古

典を再現する意識があったと理解できる。 

徽宗朝における礼器銘文の製作については、以下の通り古文を使用する特徴が判明した。 

1、少数の磨滅した字を除き、半分以上は鐘鼎文の字形と一致し、文字構造が他の分類と

類似する場合は美的風格が鐘鼎文に近づく傾向があること。この傾向は製作者の一人翟汝

文が言う、「六経を考察して校正する上で、礼制を夏商の器物を用いて考察し、文字を青銅

器に拠って校正し、誤謬の文字を刪除し、消失散逸の文字を捜訪した。六経の器物（尊、罍、

犧、象）の用途、六書の文字（象形、科斗）の書法を、明らかに輝かせ、六経と表裏の関係

にあることを、後世に教えるのである。」という概念と一致し、強く復古の意識があるとみ

える。 

２、特殊な字形は宋代の新たに解釈した文字を使った。例えば、寅、以、貫などの字は宋

代に釈出した孤例である。 

3、宋代に流布していた「石鼓文」、「詛楚文」や伝抄古文を時に混用し、古文では対応で

きない字は小篆を用いた。このような書作意識は、当時の士人には古文が通用できる字体で

あるという観点と関わっている。 

総じて本研究では、小篆と伝抄古文と鐘鼎文と流布された時間と出典が異なることから、

この三つに篆書を分けて文字構造を分析した。考察の結果、次の三点が判明した。 

1、宋人は鐘鼎文と伝抄古文が同源であると言う概念に基づいて、鐘鼎文の作品や器銘

を作る際、伝抄古文を転用することがあり、古文は秦以後の文章にある文字全てに対応で

きないため、小篆を用いて補っていることが判明した。 

2、米芾は古文に対して多方面な理解があると判明したが、『紹興米帖』にある篆書八六

四字の中で、ほとんど小篆、伝抄古文と来歴不明な疑わしい篆字（疑字）が書かれ、鐘鼎

文特有の文字構造で書いた字例はわずか十八字であり（約 2％占める）、鐘鼎文を集字して
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四字熟語を書いたことが判明した。それに対し、南宋の常杓「盤谷序」には二〇三字の中

で、鐘鼎文特有の文字構造で書いた字例は四十五字に達した（約 22％占める）。これは、

徽宗と高宗両朝に金石活動のブームに伴い、様々な字書、金石著作が備わるようになった

ことを意味している。釈出した鐘鼎文が増え、文字学の学習や篆書を調べることが便利に

なり、長編の文章を書けるようになったことが判明した。 

3、字書、金石著作の成書経緯と編集内容を明らかにすると、鐘鼎文の使用によって篆

書作品の時代を判断することができる。例えば、徐鉉「千字文」には鐘鼎文特有の環

「 」、呂大臨が釈出した射「  」があることから、決して宋初の作品ではなく、元祐

七年（1092）以後の偽作と判明した。 

これらの字書、金石著作と士人たちの受容の詳細はまだまだ不明であるが、収蔵、研究

を伴って編集された書物は両宋の古文創作に大きな影響を及ぼしたことは明らかである。

徽宗朝で釈出した鐘鼎文が激増したうえ、鐘鼎文の地位が確立され、技術官僚を育成する

書芸所の科目に「古文、大篆」を取替えて編入したからである。これは官学で始めての試

みである。その後、南宋の文献には鐘鼎文を自称した長編の千字文や墓誌銘が記録されて

いる。これは、古文創作の歴史上の重要な進展であると言えよう。 

最後に、本研究は宋代における作者が判明した古文作品を中心に考察を行ったが、今後は

この研究方法を基盤として、宋代の作者不詳の古文印を分析し、その印文にある特徴と時期

を明らかにすること、さらに金石学が勃興した宋代において、なぜ鐘鼎文を用いて創作する

ことが少ないかの原因を究明することは、今後の課題としたい。 
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⚫ 周永新著、岩谷季久子訳「蒙学と古代中国の教育」、『中国教育史ー古代篇』、（科学出

版社、2018年） 

⚫ 多賀秋五郎『中国教育史』『中国近現代教育文献資料集』第十巻、（日本図書センター、

2006年） 

⚫ 范立舟『南宋全史』七、（上海古籍出版社、2015年） 

⚫ 苗春徳、趙国権『南宋教育史』、（上海古籍出版社、2008年） 

⚫ 梁庚堯『宋代科挙社会』、（台湾大学出版社、2015年） 

⚫ 楊加深『北宋書法教育研究』、（中華書局、2017年） 

⚫ 畢誠、程方平、『中国教育史』、（文津出版社、1996年） 

⚫ 張典友『宋代書制論略』、（文物出版社、2012年） 

⚫ 国立中央図書館編『現存宋人著述目略』、（台湾中華叢書編審委員会、1971年）  

⚫ 黄錫全『汗簡注釈』（台湾古籍出版社、2005年） 

⚫ 葉国良『宋代金石学研究』（台湾書房、2011年） 

⚫ 李零編『汗簡、古文四声韻』（中華書局、2010年） 

⚫ 陳志平編『書学史料学』（北京、人民美術出版社、2010年 8月） 

⚫ 雷德侯著、許亞民訳、畢斐校『米芾与中国書法的古典伝統』（杭州、中国美術学院出版

社、2008年 8月） 

⚫ 朱剣心『金石学』（浙江人民美術出版社、2016年） 

⚫ 曹宝麟『中国書道史・宋遼金巻』、（江蘇教育出版社、1999年） 

⚫ 趙平安『説文小篆研究』（広西教育出版社、1999年） 

⚫ 容庚『商周彜器通考』（中華書局、2011年） 

⚫ 郭沫若『両周金文辞大系考釈』（科学出版社、1957年） 

⚫ 張政烺批注『両周金文辞大系考釈』（中華書局、2011年） 

⚫ 藤本猛『風流天子と君主独裁制―北宋徽宗朝政治史の研究』（京都大学学術出版会、2014

年） 

⚫ 靳永『書法研究的多重証拠法―文物、文献与書蹟的総合釈証』（齊魯書社、2008年） 

⚫ 唐蘭『中国文字学』（太平書局、1963年） 

 

論文 

⚫ 李慧斌『宋代制度層面的書法史研究』、（吉林大学博士論文、2008年） 

⚫ 馬暁風『宋代金文学研究』、（陝西師範大学博士論文、2008年） 
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⚫ 范楨『翟汝文与兩宋之際的礼制改革』（浙江大学碩士論文、2016年） 

⚫ 楊殿珣撰、容庚校補「宋代金石佚書目」、『考古社刊』（中国社会科学院考古研究所、１

９３６年―４） 

⚫ 容庚「宋代吉金書籍述評」、同続、『学術研究』、（広東省社会科学界聯合会、1963年６

月、1964年 1月） 

⚫ 容庚「嘯堂集古錄述評」、『宋人著錄金文叢刊初編』（北京、中華書局、2005年 7月） 

顧宏義「宋代国子監刻書考論」、『古籍整理研究学刊』、（華東師範大学、2003 年） 

⚫ 張臨生「李公麟与北宋古器物学的發韌‧宋代古器物学研究之一」、『宋代文物大展』（台

北、故宮博物院、2006年 8月） 

⚫ 張臨生「文王方鼎与仲駒父簋」、『故宮学術季刊』第十五卷第一期（台北、故宮博物院、

1997年 8月） 

⚫ 金文明「趙明誠和他的金石錄」、『金石錄校正』（上海、上海書画出版社、1985年 10月） 

⚫ 莫家良「南宋刻帖文化管窺」、『中国碑帖与書法国際研討會論文集』（香港、香港中文大

学文物館、2001 年 12月） 

 

辞書 

⚫ 西林昭一『中国書道文化辞典』（柳原出版、2009年） 

⚫ 『中国歷史大辭典．宋史卷』（上海、上海辭書出版社、1984年 12月） 

⚫ 龔延明『宋代官制辞典』（中華書局、2013 年） 

⚫ 諸橋轍次著『大漢和辭典』（東京、大修館出書店、1986年 9月）修訂版第七刷 

⚫ 李圃『古文字詁林』第八冊（上海、上海教育出版社、2003年 12月） 

⚫ 王輝『古文字通假字典』（北京、中華書局、2008年 4月） 

⚫ 李宗焜『甲骨文字編』（北京、中華書局、2012年 3月） 

⚫ 徐在国『伝抄古文字編』、『中国語言文字研究叢刊』第一輯、（北京線装書局、2006年） 

⚫ 白川静『字統』普及版、（平凡社、2000年）八十六 

⚫ 松丸道雄、高嶋謙一『甲骨文字字釋綜覧』（東京大学出版会、1994 年） 



あとがき 

 二〇〇六年、筑波大学での留学を終える頃に、再び日本に留学したいという思いが強く込

み上げました。日本の書道文化、書作に強く啓発されました。 筑波大学での一年間の短期

留学では時間が足らず、機があれば、日本語をしっかり習得し、日本の書創作や書学を理解

することを含め、日本の生活や文化を味わいたいと思いました。 幸いなことに、九年後（二

〇一五年）に再び留学という好機を賜りました。 林進忠先生の推薦により、河内君平先生

の下で、大東文化大学に進学する夢を叶えることが出来ました。この場をお借りして、厚く

御礼を申し上げます。振り返ると、留学一年目には、日本語能力が足りないために、授業の

レポート作成には大変苦労しました。二年目に入り、大東文化大学書道学会で研究発表を行

い、初めて海外で発表することを遂行しました。三年目には、研究計画書を以て日本台湾交

流協会の奨学金を獲得しました。四年目は、投稿論文が選出され、南京芸術学院に招待され

て南京で研究発表を行いました。五年目には、論文が書学書道史学会の学術誌での査読を通

り掲載されました。六年目に入り、ようやく博士論文の完成しました。苦難の連続ではあり

ましたが、毎年少しずつ成果を積み重ね、進歩していることに喜びを感じられるようになり

ました。河内君平先生からは、厳しくも手厚いご指導を頂き、論文の構成や思考術のアドバ

イスをいただきました。心より感謝いたします。六年間、鶴軒画廊の陳鶴さん、台湾芸術大

学の林進忠先生、林隆達先生、林錦涛先生、東呉大学の沈筱玲先生及ぶ家族や先生、親友の

皆さんによる創作上にアドバイスをいただき、大変な励みになりました。並びに日常の応援

に感謝いたします。なお、渡日の初に不安であった私を気遣い、手厚く面倒をみて下さった

先師の河野隆先生には言葉では言い尽くせない程感謝しております。御冥福をお祈りいた

します。最後に、私のことを信じ、支え、夢を追求させてくれた父親に感謝します。母親が

他界し、家で芸術に関することを話し合う相手もういないと思いますが、父親は母親に代わ

り、引き続き私の創作活動を参加し、私を常に応援してくれています。とても幸せです。こ

の論文を両親のもとへ差し上げたいと思います。 
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